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イジワル同居人は御曹司!?










１．兄、帰る




　初秋のうららかな日差しが窓から降り注ぐ、日曜日の昼下がり。

　私は畳の上で腹ばいになり、小説を読みながらビールをたしなむ。アルコールがほどよく回り、リラックスするとじんわりとした眠気に包まれてきた。

　ああ……これぞ至福のひと時。

　そのまま、ゆるゆると浅い眠りに落ちていく。

「おい、起きろ」

　突然、頭上から不機嫌な声が落ちてきた。

　私は心地よい眠りから強制的に引き戻された。重たい瞼まぶたをゆっくり上げると、誰かが私の顔を無表情のままジッと覗のぞき込んでいる。

　ど……泥棒!?

　身の危険を感じて意識が一気に覚醒し、慌てて上半身を起こした。

「……あなたは誰？」

　私は訝いぶかしげな視線を向ける。

　目の前にいるのは、メガネをかけた整った顔の男性。スラリとした長身で、身にまとっている仕立てのよい黒のスーツがよく似合っている。身なりがきちんとしているので物騒な感じはしないが、目が合っても表情ひとつ変えることがなく、その心中は計りかねる。

　彼のすぐ脇には、大きなシルバーのトランクが置いてあった。

　もしかしたら周囲の目をごまかすために、スーツを着て真面目なサラリーマンを装っているだけかもしれない。それでもって、その大きなトランクには盗んだ戦利品が入っていたらどうしよう。

「お前こそ誰だ？」

　男は鋭い視線を向けてくる。

「私はこの家の住人よ！　さっさと出ていかないと警察呼ぶからね！」

　私は彼を睨にらみつけて、精いっぱいの威い嚇かくをする。

「それはこっちのセリフだが」

　しかし男は怯ひるまないどころか、冷たい表情のまま、まさかのセリフを返してきた。

「はい？」

　私はキョトンとして首を傾かしげた。




　＊　＊　＊




　さかのぼること、一ヶ月前――。

「う……嘘うそでしょ……」

　仕事から帰宅した私は、自宅マンションの前で呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　モクモクと大量の煙が立ち昇り、小こ洒じゃ落れた白い外壁は真っ黒だ。黒山の人だかりの先には、赤い消防車が数台停まっている。

「どーゆーことよー!!」

　私は絶叫しながら、立ち入り禁止のテープを突つっ切って、マンションに駆け寄ろうとした。が、しかし、すんでのところで消防隊員に止められる。

「離してよ！　私の部屋が燃えてんのよ!?」

　眉まゆを吊つり上げて仁王像のような顔で、消防隊員に食くってかかる。

「危険ですので、建物に近づくことはできません」

　私がジタバタ暴れても、消防隊員は腕を押さえる力を緩めようとしない。

「私の洋服が……！　先月買ったばっかりのシャネルのバッグが！　靴が！　テレビが！　冷蔵庫が!!　生活のすべてが!!」

　涙目で訴えると、消防隊員は同情の眼まな差ざしで首を横に振る。

　お願い……誰か嘘だと言って。

　クラリと目め眩まいがする。

　〝絶望〟……その二文字が頭に浮かんだ。




　火災で身の回りの物はすべて燃えた。

　私は会社に出勤していたままの格好で、近所に住む同期、羽は瀬せ 歩あゆむの家にひとまず身を寄せる。

　二十二歳で入社して以来、彼女とは八年間の付き合いである。意志の強そうな大きな瞳に漆しっ黒こくの艶つややかな髪、スラリと背の高いモデル体型の歩は、同期の中でも一、二を争う美女である。

　入社時や研修時、同期の男子が常に取り囲んでいたので、歩がどこにいるのかすぐにわかったほどだ。

「大丈夫？」

　歩は心配そうに眉根を寄せると、死んだ魚の目をしてリビングのソファに座り込んでいる私に、アイスコーヒーをそっと出してくれた。

「ありがとう」

　うつろな眼差しでアイスコーヒーをひと口飲んで息をつき、それから一気に飲み干した。水分をとると、喉のどがずいぶん渇いていたことに気づいた。

「燃えたよ、真っ白に……燃え尽きた、真っ白な灰に……」

　私が力なく呟つぶやくと「まさかのジョー？」と、歩がすかさずツッコむ。

　言葉と一緒に喉の奥から熱いものが込み上げてきたが、すんでのところで私はグッと飲み込んだ。

　今持っている荷物は出勤用バッグに入っていた財布とスマートフォン、手帳にハンカチ、化粧品ポーチ、社員証、名刺、街で配っていたポケットティッシュ。

　それらが今の私のすべて……ああ、なんて身軽なんだ。

「うちは広いから、落ち着くまでここにいなよ」

　慈悲深い笑みを浮かべた歩が、一瞬お釈しゃ迦かさまに見えてしまった。

　現在、歩は会社から三十分ほど離れたところにある一戸建てで、ひとり暮らしをしている。

　ぐるりとリビングを見渡すと、和洋折せっ衷ちゅうのモダンなインテリアでオシャレに飾られている。今座っている黒い革張りのソファも、ふかふかで座り心地は最高だ。

　聞くところによれば、この物件は春日かすが町ちょう一帯の大地主である祖父から、生前贈与されたそうだ。歩はそれをきっかけに家を出てひとり暮らしを始めた。ご両親はここから数駅離れた世せ田た谷がやで暮らしているらしい。

　家の造りは古い日本家屋だが、それはそれで風情があり、なかなか粋である。今流は行やりの古民家というやつだ。

　間取りはゆうに５ＬＤＫはあり、私ひとりが身を寄せたところで、確かに問題はなさそうだ。

「い、いいんですか？　いいんですか？」

　私はお釈迦さまに涙目ですがる。

　歩がニッコリと微ほほ笑えんで頷うなずくと、長い黒髪がさらりと揺れた。

「確か紗さ英えのご両親って、今マレーシアに住んでるんでしょ？　実家にも戻れないじゃない」

「そうなんだよね」

　私はガックリとうなだれる。

　両親は父親の定年退職を機に、マレーシアへ海外移住してしまった。

　そのため私が生まれ育った千葉の実家は、人に貸してしまっている。

「本当にしばらく居い候そうろうさせてもらっていいの……？」

　私はおずおずと歩の顔を見上げる。

「気がねしないで。私ももうこの家を出る予定だし」

「えっ？　なんで？」

　私は間抜け面で聞き返す。

「彼と同どう棲せいするの」

「ええ〜!?」

　大声を張り上げると、歩は「やぁねぇ」と言ってほのかに頬ほおを染める。その表情は同性でもハッとするほど可か憐れんだ。

「彼から『一緒に住もう』って言われたんだ。結婚前提で」

「う、嘘でしょ!?」

　驚きのあまり、思わず聞き返してしまった。

　ふと、歩の頬に添えられた左手薬指に、エレガントなダイヤのリングがはめられているのに気づく。

　眩しい。眩しすぎる。

　彼氏もいなくて、家も何もない絶望の淵に立たされている私は、ダイヤモンドの神々しい輝きを直視できない。

　知り合いの紹介で出会ったという、三つほど歳上の歩の彼は、一代にしてウェブ広告代理店を築き上げた、かなりやり手の起業家だそうだ。

　まばゆい光を放つ大きなダイヤモンドを見る限り、彼氏はきっとヒルズ族とかなんだかいう、世間を騒がせているセレブに違いない。

　それがまさかの結婚とは……！

「だから紗英に、住みながら、この家を管理してもらえると助かるわ」

　私は涙目でブンブンと首を縦に振った。

「では、それまでよろしくね」

　歩はニッコリと微笑みながら左手を差し出す。

　その華きゃ奢しゃな手を私はしっかりと握り返した。これで交渉成立。

　こうして絶望の淵から歩に救い上げてもらい、なんとか生活する場所を確保することができた。




　＊　＊　＊




　リビングと続つづき間まになっているダイニングで、私と男はテーブルを挟んで向かい合わせに座る。

　私はこの家で生活するようになった経緯を、かいつまんで説明した。

「それで？」

　男は不機嫌そうに頬杖をついたまま、鋭い視線でこちらを見み据すえると、ぶっきらぼうに尋ねた。

「わ、私は怪しい者ではございません」

　男は胸ポケットからスマートフォンを取り出し、どこかへ電話をかけた。しかし、一向に繋つながらないようで、男は不愉快そうに目を細める。

「歩に連絡がつかず、君の身元の確認が取れない限り、この家に置いておくことはできない」

「そんな！　殺せっ生しょうな！」

　家から追い出されそうになり、私はショックのあまり目を大きく見開く。

「そもそも、あなただって歩のお兄さんかどうか、私からすれば怪しいもんです！　兄きょう妹だいの話なんて一度も聞いたことないですしね！」

「それは、本気で言ってるのか？」

　……嘘だ。

　メガネの奥の涼しげな目元に鳶とび色いろの瞳、スラリと通った鼻筋に、薄く形の整った唇くちびる。目の前にいるこの男は歩と瓜うりふたつだ。唯一異なる点といえば、歩の美しいストレートの黒髪とは対照的に、男の少し長めの茶色い髪には、ふんわりウェーブがかかっている。

　しかしながら、近寄りがたい美形オーラまでそっくり。

　歩は初対面の時こそクールビューティーでとっつきにくかったけれど、話してみると気さくで優しい。

　しかし、歩の兄だと主張する目の前の男は、その怜れい悧りな容姿と相まった冷酷な性格のようだ。

　彼は財布から何やらカードを取り出し、テーブルの上に置く。

　覗き込むと、『羽瀬 奏かなで』と書かれた免許証だった。写真も紛れもなく本人の物。

「『かなで』さん……とお読みするのかしら」

「はい。『はせかなで』と申します」

　奏さんはいきなり他人行儀な口調で、淡々と自己紹介する。

　生年月日からすると、私よりも三つ年上の三十三歳だ。

「写真写りがいいですね。免許証の顔って、犯罪者っぽく写ったりしません？」

　私は場を和ませようと雑談を振ってみる。

「しません」

　ニコリともせず、無表情のままの彼に、秒速で撃沈。

「ですよねー」

　ヘラヘラ笑ってごまかしながら、私はバッグから数少ない資産である財布と免許証を取り出した。

　免許証にはブラウンのロングヘアを緩く巻き、アイメイクをバッチリ施した私が写っている。

　コンプレックスであるやや吊り目の顔がより強調されて、警戒心むき出しのノラ猫みたいだ。多分、今もそんな顔をしているのだろうけど。

　しかしながら、自分の身分が証明できる物が焼失せずに残っていてよかった。何もなかったら、私という存在はこの世から抹消されていたかもしれない。

「藤ふじ田た紗英と申します。歩さんと同じＰ＆Ｃ社に勤務していて、現在データマーケティング部に所属しています」

　奏さんは私の免許証をスラリとした長い指で、ひょいとつまみ上げる。それから免許証の写真と私の顔を交互に眺めた。

　私はハッと我に返る。

　今の私はスッピンのうえに、タンクトップに短パンというあられもない姿だ。

　なんたる不覚！　友人の兄とはいえ、男の人にこんな姿を見られるなんて……。しかも美形に……。

　さりげなく奏さんの様子を盗み見るが、相変わらずの能面フェイスだ。私の格好を気にとめる様子は皆無。この家に転がり込んでいる時点でおかしな女だと思われているので、今さらどんな格好をしていても気にならないのだろう。

「藤田さんの身元はこれで証明されました。とりあえず、今晩はこちらでお過ごしください」

　奏さんは抑揚のない声で言う。

「こ、今晩は？」

　私は思わず聞き返した。

「今週末には荷物をまとめて、この家から出ていっていただけますか？」

　奏さんは眉ひとつ動かすことなく、私に冷酷に告げる。

「そ……そんなぁ……」

　私は絶望に打ちひしがれる。

「この家は私と歩の共有名義となっています。そのため仕事でアメリカへ赴任する前は、私もこの家で暮らしていました」

「そ、そんなこと、ひと言も聞いてないんですけど……」

　膝ひざの上で握りしめた拳こぶしが、プルプルと震ふるえる。

　お金が貯まるまでの安住の地を手に入れたと思ったのに、早くも崖っぷちの状況。

「歩が何を言ったか知りませんが、私がこの家に戻ってきた以上、藤田さんをこの家に置いておくことはできません」

「私は歩と賃貸契約を結んでいます！」

　私は鼻息を荒くして席を立ち上がると、リビングにある引き出しをゴソゴソと探り、一枚の紙を持ってくる。

　そこには『賃貸契約書』と書かれていた。

　歩は『家賃なんていらない』と言い張っていたが、無償で借りるのはさすがに気が引けた。そこで、月々家賃を支払うことを約束し、契約書をインターネットで検索して、見よう見まねで作成しておいたのだ。一応、お互いの印鑑もついている。

　それがまさかこんな場面で役立つことになるとは。

「これが契約書です」

　私がドヤ顔で差し出すと、奏さんは書面を手に取り、目を通す。

「家賃四万って……安すぎないか？　この辺の相場を知っているのか？」

　驚いたのか、奏さんはタメ口に戻ってすかさず指摘してきた。

「共有名義人である私の同意を得られないと、契約は無効です」

　そして冷ややかな眼差しで素っ気なく言うと、書面をテーブルの上に放り投げた。

「まぁ、この辺りの家賃の相場だと、一戸建てで賃料はおよそ三十万円が妥当でしょうか。その額をお支払いいただければ、私がよそへ移って、この家を藤田さんにお貸しすることもできますが」

　月額三十万円……？　手取りが一瞬にしてなくなりますが……。

　想定外の高額ぶりに目眩がした。

「この古い家に三十万円って、ちょっとふっかけすぎじゃない!?　せいぜい十六万円でしょ!?」

　ショックのあまり、つい本音が漏もれる。

「十六万円でもかまいませんが」

「どのみち無理に決まってるじゃない」

　そんな高額な家賃を払い続けることなんて、一介のＯＬにはできないことを知っていてわざと言っているのだろう。なんて意地の悪い男……。

「週末までに気が変わったら、お申し出ください」

　奏さんは指でクイッとメガネを上げると、そのまま席を立つ。

「あの……ちょっと待ってください！」

　このまま追い出されるわけにはいかないので、私は慌ててあとを追うが、奏さんはなんの反応も示さずに、大きなトランクを引っ張りながら二階へと上がっていく。まるで私の声なんか聞こえていないかのような振る舞いだ。

　私の部屋を通り過ぎ、一番奥の部屋の前まで来ると、奏さんはピタリと足を止めた。

　そして、何も言わずにこちらを一いち瞥べつし、部屋の中へと入っていった。話を聞いてもらう余地なんて全くない。

　この世に神などいないのだろうか。










２．兄を攻略せよ




　翌朝。

　私は始業時間の九時前に、虎とらノの門もんにあるＰ＆Ｃ本社へと出勤した。

　我が社はヒューマンヘルスケア商品や、化粧品などを取り扱っている国内有数のメーカーだ。全国各地に支店を展開し、アジアを中心とした海外にも複数拠点を置いている。

　入社八年目の私は、顧客の潜在ニーズを探り、販売戦略を立てるデータマーケティング部のウェブ戦略推進課に所属。必要なデータを社内システムから抽出して、加工する雑用係みたいなものだ。日々データと格闘し、華々しさとはほど遠い地味な部署である。

　十六階のオフィスの、窓際から三列目までがデータマーケティング部となっており、ほかに三つの部署が入っているため、ワンフロアでおよそ百人以上が働いている。

　この階には、ほかに会議室が三部屋、パーテーションで仕切られた数ヶ所の打ち合わせスペースと自動販売機などが置かれた休憩室が設けられている。

　支店を転々としながら泥臭い営業をしていた私が、初めて本社に着任になった日にはその広さと人の多さに驚いたものだ。

「ゆうぽん、おはよう」

　窓から一番離れた島の端にある自分のデスクに到着すると、隣に座る五つ下の後輩である『ゆうぽん』こと、青あお池いけ悠ゆう子こに挨あい拶さつする。

「おはよーございます」

　ゆうぽんは欠伸あくびを噛かみ殺し、気だるそうな様子だ。

　本日の彼女はミニスカートをはき、スラリと長い脚線美を惜しみなく披ひ露ろうしている。ヒョウ柄のジェルネイルを施したほっそり長い指で、金色に近い茶髪のロングヘアをかき上げた。ゆうぽんは、ギャルファッションをこよなく愛する二十五歳だ。

「眠そうね」

「新しい部品を買ったんでパソコンのサーバーをいじってたら、寝るのが三時になっちゃいましたー」

　……だけど、中身はクールな理系女子である。

　私は「そっかー」とニッコリ笑ってかわす。

　私はパソコンの電源を入れて、メールをチェックし、至急の用件だけに返信すると、最上階の二十一階にある秘書課へと向かった。

　秘書室の中に入ると、月曜日の朝っぱらにもかかわらず、パソコンに向かってキビキビと仕事をこなしている目的の人物を発見した。

「羽瀬さん、ちょっとミーティングいいですか？」

　月曜日の朝一に突然声をかけられて驚いたのか、歩が目を見開いて顔を上げた。

「なんだ、紗英か。どうしたの？」

「どうしたもこうしたもありません。緊急事態です」

　切羽詰まった私の表情を見て、歩は不思議そうに首を傾げた。

　会長付きの秘書を務めている歩が、二十一階にある重要クライアント用の会議室を貸し切ってくれた。はっきり言って職権乱用だ。




「帰ってきちゃったか、あのメガネ」

　歩は渋い表情で額を押さえる。

「お兄さんがいるなんて、ひとっ言も言ってなかったじゃない！」

　私は結婚を迫る女のごとく、目をウルウルさせて歩に必死に詰め寄る。

「うん、いないものとして考えていたからね。三年前、仕事でアメリカに赴任してから一度も会ってなかったし、その間ほとんど音信不通だったから日本に帰ってくることも知らなかったわ」

　心優しい歩の性格からは、考えられないほどドライな発言である。

「仲悪いの？」

　私は恐る恐る尋ねる。

「紗英は兄ともう話したでしょ。あの人と仲良し兄妹になんてなれると思う？」

　それは絶対無理だろう。

　私は苦笑いを浮かべてスルーする。

「それで、お兄さんが週末までに出ていけって言うんだよね。どうすればいいの？」

「メガネめ」

　歩はボソリと呟き、忌いま々いましげに舌打ちする。

「シャネルのバッグを買っちゃって、夏のボーナスも使い果たしちゃったよ……」

『自分へのご褒ほう美び』なんて言って、清きよ水みずの舞台から飛び下りる覚悟で人生初のシャネルを買った。

　今思えば、そんな大枚はたいてブランド品を買うほど、私は頑張っていたのだろうかと甚はなはだ疑問になる。しかも火事で燃えたしな！

「せめてあと半年……いや、三ヶ月あれば、敷金、礼金くらいは用意できると思うの」

「わかったわ。あとで私のほうから兄を説得してみる。でも……」

　そう言って、歩は小さくため息をつく。

「ああ見えて、兄は結構手強いのよね」

　いやいや、全く意外じゃない。手強いのは見たままである。

「だから、紗英のほうからも引き続き、兄を説得してみてくれる？」

「えぇ〜、どうしたらあんなおっかない人を説得できるんだろう。何か弱味とか知らないの？」

　歩は顎あごに手を置き、眉間にシワを寄せて、しばし考え込んだ。

「兄は、超理論的、超合理的な人間だわ。だから紗英が一緒に住むことで、自分に何かメリットがあると思ったら、同居を許すかもしれない」

「メリット……？」

　私の問いに、歩はコックリと頷く。

　男性が求めるメリットといえば、やはり……。

「い、色仕掛け？」

　歩は私の頭のてっぺんからつま先まで視線を巡らせて、「失敗したら逆げき鱗りんに触れるわよ」と大真面目に言う。

　それはそれで結構失礼だ。

　歩のようにモデル体型、とはいかないものの、それなりに出るところは出ているつもりだ。しかし、あの冷血メガネが人並みしかない私のフェロモンで籠ろう絡らくされるとは到底思えない。

「とりあえず、両サイドから兄を説得してみましょう」

「わ……わかった」

　私と歩はガッチリ握手を交わした。




　歩への報告が完了し、データマーケティング部に戻る。

　デスクへ座るやいなや、早速もうひとりの後輩男子、山やま下したが「藤田さーん」と言って駆け寄ってきた。

「何よ！」

　また何か厄介事を持ち帰ってきたか、と警戒の視線を向ける。

「そんなぁ、睨まないでくださいよー」

　ヘラヘラと愛あい想そ笑いを浮かべる山下は、二十八歳。色が白く、ひょろりとした痩やせ型で、はっきり言って頼りない。

　実家が会社を経営しているため、お金には余裕があるらしく、アイドルの追っかけに、高級車が買えるくらいつぎ込んでいると、もっぱらの噂うわさだ。身近な独身セレブがこれだと思うと、ため息が出る。

　そんな私のアンニュイな思いをよそに、山下は焦あせった様子で事情を説明する。

「ビューティーコスメ部門から、『プレミアムリッチコットン』のキャンペーンで使うサンプルの納品数と、その予算策定を依頼されたのですが……」

「知らんがな!!　キャンペーン内容もよくわからないのに、どうやって納品数と予算を決めるのよ！　うちの部署の仕事じゃない。断りな！」

「は、はい！」

　私が一いっ喝かつすると、山下は飛び上がって自分のデスクへ戻っていった。

　ミーティングで、ビューティーコスメ部門の押しの強い担当から、余計なお土産みやげをもらってきたようだ。

　なんだか午前中からえらく疲れた。今日は早く帰ろう。

　気を取り直して、私は自分のパソコンに向かった。




　定時の午後六時を回り、予定通り早めに仕事を切り上げたので、夕飯は自炊することができた。火災ですべて失った私はいろいろと物入りなので、できる限り節約するようにしている。

　本日のメニューは、おでんと炊き込みご飯だ。あと晩ばん酌しゃくにビールも。

「いただきます」

　食事をしようとしていると、玄関のドアが開く音がして、緊張が高まる。

　どうやらメガネが帰ってきたようだ。キッチンの引き戸が軋きしみながら開き、能面フェイスの奏さんが姿を現した。

「お……かえりなさ……」

　恐怖で言葉が尻すぼみになり、最後のほうは声にならなかった。

　奏さんは無言のまま、チラリと私に視線を向ける。

『まだいたのか、この女』

　そんな心の声が聞こえてくるようだ。出ていけって催促されたらどうしよう……。

『自分に何かメリットがあると思ったら、同居を許すかもしれない』

　歩の助言が頭をよぎる。

　メリット……とりあえず役に立てばいいってことだよね。

「夕飯を食べているんですけど……」

「見ればわかりますが」

　なんの感情も読み取れない冷たい瞳に見据えられると、心が折れそうになる。

「よかったら一緒に食べませんか？」

　なんとか気持ちを奮い立たせ、さりげなさを装い、誘ってみた。とりあえず胃袋をつかんでみる、というのはどうだろう。

「結構です」

　冷ややかな視線を向けられて、これまたあえなく撃沈。

「ですよね」

　私はしょんぼり肩を落としながら、料理に箸はしをつける。

　奏さんはその様子を一瞥すると、無言のままキッチンから出ていった。

　張りつめた空気が緩み、ホッと胸を撫なで下ろしつつも、全く取りつく島もない彼の様子に、私は小さくため息をついた。




　翌日の昼休み。

　本日は一時半からミーティングが入っているため、歩と社員食堂でランチを食べる。

「それで、うちの兄とはうまくいってるの？」

　歩が首を傾げて尋ねてくる。

「全く」

　私はうつろな表情でご飯をつまむ。

　明らかに浮かない私の様子からすべてを察したのか、歩は「だよね」と言って苦笑いを浮かべた。

「私も兄に何度も電話しているけど、出ないのよ。ＬＩＮＥも既読スルーだし。こっちの用件を知ってて無視してるに決まってる！　そのうち押しかけてやるわ」

　イラ立っているのか、歩は鼻の頭にシワを寄せ、早口で一気にまくし立てた。

「ありがとう。でも奏さんのことは私の問題だから、自分でなんとか説得してみる」

　途方に暮れていた私を助けてくれた歩に、これ以上迷惑をかけるわけにはいかない。ただでさえ、彼氏との新しい生活が始まったばかりで、いろいろと忙しそうなのに。

「どうしても兄がゆずらないようだったら、リーサルウェポン出すから言ってね」

　歩はニッコリとお釈迦さまスマイルを浮かべる。

　果たしてどんな手に出るのだろうか。私のために、羽瀬兄妹が骨肉の争いをするのは避けたい。

「藤田」

　背後から声をかけられ、振り向くと、同期の桜さくら井い隼はや人とがトレイを持って立っていた。

「ふたりは相変わらず仲良しだな」

「うらやましいでしょー」

　歩はフフンと笑う。

「また噂話に花を咲かせているのかと思った」

　桜井が軽口を叩たたくと、歩は「何それ」と言って、形のよい唇を尖とがらせた。

「藤田も午後のウェブサイト改修のミーティングに出るの？」

　桜井が尋ねる。

「一応、その予定だけど」

「広報宣伝部からは、俺が出るんだ」

　桜井は口の端を上げて、キュートな笑顔を向ける。

　やった！

　心の中でガッツポーズを作る。

　くっきり二ふた重えの大きな瞳が印象的な甘いマスクに、柔らかな物腰の桜井。短い髪を無造作にサイドに流したヘアスタイルも爽さわやかだ。人当たりがよく、仕事もできるので、女性社員からはもちろん、同性からの評判もよく、彼は常に人の輪の中心にいる。

　真っ当なご両親から惜しみない愛情を注がれて成長してきた、ということが容易に想像できるような、育ちのよさを兼ね備えている。

　同期なので、ちょくちょく誘い合っては皆で飲みに行く間柄ではあるが、私はそれ以上に発展したいと思っている。女の子のように端正な桜井の横顔に、チラリと視線を向けると目が合った。

「じゃ、またあとでな」

　私は返事の代わりに、はにかみながら頷いた。

　ああ……これだけでモチベーションアップ。仕事頑張ろう。火事で家計は文字通り火の車だしね。

　だらしなく緩みそうになる頬を必死で引きしめていると、歩はニヤリと意味深な笑みを浮かべる。

「頑張るのよ、紗英」

　なんだか含みのある言い方だ。胸の内を見透かされているようで、顔が熱くなる。

「ありがと。急ぐから、先行くね」

　ごまかすように、私は慌てて席を立った。




　食事のあと、資料を用意し、ゆうぽんと山下を引き連れて会議室に行くと、メンバーはすでにひと通り揃そろっていた。

「こっち、こっち」

　上席の加か藤とう課長に手招きされ、隣の席まで移動して腰を下ろした。

　加藤課長は長身で年の頃はアラフォーといったところだろうか。短髪で小ざっぱりした風貌はいかにも優しいパパといった感じである。実際、三人の元気な息子さんたちがいる。

「今回の施策はちょっと大がかりになるから、外部コンサルが入る」

　加藤課長の話に「へえ、そうですか」と気のない相あい槌づちを打つ。

「あそこにいらっしゃるから、名刺持って挨拶してきて。俺は先に済すませた」

「わかりました」

　席を立ち、ゆうぽんと山下とともに名刺交換をしに行くと、桜井がちょうどコンサルタントの方々と話しているところだった。私と視線が合うと、「藤田」と声をかけてくる。

「今回、ウェブサイト改修プロジェクトを担当していただく、ウェルアンドカンパニーの方たちだ」

　桜井に紹介された人物に視線を向けた瞬間、私は目を皿のように大きく見開き、ビシリと固まった。

「やっぱり驚くよな！　俺もビックリしたもん！」

　桜井は驚きのあまり呆然とする私を見て、無邪気に笑う。

「ウェルアンドカンパニーの羽瀬です。よろしくお願いします」

　……どうしてメガネがここにいるんだ？

　想定外の出来事に心臓は激しく鼓こ動どうし、脳はフリーズ状態。

「羽瀬さんは、羽瀬 歩のお兄さんらしい。そっくりで俺も最初は驚いたよ」

　うん、知ってる！　だって一緒に住んでるし！

　……などと言えるはずもなく、「本当、ビックリー……」と言って、引きつった笑みを浮かべる。

「いつも妹がお世話になっております」

　メガネは目元をほころばせ、柔らかく微笑んだ。

　何この笑顔！　怖っ！

　メガネにも、笑う、という機能は一応備わっているらしい。

「データマーケティング部、Ｗｅｂ戦略推進課の藤田です」

　緊張のあまり指先が震えるのをなんとか隠しながら、名刺を交換する。

「藤田は妹さんと仲がいいんですよ。今日も一緒にランチしてたしな」

　桜井が余計なことをいうので、口を塞ふさいでやりたくなる。

「そうですか。仲良くしてやってください」

　奏さんは笑顔を絶やさず、穏やかな口調で言う。

「は、はい」

　あまりの豹ひょう変へんぶりに唖然とする。

「今回、私と一緒にプロジェクトに参画させていただく、小こ泉いずみです」

　奏さんに紹介され、部下とおぼしき若手がペコリと頭を下げた。

「アナリストの小泉です。よろしくお願いします」

　小泉青年はニコリと微笑み、美しい歯列を覗かせる。短髪に意志の強そうな、くるりと大きな瞳が、見るからに聡明そうだ。年の頃はうちの山下と同じくらいだろうか。

「藤田です。よろしくお願いいたします」

　しかしながら、こんなキュートな小泉青年も、会社に帰ればメガネにいびられているに違いない。そう思うと、名刺を交換しながらも、つい同情の笑みがこぼれる。

「アナリストってなんですか？」

　名刺の肩書きを見てゆうぽんが尋ねる。

「情報を収集・分析したり、資料を作成する雑用係みたいなものですよ」

　ゆうぽんはヒョウ柄ネイルで名刺を受け取りながら、「へえー」と興味なさそうに相槌を打つ。

「今日はキックオフミーティングとなりますので、御社ウェブサイトで抱えている問題や意見をお聞かせいただければと思います」

　ミーティングが始まると、家での仏ぶっ頂ちょう面づらが嘘みたいに、奏さんは爽やかな表情でテキパキとミーティングを仕切っていく。

　しかし、なんだかソワソワして集中できず、話が頭に入ってこない。イタズラ書き代わりにだらだらと意味のないメモを取る。

「――いかがでしょうか？　データマーケティング部の藤田さん」

「え……？」

　突然名指しされて、私はハッと顔を上げる。

　奏さんが私にニッコリと微笑みながら、意見を求めている。

「あ、えーと……」

　全然聞いていなかったから、なんの話か全くわからない。どうしよう。

「うちのオンラインショップについて、なぜ販売が伸び悩んでいるのか聞かれてます」

　ゆうぽんがさりげなく助け舟を出してくれたので、私は本音をぶちまけた。

「オンラインサイトで収益を得る、という概念があまりありませんでしたから」

「確かに御社の通信販売の売上は、競合他社の五分の一程度ですね」

「なんとなく世間の追い風を受けてサイトをアップしてみましたが、現状ではほとんどテコ入れはされていません」

　放置されたままなのに、売上なんて伸びるわけがない。

　奏さんはあけすけな私の本音に、クスリと笑みを浮かべて話しだした。

「現行ではオンラインサイトの売上高はおよそ一億円、御社の全体の売上高に占める割合は〇・五パーセントです。しかし、これを三年間で五パーセントの十億円まで引き上げるのが、今回の改修プロジェクトに与えられた目標です」

「じゅ……じゅうおくえん？」

　私は素っ頓とん狂きょうな声をあげた。

　会議室も、にわかにザワつき始める。

　三年間で十倍？　そんなの無理に決まってるじゃない。魔法でも使うつもり？

　私は眉根に思い切りシワを寄せた。

「そのために、私たちがお手伝いさせていただくことになりました。皆さん、いいものを作りましょう」

　口元に笑みをたたえているものの、奏さんの目は真剣そのもの。口調は穏やかだが、自信に満ち溢あふれている。

　今始まったばかりなのに、この人と一緒にプロジェクトを推進すれば、何かが変わるかもしれない、という淡い期待すら抱かせた。皆の目には、さぞや誠実で頼もしいコンサルタントに映ったことだろう。

　私もきっとそう思ったに違いない。家での仏頂面を見ていなければ……。

　打ち合わせが終わると、次回のミーティングまでの各々の課題について認識を合わせ、解散となる。

「引き続き、よろしくお願いいたします」

　奏さんはそう言い残し、会議室から颯さっ爽そうと出ていった。

　その姿が見えなくなると緊張が解け、全身の筋肉が弛し緩かんしていく。

　ゆうぽんと山下は別件の打ち合わせがあったので、私と桜井が残り、会議室の後片づけをする。

「いやー、しかし驚いたよな」

　桜井は向かい合わせになるよう四角に並べられたテーブルを、テキパキともとの位置に戻しながら言う。

「そうだよね」

　私は神妙な面持ちで頷く。

　三年間で売上高を十倍にするなんて、途方もない数字で現実味を感じられない。

「羽瀬とそっくりだったよな、羽瀬兄」

　……なんだ、そっちか。

　思わずズッコケそうになる。私は椅子を片づけながら「そうだねー」と適当に返す。

「しかも、かなりの男前だったしな」

　桜井がニヤリと含みのある笑みを浮かべた。

「そうかな」

　本性を知ると、素直に同意できない気がする。

　しかし、桜井は「またまたー！」と言って冷やかしてきた。

「挨拶の時、ずいぶんおしとやかだったじゃないか。いつもはもっとグイグイ行くくせに。まあ、藤田の気持ちもわからなくはないよ。容姿端麗なうえに、頭も切れそうだしな、羽瀬兄」

「私は別に……」

　なぜか桜井が乙女のようにうっとりしている。だから、なんでそんな話になるんだ。

　桜井に奏さんを勧められているようでなんだか気分が悪いので、曖あい昧まいに笑って受け流す。

「羽瀬 歩に頼んで、一席設けてもらおうか」

「だからいいってば！」

　つい口調がキツくなる。

「ご、ごめん」

　桜井は大きな目をまたたかせた。

「羽瀬兄のことはどうでもいい。だけど、それを桜井に冷やかされるのが嫌なの」

　私はまっすぐに桜井を見据える。

　言った……言ってしまった……。

「どういう意味？」

　桜井は、不思議そうにキョトンとしている。

「だから、私は桜井が――」

　私が次の言葉を発しようとした瞬間、会議室のドアが開く。

　私と桜井が反射的に振り返ると、渦中の人物、奏さんが会議室に入ってきた。

「申し訳ありません。ＵＳＢをパソコンに挿しっぱなしにしていました」

　どうやら忘れ物を取りに戻ってきたらしい。

「ああ」と呟き、ポカンとしてフラフラとパソコンに向かう。

「こちらでしょうか？」

　私はパソコンに刺さっていた黒いＵＳＢメモリーを引き抜くと、奏さんに手渡した。

「ありがとうございます」

　奏さんはニコリと微笑む。

「もしかして邪魔した？」

　奏さんは桜井に聞こえないような小さな声で囁ささやく。

　最悪……聞いてたんだ！　どうしよう、超恥ずかしい!!　ギャー！

「なんのことでしょう？」

　内心パニックに陥るが、私は引きつり笑顔でごまかそうとする。

「変な顔」

　奏さんは、激しく動揺する私の胸の内を見透かしたように唇の端を上げて、クスリと笑う。

　何よ、笑うんじゃない。

　初めて見た自然な笑顔に、鼓動が大きく跳ねる。

「では、また来週よろしくお願いいたします」

　奏さんは仕事モードの笑顔に切り替え、折り目正しく一礼し、会議室を出ていった。

「そういえば、来週のミーティングなんだけどさ……」

　桜井は、先ほどのやり取りをすっかり忘れてしまっているようだ。

　なんだかホッとしたようなガッカリしたような、複雑な気持ちだ。私は何事もなかったかのように、桜井と仕事の話をしながら、再び椅子を片づけ始めた。




　あれから三日経った金曜日の午後十時。

　お風呂から上がって寝る支度を整えると、自分の部屋に戻る。ベッドやタンスなど、必要最低限の家具しか揃っていない殺風景なインテリアだが、床にはそのまま置かれた服やバッグ、化粧品など、細々した小物から生活感が滲み出ている。

　片づける気も起こらず、私は布ふ団とんにもぐり込む。

　奏さんに出ていけと言われた週末、つまり土曜日は明日に迫っている。

　もちろん行くアテはなし。そもそも出ていく気もなし。奏さんに都合が悪いことを言われる前に、寝てしまおうという作戦だ。

　彼は帰りが非常に遅いが、その分、朝は比較的ゆっくりのため、生活時間帯は微妙に違う。隣の奏さんの部屋から、夜中に時折物音が聞こえていたので、家には帰っているようだが、ここ数日間はほとんど顔を合わせていなかった。

　意地悪メガネといえど、鬼ではない。寝ている相手を起こしてまで、家から追い出そうとはしないはずだ。

　でも、今日を乗り切ったとしても明日からはどうしよう。

　漠然とした不安が、濃い霧のように胸に広がる中、私はリモコンで照明を落とすと、ドサリとベッドに横たわった。




「う、うーん……」

　うなされて目が覚める。

　辺りはまだ真っ暗な闇やみに包まれており、時計を見ると深夜二時。

　ロングＴシャツがベトリと肌に貼りつき、背中まで汗をかいていた。初秋に長袖そでと毛布は、少し先走りすぎたようだ。

　私はロングＴシャツを脱ぎ捨て、タンクトップになる。汗をたくさんかいたせいか、喉がひどく渇いていた。

　気だるい身体を動かし、よろよろとした足取りでキッチンへ向かった。冷蔵庫を開けてミネラルウォーターのペットボトルを手に取る。蓋ふたを開けると、そのまま口をつけて一気に飲み干した。

「おい」

　突然声をかけられ、身体がビクリと跳ね、その拍ひょう子しに水が気管に入り込んだ。

　咳せき込みながら振り返ると、奏さんが佇たたずんでいる。

　デカいくせに近づいてくる気配を全く感じさせないなんて、忍者か！と密かに心の中で毒づく。

「こんな遅い時間に何してるんですか？」

　ダイニングと続き間になっているリビングには灯りがついておらず、テーブルの上に置かれたノートパソコンが人口的な光を放っていた。

「仕事してた」

　奏さんは無表情のままボソリと答える。

　これが昼間見た精せい悍かんなコンサルタントと、同一人物とは思えない。

「真夜中なんですから、寝たらどうですか？」

　私は手の甲で口元の水を拭ぬぐい、ペットボトルを冷蔵庫にしまう。

「おい、出ていく準備はできたのか？」

　やっぱりそうきたか……。

　奏さんに痛いところを突かれて、私は視線を逸そらす。

「できたのか、と聞いている」

　奏さんが一歩私に近づいたので、私は何も言えないまま一歩後ろへ下がる。

「言ったはずだ。週末までには出ていけ、と」

　抑揚のない話し方で、さらに詰め寄ってくる。

　射すくめるような冷ややかな視線で見据えられて、私は縮み上がった。

「そんなことを言われてもですね、何か行動を起こすには、先立つものが必要じゃないですか」

　私はあたふたと言い訳しながら、一歩後退する。

「火元でなくても火災保険は下りるはずだ。引っ越し費用くらいはあるだろう」

　奏さんは、また一歩距離を縮めてくる。

「火災保険に入っていなかったんです。建物自体は管理会社がもとの状態に戻してくれますが、家財道具はすべて燃えてしまい、新しく買うお金もありません」

　私は逃げるように後ずさる。

「貯金は？」

　奏さんの迫力に押されて後ろへ下がると、ついに壁にぶつかった。

　も、もう逃げられない。

「貯金は……シャネルのバッグを買って使い果たしました。燃えちゃいましたけど」

　私がへラリと笑みを浮かべると、奏さんは勢いよく壁に両手をついた。

　リ……リアル壁ドン……。

　一五八センチの私を、一八〇センチはゆうにある奏さんが上から見下ろす。

「シャ・ネ・ルだぁ？」

「ご……ごめんなさい」

　思わぬ接近で奏さんのコロンがふわりと香ると、こんな状況なのにドキドキしてしまう。

「三十歳にもなって、金もないし、行く場所もないってどういうことだ？」

　奏さんはイラ立たしげに、眉間にギュッとシワを寄せる。

「仕方ない。家賃が払えないのであれば、身体で払え」

　まさかのセリフに、私は絶句した。

　や、やはりメガネも男だったのか……。

　大きな手が私の右肩に添えられ、奏さんの綺麗な顔がゆっくり近づいてくる。

「あ、あの……」

　突然の出来事に、私の身体は金縛りにあったように動かなくなる。

　そんな今さらもったいぶるようなものでもないんだけど、こ、心の準備が……！

　イケメンに迫られ、緊張と期待で胸が高鳴る。

　しかし、予想に反して形のよい唇は、私の顔をかすめていく。そのまま肩に、彼の小さな頭がちょこんと乗っかった。

「腹減った。何か作って」

「……へ？」




　数十分後。

　ナポリタンとサラダ、野菜スープがダイニングテーブルの上に並ぶ。

「すみません、あり合わせの材料で作ったので、ロクな物ではないですけど」

　食事の支度を済ませると、私は奏さんの向かいに腰を下ろした。

「いただきます」

　ボソリと呟くと、奏さんは無表情のまま黙々とナポリタンを口へ運ぶ。本当にお腹がすいていたのだろう。

「夕飯は食べたんですか？」

「食べてない」

「それで真夜中まで仕事してたんですか」

　どうやら図星のようだ。奏さんは無言のまま、ナポリタンを食べ続ける。食事を忘れて仕事していたなんて、完全なワーカホリックだ。

　私は頬杖をつきながら、呆あきれたようにスッと目を細めた。

「さて、と」

　ナポリタンを食べ終わり、奏さんはお上品にティッシュで口元を拭った。

「家賃を全額お金で払えないのであれば、先ほども言った通り、不足分については藤田さんの身体で払っていただこうと思います」

「あの、その言い方は誤解が生じるので、やめていただけますか」

　私はすかさず意義を申し立てる。

「労働をして家賃を払うわけですから、何も不適切な表現ではないと思いますが」

　奏さんは、メガネを人差し指でクイッと上げる。

「身体で払っていただけるのであれば、本日九月二十五日から三ヶ月間、家賃の不足分については免除し、同居することを許可します。その間にお金を貯めて、十二月二十五日までにこの家から出ていってください」

「……はい」

　私は仏頂面で同意する。

　肩に頭を乗せられて、甘えるような仕し草ぐさをされた時には、迂う闊かつにも可愛いと思ってしまったが、やっぱりムカつく。しかも、期日がクリスマスっていうのも、なんだか皮肉なものだ。

「家賃は一ヶ月十六万円としますので、払えない十二万円の分、労働をしていただきます」

　私は「お待ちください！」とすかさず声をあげた。

「思ったんですけど、ひとりで借りるのであれば十六万円かもしれませんが、奏さんと一緒に暮らすのであれば、ひとり頭八万円だと思います」

「私は大家なので、頭数には入りません」

　奏さんは再び、メガネを人差し指でクイッと上げる。

「ええ!?　何、その屁理屈！」

　抗議の目を向けて反論すると、メガネの奥の瞳がギラリと光る。

「格安価格です。嫌なら出ていってもらってもかまいませんが？」

「わ……わかりました……」

　脅しに屈し、私はトーンダウンする。

「炊事、洗濯、掃除、その他一切の家事は、藤田さんが担当してください」

　どうせひとり暮らしでも家事をするのだから、同じことだ。

　料理の腕にはそれなりに自信があるし、ひとり分増えたことでたいした手間でもない。それで今支払っている四万円の家賃だけで、いさせてもらえるのであれば、私にとって悪い話じゃない。

　奏さんもなんだかんだ言って、仕事が忙しいから誰かに身の回りの世話をしてほしいのだろう。お互いメリットを享受し合える関係ってわけだ。

「はい」

　私は同意したものの、「ただし」と言ってつけ加える。

「いくら身体で払うと言っても、セクハラの類は厳禁です」

　奏さんは私の頭からつま先まで視線を巡らせて、フンと鼻で笑う。

「絶対にない、とお約束できるので安心してください」

　そこまで自信満々に言われるのもなんだか癪しゃくに障るのだから、女心って複雑だ。

「私からも一点」

　奏さんは、まっすぐに私を見据える。

「藤田さんとは、これから一緒に仕事をしていくことになります」

　奏さんは私が担当するプロジェクトのコンサルタントだ。これから会社でも、否いやが応でも顔を合わせることになるだろう。

「同居のことは歩以外には、口外しないでください。絶対に、です」

「それについては私も大賛成です」

　私は何度も頷く。特に桜井の耳に入り、あらぬ誤解をされるのは絶対に避けたい。

　奏さんと私の意見が、初めてスムーズに一致した気がする。

　奏さんはパソコンのワード画面を起動させると、話し合った結果を高速でタイピングしていき、契約書を作成する。セクハラの件も『ボディタッチや過度なスキンシップは、契約違反とする。違反した者は、五万円以下の罰金に処せられる』と明記してくれた。

　これでひと安心だ。

　書面をプリントアウトすると、お互いに押印した。

「共有名義人である歩の印鑑も、月曜日にもらってきてください」

「かしこまりました」

　奏さんは右手を差し出す。

「これからよろしくお願いします、藤田さん」

「こちらこそ、よろしくお願いします、奏さん」

　私はその大きな手を、力強く握り返す。

　九月二十五日、午前四時。

　こうして、私と奏さんの一風変わった契約が成立したのだった。




「メガネも考えたわね」

　歩は渋い顔をして腕を組む。

　週末に奏さんと賃貸契約がまとまったため、週明け早々、歩に印鑑をもらうために、会社近くのカフェでランチを食べている。

「私としても悪くない条件だと思った。食事の材料費も負担してくれるし」

　確かにメガネはムカつくけれど、ひとまず住む家を確保できたのは、行くアテのない私にとってはありがたい。

　歩はクリームがたっぷり載っかった、なんとかフラペチーノをストローで上品にひと口飲む。

「兄は仕事が忙しくて、家のこともままならないのよ。それで家政婦代わりに紗英を使おうって魂胆じゃない」

「今の私は、たとえ家政婦代わりだとしても、住む家があるってだけで幸せ」

　私は遠い目で窓越しに秋の空を見つめる。自分でも幸せのハードルがかなり下がったと思う。

「で、兄との同居生活は順調なの？」

　歩は小首を傾げて尋ねる。

「そうねぇ……」

　私は遠くを見つめながら、先週末の出来事に思いを馳はせた――。




　二日前の晴れた土曜日の午前中。

　私は縁側で洗濯物を干し、掃除機をかけたあとに、我が社のヒット商品である『お手軽床拭ふきシート』で床を磨いていると、奏さんが姿を現した。

『おはようございます』

『おはよう』

　黒のＶネックＴシャツにデニムをはいた、ラフな格好がなかなか新鮮である。頭に寝ね癖ぐせがついているし。

　奏さんはそのままリビングのソファに、ドサリと腰を下ろす。

『新聞、買ってきて。経済新聞と、そのほか適当に二、三社分』

『は、はい！』

　エプロン姿のまま、近所のコンビニまで新聞を買いにひとっ走りする。

　クソ……完全にパシリじゃないか。

　新聞配達の少年のごとく、新聞を三つ、小脇に抱えながら息を切らして家に戻る。

『買ってきました』

　新聞を献上すると、奏さんは『ご苦労』と言って、スラリと長い指で受け取った。

『……おい』

　掃除に戻ろうとすると、不機嫌な声に呼び止められる。

『これはなんだ？』

　奏さんは目を吊り上げて、三つのうちのひとつ、スポーツ新聞を掲げた。

　その迫力に怯んで、私は押し黙る。

『朝っぱらからこんな物を読むほど、俺がスポーツ好きに見えるか？』

『み、見えなくもないです。それに芸能ゴシップ記事とかも、いろいろ載っているからいいかなぁと思って』

　……私があとで読むのには、と心の中でつけ足す。

　プチ、と血管が切れる音が聞こえたような気がした。

『やり直し！』

　スポーツ新聞を突き返され、再びコンビニまでダッシュすることを余儀なくされる。

『くっそー！　あのメガネェ！』

　エプロン姿で走りながら叫ぶ姿を、通行人から不審な目で見られたのは、言うまでもない。




「まぁまぁ……順調なのかな」

　私は曖昧に言葉を濁にごす。

　歩の兄に召使いのように虐しいたげられているとは、とても言えない。余計心配させるだけだ。

　私はカフェラテをひと口飲む。

「まぁ、今回は紗英の悲惨な状況を考えて契約に同意するけど、さっさとお金を貯めて、あの家を出たほうがいいと思うわ」

　歩はほっそりとした指で、書面に印鑑を押す。

「格安家賃と食費フリーは魅力的かもしれないけど、このまま兄にいいように利用されて、婚期を逃すようなことはないようにね」

　歩はまっすぐに私を見つめる。

「うん、一刻も早くあの家を出られるよう頑張る」

　婚期を逃すどころか、ストレスがたまって病気になりそうだ。私は神妙な面持ちで深く頷いた。




　帰り支度をしていると「藤田さん」と、ゆうぽんに声をかけられる。

「先日お話した例の物です」

　ゆうぽんはギャルブランドの大きな紙袋を差し出してきた。受け取って中身を見てみると、衣類とおぼしき物が何枚か入っていた。

「ええ!?　本当にいいの？」

　私は潤うるんだ瞳で、ゆうぽんを見上げる。

「藤田さんには、いつもお世話になってるんで」

　ゆうぽんはクールに言い放つ。火事で秋冬物が燃えてしまい、着る物に困っているのをぼやいていたら、ゆうぽんが洋服をくれると言ってくれていたのだ。

　最近、彼女は断捨離を決意したらしい。

「ありがとう！　早速、明日着てくるね！」

　私は満面の笑みを浮かべる。




　……とは言ったものの、どうしたものか。

　帰宅してから自室の鏡の前で私は考え込む。ゆうぽんの持ってきてくれた服は、すべて派手だった。ペイズリー柄のミニスカートをはいた自分の姿を鏡で見て、唖然とする。

　超絶似合ってない……しかもウエストきっついし。

　その時、玄関のドアが開く音が聞こえた。奏さんが帰ってきたようだ。いつも帰宅は午前さまで、九時前に帰ってくるのは珍しい。

　私はキツキツのミニスカートを脱ぎ、デニムにはき替え、キッチンへと向かった。

　料理をテーブルに並べていると、Ｔシャツに細身のスウェットに着替えた奏さんが、キッチンに姿を現した。

　今日は鰆さわらの西さい京きょう焼やきと筑ちく前ぜん煮にに、小松菜のおひたし、ご飯、根菜の味み噌そ汁しる。

　奏さんは席に着くと「いただきます」と言って、黙々とご飯を食べ始めた。

　私は夕飯をすでに済ませていたので、向かいに座り、ビールで晩酌をしながらお付き合いする。

　しかし、そこに会話はなくてお通夜のようだ。

「魚、美お味いしいですか？」

　沈黙に耐え切れず、話題を振ってみる。

「普通」

　奏さんは無表情のまま、ひと言しかしゃべらず、会話は終了。

　しかし、私は果敢にもさらに話しかける。

「奏さんの好きな女性のタイプって、どんな人ですか？」

「言うこと聞く女」

　わー、さいてー。ドン引きしてしまう。

「奏さんって、家と仕事中ではずいぶん印象が違いますよね。二重人格かと思いました」

「だからなんだ」

　私は何も言い返せずに、ビールを飲む。

　とりあえず何か話しかければ返してくれるけど、会話を広げる気は全くないみたい。

「そういえば、藤田さん」

　意外にも奏さんが話題を振ってきた。

「来週のミーティングまでに、オンラインサイトのアクセスログを抽出しておいてもらえますか？」

　……なんだ、仕事の話か。

「アクセスログ？」

　私がキョトンとした表情を浮かべると、奏さんの目がにわかに鋭くなる。

「アクセスログとは、いつ、誰が、どれくらい来て、どんなページを、どんな遷移で、どれくらい見て、どうなったか、というウェブサーバー上の記録だ」

「へえー」と感心したように言うと、奏さんにギロリと睨まれた。

「サイトの管理者のくせに、そんなことも知らないのか？」

「私が今の部署に配属されたのは、今期からなんです。それに管理者といっても名ばかりで、仕事の押しつけ合いに負けたうちの部が所管になったってだけですから」

「頭痛がする」

　奏さんは頭を抱えた。

「仕方ないですよ。うちの会社の実態は、営業部隊が経費と権力を握っているんで。まあ、実質収益を出しているのも彼らなので」

　私はてへっと笑う。

「おい！」

　奏さんが不機嫌な声でカットインしてくる。

「十億だぞ？　十億円。それがお前らヘッポコチームに課せられた数字なんだぞ？」

　へ……ヘッポコ？　なんて失礼なの！　あの爽やかな笑顔の裏で、そんな風に思っていたなんて、これは詐欺の領域だ。

　頬を紅潮させて憤慨するが、奏さんはどこ吹く風。澄ました顔で魚を食べている。

「社内でのヒエラルキーはさておき、来週までにアクセスログを用意しとけよ」

「ど、どうやって、そのアクセスログとやらを抽出するのでしょうか」

　私は恐る恐る尋ねる。

「んなもん俺が知るか。上司に聞け、上司に」

　奏さんはビシッと私を箸の先で指す。

「えぇ？　……加藤さん、わかるかな」

　私は眉根を寄せた。

「Ｐ＆Ｃ社にもシステムを統括している部署があるだろ。明日電話して聞いてみればいい」

「……はい」

　クソ……プライベートだけでなく、仕事でもこき使われるとは。

「そのうち、お前の頭を仕事でいっぱいにしてやるよ。男のことなんて考えられないほどにな」

　奏さんは口の端を上げて、ニヤリと不敵な笑みを浮かべた。

　やっぱり、会議室で桜井にアプローチしようとしていたのを聞いてたんだ！

「な、なな、なんのことやらさっぱり」

　私が真っ赤になって否定すると、奏さんはクスリと笑い、何も言わずに再びご飯を食べ始めた。




　四日後の金曜日。

　洗面所でブローした焦こげ茶色のロングヘアに、トリートメントオイルを馴な染じませる。仕上げに、赤みがかったピンクのリップをふっくらとした唇に塗って、鏡に映った自分に、ニコリと微笑みかける。

　うん、今日もなかなかの仕上がり。

　その時、鏡の向こうに起き抜けの奏さんが現れた。

　スウェット姿に寝癖のついた様子は無防備で、不覚にも可愛いと思ってしまった。

「おはようございます」

　思わず、頬が緩む。

「……なんだ、その格好」

　奏さんは私の格好をひと目見るなり、ボソリと呟いた。

　今日はゆうぽんからもらった服の中で、ギリギリ着られると判断した花柄のミニフレアスカートに、黒いニットを合わせている。

「後輩からもらったんです。たまにはこういう感じも可愛いかなあ、と思って」

　てへっと笑うが、奏さんは無言だ。

「へ、変ですか？」

「……なんか痛々しい」

　奏さんはボソリと呟き、同情めいた視線を向けてきた。

　相変わらず失礼だ。しかも、なんだかいたたまれない。

「今日の夕飯はビーフシチューです。冷蔵庫に入れてあるので、レンジで温めてください。パンはテーブルの上に置いてあるので、適当にカットして食べてください」

　無礼な感想はさておき、夕飯について説明しておく。

「今日は遅いのか？」

「はい、同期会なんです」

「へえ、頑張れよ」

　奏さんは、意味深な笑みを浮かべた。

　私は鼻の頭にシワを寄せ「いってきます」と言うと、肩を怒らせて家を出る。癪だけど、私の片想いはどうやら奏さんに気づかれているらしい。




「いいじゃないっすか、藤田さん」

　出社すると、ゆうぽんが早速口を開いた。

「ちょっと若作りかなあ、とも思ったんだけど」

　私は照れてはにかむ。

「いやいや、いいですよ。桜井さんの評判も上々だと思います」

　ゆうぽんが真剣な顔で思いも寄らぬことを口にしたので、顔が熱くなり、まんざらじゃない気分になってきた。

「別に桜井は関係ないんだけど……」

「今日の飲み会もバッチリです」

　ゆうぽんはグッと親指を立てた。

　私の片想いは、後輩にもしっかり気づかれていたようだ。




「遅れましたー」

　急いで仕事を終わらせ、三十分遅れで会社近くの大衆居酒屋に到着すると、すでに十名ほど集まっていた。

「お疲れー、紗英ちゃん」

　同じデータマーケティング部の秋あき山やま 栞しおりに声をかけられたので、彼女の隣に腰を下ろす。

「遅かったじゃないか、藤田」

　はす向かいに座る桜井が、声をかけてくる。

　彼は両隣に、明らかに同期には見えない、平成生まれであろうピチピチした若い女子ふたりをはべらせていた。それは、ご機嫌なはずだ。

「ちょっと仕事が終わらなくて」

　私はニコリと笑顔を向ける。

　それにしても、この女子たち、どこかで見たことがあるような……と思ったら、いつも一階ロビーにいる受付嬢じゃないか。うちの部のむさ苦しい理系男子たちの間でも、可愛いと評判だ。それが桜井と仲良しとはな。

「紗英ちゃん、何か飲む？」

　栞がメニューを差し出してくれた。

　私は大声で店員さんを呼び止め、ビールをひとつ注文する。

「ありがと、栞」

　栞は「どういたしましてー」と言って長い髪を指でときながら、ニコリと微笑んだ。泣きぼくろに、ほんのり下がった目尻が色っぽい。そのうえグラマーだ。

　さすが魔性の女。

　栞は男好きする特有の雰囲気が漂い、上司を転がす手腕もピカイチ。その立ち回りの器用さが鼻につくようで、女子社員の中では自然と浮いてしまっている。

　女性ホルモン少なめな私は、そこまで苦手じゃないけど。

「おい藤田、今日羽瀬は来ないのかよ」

　栞とは反対側の隣に座る森もりが、声をかけてきた。

　彼はゴリラのような顔をしている、バリバリの独身営業マン。同期の中で、栞との二代巨頭である美女の所在が気になるようだ。

「今日は用事があるから来ないって」

「マジかー！」

　森は肩を落とし、あからさまにガッカリする。

「何よ、私だけじゃ不満？」

　片眉を上げて尋ねる。

「いやいや、仲のよいふたりの姿が見られず、ガッカリしただけさ」

　調子のいいことを言って、森はガハハッと笑った。

「羽瀬、来ないの？」

　はす向かいに座った桜井も、歩の名前に反応して会話にカットインしてきた。

　桜井は歩に好意を持ってそうだから、『うん！　今日は同棲してる彼とディナーだって。いいよねえ。心底うらやましい！』……とはなんとなく言いづらく、「用事があるみたい」と当たり障りのない理由を述べてみる。

「なんだ！　羽瀬は男でもできたのか？」

　森がよく通る大きな声で無邪気に尋ねると、桜井も「本当に彼氏ができたのかな？」と食いついてきた。笑ってるけど、その目は真剣だ。

「よくわからない。だけど歩はモテるからね」

　私は、「あははー」と笑ってごまかし、運ばれてきたビールに口をつける。

「羽瀬さんって、秘書室の羽瀬さんですよね」

　桜井の隣に座った人形みたいに可愛らしい若手女子が、小首を傾げて尋ねてくる。

「そうだよ」

　桜井が答えると、「ええー！　ってことは三み十そ路じ!?」と口元に手を当てて、大げさに驚いた。

「見えなーい!!」

　若いギャルたちは声を揃えて言う。

　悪かったな、三十路で。

「そういえば桜井って、今、羽瀬の兄と一緒に仕事してるらしいな」

　森のさりげない言葉に、私の鼓動が大きく跳ねた。話題を避けるため、席を立とうと腰を浮かした瞬間――。

「そうそう！　ウェブサイト関連のプロジェクトで、羽瀬兄がコンサルを担当しているんだ。なあ、藤田！」

　桜井が満面の笑みを浮かべて話を振ってきた。

　に、逃げられない……どうしよう。

「う、うん」

　引きつった笑みを浮かべながら座り直す。

「どんな人なんだ？　羽瀬さんのお兄さんって」

「羽瀬 歩とそっくりなんだ、これがまた！　仕事もできてイケメンで、藤田なんて最初に会った時にポーッとしてたもんなあ」

　桜井はニヤリと含みのある笑みを浮かべながら、私のほうへと視線を向ける。

　だから、それを桜井に冷やかされるのは嫌だ、って言ったのに。勇気を振り絞ったセリフだったけど、全然伝わってなかったみたい。肝心なところは邪魔が入って言えなかったけど。

　私は笑いながら、曖昧な返事をしてはぐらかす。

「私も会ってみたいなぁ。羽瀬さんのお兄さんに」

　栞は人差し指を顎に当てて、上目で桜井に視線を向ける。

　出た！　栞のおねだり！

「今度、羽瀬 歩に頼んで一席設けてもらおう、って話してたんだ。藤田からお願いしてみてくれよ。羽瀬と仲いいだろ？」

　桜井は単純だからすぐに乗せられた。

「その飲み会、私も参加したい」

　栞も微笑みかけてきた。

　ふたりに詰め寄られた私は、「聞いてみる」と口走ってしまったものの……多分、お断りされるだろう。あの兄妹が揃って飲みに行くとは思えない。

「やった！　楽しみ！」

　栞は両手を合わせて可憐な笑みを浮かべる。

　羽瀬兄妹は、その場にいなくても話題の中心なんだな。

　私は苦い気持ちを、ビールと一緒に喉の奥へと流し込んだ。




　一次会はお開きとなり、みんなは居酒屋からゾロゾロと出ていく。

「二次会はカラオケ行くぞー」

　誰かが大きな声で招集をかける。

「藤田はどうする？」

　近くにいた桜井に声をかけられた。

　彼の両サイドをがっつり固めた受付嬢たちが、私にチラリと視線を向けてくる。

　うわ……お肌の張りが半端ない。

　ゆうぽんからもらったスカートをはいて、自分はまだまだイケるんじゃないかと思ってしまったけど、本物の若い子たちを目まの当たりにすると、歴然としたその差に愕がく然ぜんとする。

　きっと、今私がはいている花柄のスカートも、受付嬢たちのほうが何倍も似合うだろう。この子たちと桜井を巡って対等に張り合うなんて、絶対無理。

　闘う前から戦意を喪失してしまった。

「私は疲れたから、帰るね」

「そっか、今週は忙しそうだったもんな」

　私は笑顔を取り繕つくろうと、コックリ頷いた。

「また来週」

　やっぱりね。口先だけでも引き止められることはない。

「お疲れ」

　私は皆に挨拶すると、駅へと向かうべく踵きびすを返す。楽しそうな笑い声が背後から聞こえてきた。

　歩だったら……歩だったら、桜井も引き止めていたのかな。

　そんな卑屈なことを考えてしまいそうになり、慌てて首をブンブンと横に振る。今日はいてきたミニスカートも、なんだか気合が空回りしたみたいで、余計に惨めになった。




　自宅の最寄り駅に到着したのは、午後十時半を過ぎた頃だった。きっと、まだ奏さんは帰っていないだろう。

　最寄り駅から自宅までは徒歩十分ほどの距離にあるが、駅前の商店街を抜けると住宅地になっており、夜はほとんど人ひと気けがない。

　夜道をひとり歩きながら、今日の飲み会を頭の中で反はん芻すうする。

　歩に彼氏ができたのかな、って聞いた時の桜井のあの表情……やっぱり彼は歩が好きなのだろうか。それか、あのピチピチの受付嬢かもしれない。どちらにしても私に勝ち目はなさそうだな……。

　歩きながら、盛大にため息をつく。

　角を曲がったその時だった――。

　突然、後ろから誰かに抱きつかれた。

　ち、痴漢……!?

　声を出そうとすると、口元を塞がれた。羽は交がい締めにされながらも恐怖に駆られて、腕の中でジタバタと暴れる。

　しかし男性の力には敵かなうわけもなく、力づくで押さえつけられた。心臓は胸から飛び出しそうなほど大きく波打ち、嫌悪感から全身が粟立つ。私は渾身の力を込めて、ヒールで痴漢の足を踏みつけた。

「って！」

　痴漢はたまらず声をあげて、私をつかんでいた腕の力が緩んだ。

　その隙すきをついて腕を振りほどくと、私は一目散に駅のほうへ駆けだした。足はもつれて、頭はパニック状態だ。商店街の灯りを目指して必死に走る。

　再び駅に戻った時は、ホッとして涙がこぼれそうだった。後ろを振り返ると、痴漢が追いかけてきている気配はない。

　どうしよう……怖くて家まで帰れない。

　全身がガクガクと震えて、心臓の鼓動も一向に収まらない。

　とりあえず警察署に行こうか……でも、帰ったらまたひとりだ。家の中まで警察につき添ってもらうわけにはいかない。どうしよう……。

　しばらく逡しゅん巡じゅんしたあとに、私は震える指先でスマートフォンの画面をタップする。

　呼び出し音が数回鳴ると、『はい』と無愛想な声が聞こえた。

「ふ、藤田ですー、こんばんはー」

　努めて明るく振る舞ってみるが、電話の向こうは無言だ。

「あ……あの、今どこですか？」

　私は恐る恐る尋ねる。

『会社だけど。何？』

「な、何時くらいに帰ってきますか？」

『……あと一時間くらいしたら、終わると思うけど』

　なぜそんなことを聞くのかと、奏さんは訝っているようだ。

「じゃ、じゃあ！　一緒に帰りませんか!?　私、今奏さんの会社の近くにいるんです。超たまたま！　超偶然！」

　……嘘だけど。

『ひとりで帰る』

　そのひと言で、電話はプツリと切れた。

　私はガックリ肩を落とす。

　いきなり一緒に帰ろうなんて不審に思うに違いない。だけど、今は誰もいないあの家に、ひとりで帰る気にはどうしてもなれない。

　嘘なんかつかずに、素直に本当のことを話せばよかったかな。だけど、あのメガネに『ひとりじゃ怖いので、早く帰ってきてください』なんて甘えたこと、絶対言えない。口が裂さけても。

　奏さんの冷笑する顔が、脳裏に浮かぶ。

　私はガサゴソとバッグから名刺ケースを取り出すと、駅の改札へ向かった。




　五十分後、私は某高層ビルの前に立ち、上を見上げていた。

　赤あか坂さかと六ろっ本ぽん木ぎの中間地点にあるこの小洒落た複合ビルは、下層階が商業施設となっており、上層階がオフィスになっているようだ。このビルに、奏さんの勤めるウェルアンドカンパニーのオフィスが入っている……らしい。

　私はジッと名刺の住所を見つめた。

　突然現れたらストーカーって思われるかな。でもいいや、どうせ嫌われてるし。

　私は再びスマートフォンをタップして、奏さんを呼び出す。

『もしもし』

　相変わらず無愛想な声が聞こえてくる。

「紗英です。お疲れさまです」

『なんの用だ』

　奏さんの声は、明らかに不機嫌そうだ。

　きっと、しつこい女だな、と思っているに違いない。

「私は今、ガーデンシティのサウスタワー前に来ています」

　私はアナウンサーのごとく実況する。

「お仕事は終わりましたか？　奏さん」




　複合ビル前の休憩スペースに置かれたベンチに座り、十五分ほど待っていると、見覚えのある男が姿を現した。

　ヒラヒラと手を振ると、彼はこちらに気がつき、眉間に思い切りシワを寄せた。

「お前、ふざけてるのか？」

　突然押しかけてきた私に、奏さんは大層ご立腹のようだ。

「ごめんなさい」

　しかし、そんな仁王さまみたいな形相ですら、今の私にとってはホッとしてしまう。

「どういうつもりだ？　お前が迎えに来て、俺が喜ぶとでも思ったか？」

「そんなわけないじゃないですか」

　家に帰れば嫌でも顔を合わせるのだから、本来ならわざわざこんなところまで来ようとは思わない。第一、私が押しかけたところで、奏さんが喜ばないのは明白だ。

「じゃあ、何しに来たんだよ」

　奏さんは鋭い目で私を睨みつける。

「ちょっと、家にひとりで帰れない事情がありまして」

「意味がわからない。はっきり言え」

　しどろもどろに答える私に、奏さんはさらにイラ立っている。ここはごまかさず、事情を話したほうがよさそうだ。

「帰宅途中で、ち、痴漢に遭ってしまって……」

　深刻にならないよう気軽な口調で言おうとしたが、先ほどの恐怖が蘇り、どうしても声が震えてしまう。

　予想しなかった回答に、奏さんの顔がピクリと痙けい攣れんする。

「痴漢って……どこで？」

「春日町駅からの帰り道」

　これ以上話すと、こらえているものが我が慢まんできなくなりそうで、私は口を横に結んでうつむいた。

　奏さんは私の隣に腰を下ろして、ブラウンの瞳で顔を覗き込む。

「それで、大丈夫だったのか？」

　いつになく優しい声色に戸と惑まどい、コックリ頷いた。

「ひとりで家に帰る気には、どうしてもなれなくて……」

　笑って見せようかと思ったけど、顔が引きつってうまく表情が作れない。

「悪かったな。その……怖い思いをしたとは知らなくて」

　奏さんは心配そうに眉間にシワを寄せ、不器用な手つきで私の頭を撫でた。

　意外に優しい奏さんの態度に驚きつつも、大きな手のひらから伝わる温もりに、恐ろしい記憶が薄らいでいく。気が緩んだのか、堰せきを切ったように両目から涙がこぼれた。メガネの前で泣くなんて、一生の不覚なのに。

「電話で言ってくれれば、すぐに帰ったのに」

「め、迷惑だと思って……」

「なんだそれ、今さらかよ」

　奏さんは呆れたようにクスリと笑う。

「きっと私は呪われているんです。身の丈に合わない高級なバッグを買ったバチが当たったんです。だから家も燃えたし、痴漢にも遭ったし」

　私は泣きじゃくりながら、一気にまくし立てた。

「そんなこと言ってたら、世の中呪われている人だらけになるだろ」

　奏さんは目元を和らげ、ポケットから折り目のついたブルーのハンカチを取り出し、私の涙を拭ってくれた。

　冷たくて怖い人だと思ってたけど、優しいところもあるんだ。

「それに、紗英は頑張ってるじゃないか」

　不意に、下の名前を呼ばれて鼓動が跳ねる。

　顔を上げた瞬間、通りがかった男性とバチリと目が合った。

「あれ？」と、思わず声をあげてしまう。

　奏さんも振り返って私の視線の先を追うと、そこには幽霊でも見たような顔でこちらを見つめている奏さんの部下、小泉青年の姿があった。

　泣いている私、そしてその涙を拭う奏さん。

　その様子から、ただならぬ状況を感じ取ったらしい。

「また来週、小泉」

　奏さんは平静を装い、お仕事スマイルを浮かべる。

「お疲れさまです。藤田さんもまたミーティングで」

　小泉青年はニコリと微笑みながら一礼すると、颯爽と去っていった。

「マズいですかね」

　突然の出来事に、涙はすっかり引っ込んだ。

「誤解されただろうな」

　だけど、取り繕う術すべはない。事情を説明したところで、今度は同居していることがバレてしまう。あっちを立てればこっちが立たず。

「今はそんなことどうでもいい。気分は落ち着いたか？」

　尋ねられて、私はコックリと頷く。

「じゃ、行くか」

　手を引かれて立ち上がる。

「へ？　どこへ」

「警察」と言って奏さんは、手を握ったまま大通りへと向かう。

　で、でも手なんて繋いで歩いていたら、また誰かに誤解されるんじゃないの？

　戸惑いつつも、指先から伝わってくる人肌の温もりが心地いい。私はその大きな手を、ギュッと握りしめる。

　意外にも、こんな紳士な対応してくれちゃって……ちょっと調子が狂うじゃない。

　私は何も言わず、広い背中のあとについていった。




　その後、警察署に届け出て、最寄り駅からの帰り道。

「あの」

　声をかけると、奏さんはこちらを振り向いた。

「今日はありがとうございました。それと、迷惑かけてごめんなさい」

　私はペコリと頭を下げる。

「そのスカートは今後、使用禁止だな」

　奏さんは咎とがめるように、スッと目を細めた。

「ああ、もう着ません。似合わないし」

　私は肩をすくめる。

「別に、似合わなくもないというか、むしろそれはそれでなかなか……」

　奏さんが何かゴニョゴニョ言ってるけど、よく聞こえない。

「なんですか？」

　聞き返すと、奏さんは答える代わりに、再び私の左手をギュッと握る。

「早く帰ろう、腹が減った」

　私はビックリして、彼の顔を見上げる。

「カモフラージュだ」

　そう言って、奏さんは人差し指でメガネを押し上げた。

「ああ、なんだ。そういうことですか」

　左手が暖かい温もりに包まれて、頬が緩んでしまう。

　ひとりだと恐ろしくて仕方なかったこの道も、ふたりで歩けば怖くない。今日はいつもと違った奏さんの一面を見た気がする。なんだかとっても頼もしい。照れた表情もなかなか可愛いけれど、それは言わぬが花。

　私は指を絡ませて、奏さんの手をギュッと握り返した。今日は散々な一日だったけど、家路につく私の足取りは軽かった。










３．兄を手て懐なずけろ




　週明けの月曜日。

　時計を見ると、すでに午後六時半を過ぎていたので、私はあたふたとデスクの上を片づけ始める。今日は奏さんが早めに帰るらしいので、それまでに夕飯の支度をしないといけない。

「藤田さん」

　声をかけられて振り向くと、隣に座ったゆうぽんが私の様子をジッと眺めていた。

「男できました？」

　そして単刀直入に切り込んできた。

「できてないけど」

「それにしては、最近いそいそと帰っていきますよね」

　……す、鋭い。仕事にも、これくらい観察眼を光らせてくれたらいいんだけど。

「そういえば、藤田さんって家燃えたじゃないっすか」

　私の大惨事をずいぶん気楽に言ってのける。

「今、どこに住んでるんすか？」

　ゆうぽんは探るような目で、私の顔をジッと見つめる。

　……これまた、鋭い。心臓が大きく波打ち、私はギクリと固まった。

「と、友達のところに居候してる」

「男すか？」

「えー女の子だよ」

　嘘だけど。

「ふーん、そうなんですか」と呟き、納得しかねる様子。

「最近楽しそうだから、何かあったのかと思っちゃいました」

「全然楽しくないよ！　神経すり減りそうだよ!!」

　これは本当。

「なんか、いろいろと大変なんすね」

　ムキになって否定する私の迫力に、ゆうぽんはちょっと引いた顔をしていた。




　地下鉄を乗り継ぎ、家の最寄り駅に到着すると、駅のすぐ隣にあるスーパーで買い物を済ませ、赤い自転車で家へと向かう。

　痴漢騒動があった二日後の日曜日、奏さんがママチャリを買ってくれたのだ。

　カゴの部分は籐とうで編まれており、鮮やかな赤に丸いフォルムが可愛くて、ひと目で気に入った。

　三分ほどで家に到着した私は、自転車をガレージにしまい込もうとして――。

「ギャ！」

　奏さんのシルバーの愛車にぶつけてしまった。しかもよく見ると、車のボディにうっすら傷がついていた。

　慌てて指先でごしごし傷跡をこするが、薄くなる気配はない。

　興味がないので車種はよくわからないけど、奏さんの愛車は高そうだ。きっと正直に告白したら怒られるだろう。こんな小さい傷じゃバレないよね。

　私は何事もなかったかのように、自転車を定位置にしまい込んだ。

　家に入って着替えると、慌てて夕飯の支度に取りかかる。

　朝から漬けておいたスペアリブを、フライパンに並べて焼く。つけ合わせは、モッツァレラチーズとトマトのサラダ。香り付けに、庭で栽培しているバジルをあえる。もう一品、あり合わせの野菜でスープを作っておく。

　ご飯が炊き上がった頃に、奏さんが帰ってきた。

「おかえりなさーい」

「ただいま」

　廊下に出てお出迎えの挨拶をすると、奏さんは「はい」と言って、紙袋を渡してきた。

　奏さんが勤めるビルのテナントに入っていた、タルトで有名な洋菓子店の物だ。

「お土産ですか？」

「食後に食べよう」

　抑揚のない声で言うと、奏さんは二階へ上がっていった。

　痴漢騒動の一件以来、私に対する奏さんの態度が少し優しくなった。なんだか距離が縮まったようで嬉しい。




　食後のコーヒーを味わいながら、ケーキの箱を開けると、中身はイチゴとラズベリー、バナナとチョコレート、ラ・フランス、モンブランの四種類のタルトが入っていた。彩りが綺麗で宝石みたい。

「どれにします？」

「紗英が好きなのにすればいい」

「じゃあ」と言って、私がモンブランを取ろうとすると、奏さんの眉がピクリと動く。きっと食べたいのだろう。

「やっぱり、こっちにしよっと」

　私がイチゴとラズベリーを手に取ると、奏さんは「そうか」と言って、微かすかに口元を緩めた。

「美味しいですね」

　なんて言いながら、ふたりで和やかにケーキを食べていると、奏さんが一冊のパンフレットをテーブルの上に置いた。

　よく見ると、『ホームセキュリティサービスご利用のご案内』と表紙に書かれている。

「まさか……」

　私はギョッとして、奏さんに視線を向ける。

「加入しておいた。これで俺が留守の時も安心だな」

　奏さんは、ドヤ顔でニッコリ微笑んだ。




「へえ、ずいぶん大事にされてんのね」

　歩は目を丸くして感心したように言う。

　本日の昼休み。会社近くにある、美味しいと評判の老舗しにせ洋食屋さんで、歩はハンバーグ定食、私はビーフシチューオムライスを食べている。

　先週の痴漢騒動から昨晩のホームセキュリティサービス導入までの経緯を、かいつまんで報告したところだ。

「また変な事件に巻き込まれるのが、嫌なだけじゃない？」

　私は苦笑いを浮かべる。

「どうなんだろう」

　歩はハンバーグを切り分けて、パクリと頬張る。

「理由はなんにせよ、冷血メガネが誰かのためにそこまでするとは進歩したわ」

　歩は感慨深そうに頷いた。

　確かに昨日はお土産にケーキまで買ってきてくれた。少しは私のことを気にかけてくれるようになったのかもしれない。

　私は「あ、そうそう」と言って、この間の同期会で、桜井と栞にお願いされた飲み会の話をする。

「でも嫌だよねえ、奏さんと一緒に飲むなんて」

　私は、オムライスをスプーンで崩しながら言う。

「別にかまわないわよ」

　歩から意外な回答が返ってきたので、「ええ!?」と思わず聞き返す。

「兄が同意すれば、ね？」

「本当!?　ふたりに詰め寄られて困ってたんだ」

　期待してなかったけど、歩から色よい返事がきたので、安あん堵どのため息をつく。

「じゃあ、奏さんに今晩聞いてみる！」

　歩は花のように、ニッコリと微笑みながら頷いた。




　その夜、食事を終えた奏さんは、リビングのソファに座って、くつろいだ様子でテレビを見ていた。

　お腹がいっぱいになり、リラックスしたタイミングを見計らって、私はさりげなく隣に腰を下ろす。

「あの、奏さん」

「何？」

　私に向ける視線も、いつもより鋭くない。どうやら機嫌は悪くないらしい。

「今度、一緒に飲みに行きませんか？」

「いつも一緒に飲んでるじゃないか」

　奏さんはテレビに視線を向けながら、微かに目元を和らげる。

「そういうんじゃなくて、歩と私の同期と一緒に――」

「断る」

　……瞬殺。最後まで言わせてもらえなかった。

「み、皆、歩のお兄さんと飲みたいって言ってるんです」

　奏さんは不愉快そうに、メガネの奥の目をスッと細める。

「どうせ桜井さん辺りが言ってるんだろ。ご機嫌取りに必死だな」

　奏さんにフンと鼻で笑われて、恥ずかしさのあまり、顔がカッと熱くなる。

「そ、そんなんじゃありません」

「紗英のメンツを保つために、見世物になるのはごめんだ。桜井の気を引くために他人をも巻き込もうとするなんて、お前はどれだけ必死なんだ。惨めなもんだな」

　奏さんはせせら笑い、私の申し出をバッサリと切り捨てる。断られる覚悟はしてたものの、こんな言い方するなんてあんまりだ。最近は優しくなったと思ってたのに。

「もう……いいです」

　私は無言のままフラリと立ち上がり、階段を駆け上がる。自室に入ると、中から鍵かぎをかけた。

「性悪メガネめ……」

　そのままベッドに寝そべって、頭から布団を被る。

　悔しいけど、奏さんの言う通り。私は桜井によく思われたくて必死だ。

　こんなアホらしいことをしないと相手の気を引けない時点で、望みがないってわかってるのに。だけど、それをあえて人に言われると、やっぱり傷つく。それにあんな言い方しなくたっていいじゃない。絶対に許さん！

　私は胸に固く決意した。




　翌朝。

　起き抜けの奏さんと、洗面所でバッティングする。

「おはようございます」

「おはよう……あの、紗英」

　奏さんは何かを言いかけたが、私は「いってきます」と言って、逃げるように家を出た。




　夜も夕飯の用意はしたものの、奏さんが帰宅する気配を感じて、コソコソと自室へ戻り、ベッドに入って電気を消す。

　まるで父親を避ける、思春期真っただ中の娘みたい。自分でも大人げないとは思いつつも、冷静になるまでもう少しだけ距離を置きたい。

　しばらくすると、階段を上がってくる足音が聞こえてきて、部屋のドアがノックされた。

「紗英」

　奏さんの声が聞こえたので、慌ててスマートフォンの画面を閉じて頭から布団を被る。もう一度ノックされるが、ジッとして息を殺す。

　無視していると、部屋のドアが開く音がした。

「寝てるのか」

　奏さんはボソリと呟く。

　そして、静かにドアが閉まると、私は暗闇で目を開いた。

　……なんの用件だったんだろう。奏さんが私の部屋まで来るのは初めてだったので、ドキッとしてしまった。

　もしかして、昨日のことを謝りに来たとか……？

　そんな淡い期待をしてみたものの、それはない、とすぐさま思い直す。きっと、また厄介な用事を言いつけに来たに違いない。

　私は小さく欠伸をすると、そのまま眠りに落ちていった。




　避けたところで、結局顔を合わせることになるんだけどね、仕事で。

　あれから三日経った本日は、定例ミーティングの日だ。

　この数日間は、奏さんの姿を見かけることはほとんどなかった。

「お元気そうで、藤田さん」

　奏さんはニッコリ笑顔で嫌味をかます。

「羽瀬さんもお元気そうで」

　私もわざとらしい作り笑顔で返す。

　本日の我が社のメンバーは、私のほかに桜井と、彼の後輩男子、ゆうぽん、山下の五人だ。加藤課長は、いつの間にかフェードアウトしており、これがウェブ改修プロジェクトの選抜メンバーである。

　パソコンにプロジェクターを接続し、資料をスクリーンに映そうとするが、お目当ての資料がなかなか見つからない。

　モタモタしていると、桜井が「貸して」と言って、パスワードとアドレスを打ち込み、あっという間に探し出してくれた。

「あ、ありがとう」

　桜井は答える代わりにニコリと微笑んだ。

　同じパソコンを覗き込んでいたので、顔の距離がいつもより近く、胸が跳ねる。

「藤田さん、始めてよろしいですか？」

　思わぬ接近にうっとりしていると、真顔の奏さんに声をかけられ、今度は恐ろしさでドキッとした。

「あ、どうぞどうぞ」

「では」と言って、奏さんはミーティングを開始する。

「本日は現状のサイトについて、問題点を検討できればと思います」

「顧客より寄せられた資料を用意いたしました」

　桜井にアイコンタクトされ、パワーポイントで作成した資料をスクリーンに映し出す。資料をもとに、現状のサイトの課題について検討していく。

　例のごとく、奏さんは『うちの社員か？』と思うほど、見事な仕切りっぷりだ。

「見づらい、わかりづらい、カートの導線が長い、という意見が結構多いようですね」

　ひと通りの意見を出し合うと、奏さんがザックリまとめる。

「対応策を検討するために、ひとまずログを抽出して、現状の分析をしてみましょう。藤田さん」

　奏さんから不意に名指しされたので、私はピンと背筋を伸ばし「はい！」と返事をする。

「ログの抽出のほうは、どんな感じでしょうか」

「システムへ依頼しています。二週間ほどで、ご用意できるかと」

「二週間!?」

　奏さんの視線が鋭くなると、私の身体は条件反射でビクリと強こわ張ばった。

「やっぱり十日……くらいですかねぇ」

　恐ろしくて、私は曖昧に言葉を濁す。

「では、来週のミーティングまでには、用意しておいてください」

　奏さんは、恐ろしいほどのニッコリ笑顔を向けてきた。

　ねぇ、私、今『十日かかる』って言ったよね？　ちゃんと聞いてた？　来週のミーティングっていったら、一週間しかないじゃない！

　……なんて言えるわけもなく、「調整します」と小さな声で答えてうつむいた。




　緊張の定例ミーティングが終わり、ホッと胸を撫で下ろす。

　納期を短縮するようシステム企画部と調整する、という仕事が増えたのだけど……私はフッと自じ嘲ちょうぎみに笑う。

　奏さんはすぐには帰らず、桜井と何やら話し込んでいるようだ。

　のろのろプロジェクターを片づけていると、「藤田さん」と小泉青年に声をかけられる。

「今日の夜って、一緒にいらっしゃるんですか？」

「は？」

　私はなんのことだかわからずに、首を傾げた。

「あれ、羽瀬から何も聞いてないですか？」

「特には何も……」

　小泉青年は「ふうん」と言って顎に手を当て、何やら思案する。

「すみません、今のは忘れてください。私の勘かん違いでした」

　小泉青年はニコリと笑顔で取り繕う。

「はぁ」

　私は首を傾げながら、腑ふ抜けた返事をする。

　このあとって何かあったんだろうか。私には関係ないけどね。

　小泉青年は何事もなかったように、パソコンを再び片づけ始めた。




　ミーティングのあと、十六階のフロアに戻ろうとすると、廊下で「藤田」と桜井に呼び止められる。

「例の飲みの件って、羽瀬 歩に話してくれた？」

「お兄さんに聞いたら、あいにく暇じゃないって言われた」

　桜井がキョトンとした顔をしたので、「……らしい、歩が」とつけ加える。

「それ本当か？　羽瀬兄って、そんな感じ悪いこと言う人には見えないけどなぁ」

　桜井は単純だから、すっかり外ヅラに騙だまされている。

　怪訝そうに視線を向けられて、私が嘘をついているような感じになってしまった。

「なんか、歩とお兄さんって、ソリが合わなくてあまり仲良くないみたい」

　これは本当。

「そっくりなのに？」

「うん。いっそのこと、直接羽瀬さんを誘ってみたら？　親睦を深める名目で」

　もう私を巻き込まないでね、と暗に言ってみる。

「それいいね」と桜井が無邪気に笑う。彼のこういう素直なところが好ましい。

　私は頷きながら、ニッコリ微笑み返した。




　そして、その日の夜。

　仕事で疲れ果てて眠っていたが、何かが倒れたような大きな物音で目が覚める。

　奏さんが帰ってきたのかな。

　時計を見ると、深夜二時。痴漢の一件があったので少し気味が悪いが、ホームセキュリティサービスがあるから、と気を取り直す。

　布団の中で耳を澄まして様子を窺うかがっていると、人の話し声が聞こえてくる。

「ちょっとー、大丈夫ですかぁ」

　女性の声だ。

　私はベッドから飛び起きると、Ｔシャツの上にニットカーディガンを羽織り、慌てて玄関に向かう。そして、まさかの光景に目を見開き、固まってしまった。

　奏さんがご帰還された……まさかの女連れで。しかも肩なんて抱いて、いやらしい。

「あれ？　羽瀬さんって結婚してたっけ？」

　一緒にいる女性が呆然と立ち尽くす私に気がつき、ギョッとした表情を浮かべる。長いロングヘアをふんわりとゆるく巻き、胸元の開いたラップワンピースを着ている。化粧は少し濃いが、都会的な美人だ。

　奏さんとイチャついていたみたいだけど、この女性は一体誰？　夜中に人の家に来るなんて、非常識にもほどがある。

「嫁じゃありません」

　私はムッとして言い返す。

「じゃあ、彼女？」

「彼女でもありません」

「それじゃ、どなた？」

　女は奏さんの腰に手を回し、訝しげな視線を向けてくる。

　その挑発的な態度が妙に鼻につくが、奏さんには同居のことは口外するなと言われている。

　私は嫁でもない、彼女でもない、妹でもない。

「し、親族の者です！」

　関係性としては格段に弱い。弱すぎる。

　私の回答を聞いて、グラマラス女子はフンと鼻で笑う。

「じゃあ、早く寝たほうがいいんじゃない？　夜よ更ふかしはお肌に悪いから」

　それはお互いさまだろ！と思いつつも、私は何も言い返せない。

　奏さんはというと、女にもたれかかり、酩めい酊てい状態。なんてみっともない。

「ご近所の目もあるし、今日はお引き取りください」

　私は腰に手を当てて、毅き然ぜんとした態度で言い放つ。寝巻き姿ではイマイチ決まってないけどね。

「羽瀬さぁん、どうする？　うち行く？」

　女は奏さんにピッタリ身を寄せる。

　く、くっつきすぎでしょう。されるがままの奏さんにも腹が立ってきた。

「おい、こら！　かなでっ！　しっかりしろ！」

　私が声を張ると、奏さんの身体がピクリと痙攣する。

「紗英……？」

　重そうに頭をゆっくり起こすと、スーツの胸ポケットをガサガサ探り、メガネを取り出してかける。

　グラマラス女子の顔に視線を向けて、「間違えた」とボソッと呟いた。

　奏さんは肩にかけた腕を外して、身体を引き離すと、シューズクローゼットに手をついて寄りかかる。

「羽瀬さん、うちに行きましょうよ」

　女は腕を絡ませようとするが、奏さんは意識を取り戻したのか、「遠慮する」と素っ気なくお断りして、するりとかわす。

　女は奏さんが思うようにならなくなったとわかると、鼻白んだ顔をして手のひらを宙に向けた。

「月曜日は、午前中にマイクロモーターズ社とのミーティングが入ってますから、九時には出社してくださいね」

　仕事の話をしているということは、会社の人なのだろうか。

「じゃあ、お邪魔しました。ご親族の方」

　グラマラス女子は髪をかき上げて、値踏みするように私を一瞥すると、ヒールを鳴らして外へと出ていった。

　私は酔っ払いメガネとふたり、取り残される。

「今日は少々飲みすぎたようだ」

　奏さんはキリッと表情を引きしめるが、そのまま土足で室内に上がってこようとするので、慌てて止めた。

「そうか、靴は脱ぐんだったな」

　奏さんは当たり前のことをもっともらしく言うと、ピカピカに磨かれた革靴を脱いで放り投げた。

　私は散らばった靴を揃えると、酔っ払いメガネのあとを追う。

　奏さんはリビングのソファに、ドサリと座り込んだ。

「紗英、水だ、水」

「まったく、どれだけ飲んだんですか！　この酔っ払い」

　会社の人に送ってもらったにせよ、女性と一緒に帰ってきた時は驚愕した。そのうえイチャついていたしな。

　私は冷蔵庫から五百ミリリットルのペットボトルを取ってきて、奏さんに手渡す。

　彼は一気に水を飲むと、肩で息をついた。

「シャンパン、ワインの赤と白、ウィスキー……」

　聞いているだけで、吐きそうなラインナップだ。そういえば歩もザルだったことを思い出す。

「じゃあ、私はもう寝ますね」

　これ以上、酔っ払いに付き合うのはごめんだ。私はそそくさと自分の部屋に戻ろうとするが――。

「紗英、ちょっと」と言って、奏さんはソファの隣のスペースをポンポン叩く。どうやら『ここに座れ』ということらしい。

　私は思いっ切り眉間にシワを寄せる。酔っ払いの隣に座るとロクな目に合わないことくらい、今までの経験でよくわかっている。

「ネクタイがキツイ。緩めて」

「へ？」

「これも十六万円のうちに入っている」

　……ほらね、やっぱりロクな目に合わない。

「そ、そういうこと強要してくるのって、セクハラに該当しませんか？」

　恨み事を言いつつも、奏さんの隣に腰を下ろす。

　奏さんの目はうつろで、焦点がイマイチ合っていない。いつも毅然とした奏さんの、隙だらけの姿になんだかドキドキしてしまう。

「どこがだ？　一切身体に触れてない。そうやって深読みすること自体、セクハラなんじゃないか？」

　酔っ払っていても口の減らない男だ。素直に甘えてくれれば可愛いのに。まぁ、これはこれで奏さんらしいけど。

「わかりましたよ……」

　固く結ばれたネクタイの結び目を指先でほどいていき、襟元からするりと抜き取る。

　きっちりとめられたＹシャツのボタンを外していくと、奏さんのスラリと伸びた首が覗く。

　ただそれだけなのに、なんだか色っぽい行為のような気がして、胸が高鳴ってしまった。

　奏さんは私の頬にそっと手を添えると、「本物だ」と言って、満足そうに目を細めた。

　なんでそんな嬉しそうな顔してるのよ。勘違いしてしまいそうになるじゃない。

　触れられたところから頬が熱を帯び、心臓は早鐘を打つ。

　目が合うと、奏さんは動揺を見透かしたように、クスリと笑う。はっきり言って悪趣味だ。

　真っ赤になった顔を見られたくなくて、慌てて視線を逸らした。

「……ん？」

　その瞬間、Ｙシャツに赤い汚れがついているのが目に入る。

　私が指先でそっと触れると、奏さんはくすぐったそうに身をよじる。

　それがなんの汚れなのかわからないほど、私もおぼこくない。

「赤いグロスがＹシャツについてますよ」

「え？」

　奏さんはギョッと目を見開くと、慌てて胸元に視線を落とす。

　近くでよく見れば、唇もうっすら紅く色づき、ラメで光っている。何をしていたか一目瞭りょう然ぜん。

「唇にもべったり」

　慌てて手の甲で口元を拭う奏さんを見て、私はなぜかムカムカしてきた。

「酔っ払って、真夜中に女性を連れ込むなんて最低ですね」

「いや、違う。これは事故だ。交通事故」

　奏さんはキッパリ言ってのける。

「私がいるにもかかわらず、ひとつ屋根の下で何しようとしてたんですか！　非常識にもほどがあります！」

　私は眉を吊り上げて怒るが、奏さんはその様子をキョトンとした表情で眺めている。

「紗英はヤキモチを焼いているのか？」

「違うわ！」

　思わずタメ口でツッコんでしまう。

「私だって、無料でここに住んでいるわけじゃありません！　きちんと労働をして家賃を支払っているんです！　見知らぬ人を生活の場に連れ込まれた挙句、安眠を妨害されたんですから、意義を申し立てる権利があります！」

　一気にまくし立てて、肩で大きく息をつく。

「理屈臭いな、お前は」

　奏さんはふう、と小さくため息をつく。

　お前が言うな、お前が！

「逆に私が男を連れ込んだら嫌でしょう？」

「そんな相手いないだろ」

　奏さんは嘲あざ笑う。

　おっしゃる通りなので、言い返す言葉がなく、私は悔しさでプルプル震える。

「ここは俺の家だ。何をしようが勝手だろ？」

「私だって……家賃……」

「家賃なんていらない。嫌なら出てけ」

　奏さんはいかにも面倒臭そうに眉根を寄せ、投げやりな口調で言う。

「最っ低」

　私は吐き捨てるように言うと、軽蔑した目で奏さんを一暼し、リビングを出ていく。自室に戻ると、布団を頭から被った。

　真面目だけが唯一の美点だと思いきや、酔って女を連れ込むってどういうことよ！

　とんだムッツリ・エロメガネだ!!

「ムキー!!」

　無性に腹が立ち、奇声を発してベッドの上をゴロゴロ転げ回る。

　ああ、どうしてこんなにイライラするんだろう……。今晩は眠れそうにない。




　翌朝。

　昨晩はよく眠れなかったうえに、今朝は早く目が覚めてしまって、完全に寝不足だ。

　救われたのは、今日が土曜日だってこと。

　洗濯とトイレ掃除を終わらせて、リビングに掃除機をかけていると、奏さんがのっそり姿を現した。

　麻の白いシャツにネイビーのコットンパンツを合わせていて、爽やかな装いだ。昨日の酔っ払いと同じ人物とは思えない。

「おい」

　不機嫌そうに声をかけられるが、私は聞こえないフリをする。

「掃除機はあとにしろ。頭に響く」

　涼しい顔をしているのは外見だけで、どうやら二日酔いらしい。

　スイッチを『弱』から『強』に切り替えると、掃除機は一層大きなうなり声をあげ、張り切ってゴミを吸い取っていく。ささやかな抵抗だ。

　奏さんは不快さを隠そうともせずに舌打ちすると、キッチンの冷蔵庫を開けてミネラルウォーターを取り出して、勢いよく飲み始めた。彼はそのままペットボトルごと持ってリビングへ移動すると、ドサリとソファに腰を下ろす。

「まだ居座っているとはな。てっきり出ていくのかと思ってたぞ」

　私は掃除機のスイッチを切り、満面の笑みを浮かべて奏さんに向き直る。

「昨日は出すぎたことを言って、すみませんでした」

　急に手のひらを返したような私の態度に、奏さんは目を細め、訝しげな視線を向けてくる。

「奏さんのプライベートについては、今後一切干渉しないようにします。女でも男でも、好きなだけ連れ込んでください」

「男には興味がない」

「あら、そうですか」

　奏さんのツッコミも、笑顔を貼りつけてかわす。

「まあ、いい。だけど、お前が同じことをすれば追い出すからな」

「安心してください。そんな恥知らずなことは、絶対にしませんから」

「おい――」

　奏さんが何か言いかけたが、掃除機のスイッチを再び『強』にしてシャットアウトすると、彼はムッとした表情を浮かべ、口を噤つぐんだ。

　よし、勝った。

　今まで、同居生活をうまくやっていくために、奏さんに歩み寄ろうとしていたのが、間違いだったんだ。奏さんと同居していくために一番大事なことは、『仲良くなること』じゃない。『関わらないこと』だ。そうすれば、心穏やかな生活を送ることができる。

　幸い、平日は生活時間帯が違うし、休日は、彼は部屋にこもって仕事をしているか、ジムに行っているので、あまり顔を合わせることがない。

　この調子でいけば順調にお金も貯まりそうなので、約束の期日である二ヶ月後のクリスマスまでに出ていくメドも立ってきた。

　この同居生活を一刻も早く終わらせたい。絶対に出ていってやるんだから！

　私は胸に固く決意した。




　掃除のあとは庭の手入れをする。六畳一間ほどのスペースには夏の間に伸び切った草花が生おい茂っているため、軍手をはめて抜いていく。

「ふう」

　額にうっすらかいた汗を手の甲で拭う。晴れた秋の空の下、腕を上げ、ググッと伸びをした。深呼吸をすると、ほんのり金きん木もく犀せいの香りがする。

　不意に、玄関のドアが開いて奏さんが姿を現した。大きなバッグを手に持っているので、ジムにでも行くのだろうか。

「お昼はどうします？」

「人と約束があるからいらない」

「わかりました。いってらっしゃい」

　食事を用意しないで済むことと、メガネが外出するというダブルラッキーに頬が緩みそうになったが、ポーカーフェイスを装う。

　玄関を出た奏さんは、庭にズカズカと足を踏み入れ、私のすぐ目の前に立った。

「もしかしたら夕飯もいらないかもしれない。でもランチがつまらなかったらジムに行くから、その時は家で食べる」

　暗に、ランチデートであることを匂わしているのだろうか。その証拠に、奏さんからいつもと違うコロンの匂いがふんわり香る。

「そうですか。家で食べる場合は連絡ください」

　私がピクリと笑顔を引きつらせると、奏さんはニヤリと不敵な笑みを浮かべる。

　なんだか妙に腹立たしい。

「今日も天気がいいことだし、草むしりに精を出したまえ」

　奏さんは私の肩をポンと叩き、愛車のほうへと向かう。

　帰ってくんな！　メガネ！

　その時、車に乗り込もうとした奏さんが、「ああ！」と声をあげた。私が無視してしばらく草むしりを続行していると、「おい、紗英！」と大声で呼びつけられる。

　顔を上げると、奏さんが赤い自転車を車のそばに移動した状態で立っていた。

　マズい……傷のことがバレた？

　私は内心ビクビクしながらも、ポーカーフェイスで奏さんのもとへと向かう。

「これはなんだ!?」

　奏さんは目を吊り上げて、車のボディーにうっすらついた傷を指し示した。

「ああ、なんか傷がついてますね」

　私はわざとらしく目を細め、ボディの傷を凝視する。

　奏さんは、私の顔をジロリと覗き込む。

「お前がつけたんだろ？　見ろ、自転車にも傷がついている」

　見ると、傷のついている高さがピタッと一致していた。

「これでもシラを切るつもりか!?」

　奏さんは鬼刑事のごとく、私に詰め寄る。

「よくわかりません。私がやったのかもしれませんが、気がつきませんでした」

　追いつめられた私は、小学生のような言い逃れをする。

「嘘をついても無駄だ。傷の修理代は請求させてもらうからな」

　奏さんは冷たく言い放つ。

「ええ!?　そんな！　殺生な！」

　私はショックで目を大きく見開いた。

「領収書は藤田で切っておくから」

　そう言い捨てて自転車を奥にしまい、車に乗り込もうとする奏さんの袖を、私は咄とっ嗟さにギュッとつかんで引き止める。

「ごめんなさい、わざとじゃないの」

　私は目を潤ませて、上目遣いで奏さんを見上げる。……いわゆる泣き落としである。

「可愛くない。却下」

「はあぁ!?　何それ！」

　奏さんは私の腕を振り払い、勝ち誇ったようにフフンと笑って車に乗り込んだ。

「帰ってくんなー！」

　私は走り去る車に向かって、大声で叫んだ。




　その晩、深夜になっても奏さんが帰ってくることはなく、私はなぜだか、なかなか寝つけなかった。










４．兄の意外な一面




　週明けの月曜日。

　定時後に歩が彼氏と一緒に行った箱はこ根ね旅行のお土産を、早速十六階に届けに来てくれたので、給湯室で立ち話に花を咲かせる。

「何を考えているんだ！　あのムッツリ・エロメガネ！」

　声を張り上げると、歩が口元に人差し指を当てて、「シッ！」とたしなめる。興奮して周りが見えなくなっていた。

「ご、ごめん。つい」

　バツが悪くなって、私はコホンと小さく咳払いする。

「謝るのはこっちのほうよ。兄が醜態をさらしてごめんなさい」

　歩は小さくため息をつき、「困ったエロメガネねぇ」と小声で呟いた。

「兄は昔から女子に人気があるのよ。ひと癖ある性格は接してみなきゃわからないじゃない？」

　歩は苦笑する。

　整った目鼻立ちに、スラリと背が高い奏さんの姿を思い浮かべる。外見だけで、充分女性を惹ひきつける魅力があるのは否めない。いじめ抜かれている私でも、たまに見とれてしまう時がある。

「確かに本性を知らなかったら、素敵な人だって思うよね」

「長男で大事に育てられてきたから、世間知らずなとこがあってね。たまに変な女に引っかかっちゃうみたい」

　歩は肩をすくめて、小さくため息をつく。

「もう、あいつとは関わらないようにする！　それで、とっとと部屋を借りて家を出る！」

　歩は「そうしなー」と言って、もっともらしく頷くと、私が淹いれた緑茶を立ったままひと口飲む。

　それから、歩が秘書室に戻ると言うので、エレベーターホールまでお見送りする。

　そのうちの一機がタイミングよく到着すると、見覚えのある男性が降りてきた。

「どうもこんにちは、藤田さん」

　奏さんの部下である小泉青年だった。

「ご連絡いただいた覚書の件で、書類をお持ちしました」

　小泉青年は爽やかな笑顔を浮かべる。

「あれっ？　わざわざ申し訳ありません。郵送で結構でしたのに」

「というのは口実で、羽瀬がログデータとその資料をもらってこい、ってうるさくて。定時過ぎに失礼だと思ったのですが、直接伺うかがいました」

　小泉青年は肩をすくめる。

　私は思わず、歩と顔を見合わせた。

　小泉青年は歩の顔を見て、ハッと気づいたようだ。

「失礼ですが、もしかしてこの方は？」

「兄がいつもお世話になっております」

　歩が頭を下げると、黒髪が肩にさらりと落ちる。

「い、いえ。こちらこそ、お世話になっております」

　奏さんの愚ぐ痴ちを言ったのが気まずかったのか、小泉青年は焦って頭を下げる。

「ワガママな人ですけど、愛想をつかさないで面倒見てあげてくださいね」

　歩がニッコリ微笑みかけると、小泉青年は「は、はい！」と元気よく返事をして、ポッと頬を赤く染める。

　歩はよそ行き用の可憐な笑みを浮かべると、折り目正しく一礼する。

「じゃあね、紗英。また明日」

　ストレートの黒髪をなびかせて、歩はエレベーターに乗り込んだ。

　扉が閉まると、小泉青年は、ふぅ、と小さくため息をついた。

「顔はそっくりだけど、あの方は優しそうですね」

「優しいですよ、すごく」

　私と小泉青年は顔を見合わせて苦笑いを浮かべる。小泉青年も、『性格は全く違う』と感じたに違いない。

　私は小泉青年をフロアの打ち合わせスペースへと案内し、ログデータが入ったＵＳＢと資料をデスクから取ってきて、彼に手渡す。

「ありがとうございます。では、お預かりしていた覚書をお戻しします。お手数ですが、受領印をいただいてもよろしいですか？」

　小泉青年は申し訳なさそうに眉根を寄せ、覚書と受領書を差し出してきた。

「もちろん」

　受領書に目を通していると、小泉青年は「そういえば」と言って話を切り出した。

「先週の金曜日、我が社で日本支社開設の二十周年記念パーティーがあったんですよ」

「まぁ、それはおめでとうございます」

　話半分で受領書のチェックを済ませ、サインしようとする。

「てっきり藤田さんも、羽瀬と一緒にいらっしゃるのかと思ってました」

　私はキョトンとして、小泉青年に視線を移す。

「私は御社の社員ではありませんので」

　突然、何を言いだすんだ、この子は。なぜ部外者の私が？　わけがわからない。

「うちは外資なので、パートナーがいる人は相手を連れてくることが多いんですよ」

　小泉青年は私をジッと見つめてくる。彼には以前、奏さんとふたりきりでいるところを見られたので、やはり勘違いされているようだ。

「羽瀬に同伴者がいなかったので、社内の女性たちが取り囲んで、しこたま飲ませてましたよ」

　小泉青年は思い出したようにクスリと笑う。

　金曜日に泥酔して帰宅した奏さんの姿が、頭をよぎる。

　だからあんなに酔っ払っていたのか。

「ほら、普段の羽瀬は隙がないので、お酒の力を借りて近づこうとしたんでしょうね。女同士で、潰つぶし合いのバトルが繰り広げられていました」

　小泉青年は「あれは怖かったな」と、心の声をボソリと漏らす。

　そのバトルを制した猛も者さが、あの晩うちに乗り込んできたグラマラス女子に違いない。彼女の自信たっぷりな微笑みを思い出す。

　なんか納得。強そうだもんな。生物として。

「へえ、大変でしたね」なんて言いながら、あの晩に思いを巡らせ、イラ立っていたのをごまかすように、私は書類に会社名と部署名を記入していく。

「羽瀬さんは、同伴者に誰かを誘う予定だって聞いていたのですが、断られてしまったんですね」

　小泉青年は子犬のようなつぶらな目で、私の顔を覗き込む。

　うん、これはこれで可愛い……けれど、今はそれどころではない。奏さんは誰を誘うつもりだったのだろうか。気になってしまう。

「どうでしょう？　羽瀬さんは、たくさんガールフレンドがいるみたいですから。少なくとも私は誘われませんでした」

　私は平静を装い、受領書にシャチハタをポンとつくと、「どうぞ」と言って小泉青年に渡した。

「断られたわけじゃなく、誘えなかったんですね。意外と奥手なんだなぁ、羽瀬さんって」

　小泉青年はクスリと笑いながら、受け取った受領書とＵＳＢを鞄にゴソゴソとしまい込む。

「今度は寄ってくる女性陣から、守ってあげてくださいね」

「……なんで私が？」

　疑問が口をついて出た。

「藤田さんが一番適任かと思ったので」

「え？」

　な、何を言ってるんだろう。女性には事欠かないであろう奏さんが、ただの同居人である私をパートナーに選ぶはずがないんだけど。

「適任かどうかはともかく、そんなお願いをするなんて、小泉さんは上司思いなんですね」

「まさか！　今週は羽瀬の機嫌が悪くて、大変なんです」

　小泉青年は、眉根を寄せて肩をすくめる。

　不機嫌オーラ全開で、カリカリしながら仕事をこなす奏さんの姿が、脳裏に浮かぶ。

　なるほど。それは大変かもしれない。

　小泉青年は「では、またミーティングで」と言って、爽やかな笑顔で帰っていった。

　今晩は奏さんがいつもより早く、九時過ぎに帰宅したので、久しぶりに晩酌しながら夕飯にお付き合いすることにした。

　ビールを飲みながら、火曜日の夜に奏さんが部屋に来たのを思い出す。

　その日の朝も何か言いたそうにしていたが、口論のあとだったから私は無視した。

　もしかして、あの時パーティーに誘おうとしていた……？

　まさか意地悪メガネが私を同伴者として誘うはずがない、と思いつつも、もしそうだったら……と、ほのかに期待してしまう気持ちと、大人げない態度を取ってしまったことを後悔する気持ちが入り混じる。

「……何か用か？」

　思案しながら、奏さんの様子を見つめていると、彼は怪訝そうに視線を向けてきた。

「別に」と慌てて言って、私は手酌でグラスにビールを継ぎ足す。

　奏さんは少々居心地悪そうに、生しょう姜が焼きを食べる。

「美味しいですか？」

「普通」

「仕事忙しいですか？」

「忙しい」

「ご趣味は？」

　奏さんは少し考えたあとに「……スポーツ観戦」と答える。

「じゃあ、スポーツ新聞、好きじゃないですか」

「読んだことないからわからない」

「私のこと、パーティーに誘おうとしていました？」

　内心ドキドキしながらも、さりげなさを装って、今日、小泉青年に言われたことを本人に確かめてみる。

　思わぬ不意打ちに、奏さんはギョッとした表情で私を見る。

「なぜそれを？」

「いいじゃないですか、なんだって」

　私は奏さんの目をジッと見据える。

「小泉か……」

　ボソリと呟き、奏さんは苦々しい表情を浮かべる。

「あいつが何を言ったかは知らないが、お前を誘うほど女に困ってはいない」

　奏さんはツンと澄ました顔で言う。またその顔の憎らしいこと。

「まさか、自分が誘われるとでも思っていたのか？」

　奏さんは冷笑を浮かべながら言う。

「思ってません。万が一誘われても、絶対行かなかったですし」

　私は顔の筋肉がつりそうになりながらも、かろうじて笑顔を作る。そのまま空あいた缶を両手でグシャリと握り潰し、グラスを持って席を立つ。

　シンクに勢いあまってグラスを置くと、ガシャンと大きな音がした。

　ああ、もう最悪。

　少しでも期待していた自分がバカみたい。そんなはずはないとわかってたはずなのに。浮わついた気持ちを奏さんに見透かされたみたいで、恥ずかしかった。そのうえ、キッパリ否定されるという……。なんだか泣きたい気分になった。




　奏さんとはあの日の一件以来、なんとなく気まずいまま金曜日がきた。

　爆弾低気圧が近づいているらしいので、今日はさっさと仕事を終わらせて、早く帰らなければ……と思っていたのだけど。

　こんな時に限って急に奏さんから仕事の電話が入り、夕方、彼は単独でうちの会社に乗り込んできた。

「お久しぶりです、藤田さん」

「お元気そうで、羽瀬さん」

　奏さんを出迎えに行き、不自然な挨拶を交わす。

　ここのところ家では奏さんを避けて、ほとんど顔を合わせることがなかったので、こうして面と向かって話すのは本当に久しぶりだ。

　奏さんは今日も、仕立てがよいとひと目でわかる、ネイビーのピンストライプのスーツを着こなしている。高そうな腕時計にチラリと目を落とすその横顔は、冷戦中といえど、つい見とれてしまいそうになる。

　寝起きのだらしない格好とは大違いだ。

　十六階の会議室は空いていなかったので、パーテーションで区切られた打ち合わせスペースに案内して、私と加藤課長で対応する。

「先日いただいたデータをもとにログの分析を実施したところ、重大な事実が発覚しました」

　奏さんはテーブルの上で手を組んで、まっすぐにこちらを見据える。

「と、いいますと」

　私と加藤課長は、キョトンとした表情で尋ねる。

「分析するために必要なサーバーのログが詳細まで取得できていません。システムを作り込む段階における設定の問題のようです」

　それは、改修するだけでは解決できる問題ではない、ということだ。

　しばし、三人の間に気まずい沈黙が流れる。その時――。

「失礼します」

　声のほうへ振り向くと、同期の栞が満面の笑みを浮かべて立っていた

「あの、加藤課長、至急のお電話が入ってますぅ」

　栞の声がいつもより一オクターブほど高いのは、気のせいだろうか。

「すみません、少し外します」

　これ幸いと、加藤課長はそそくさと席を立つ。

　逃げたな、と思い、苦々しい気持ちになる。

　去り際に栞が奏さんに、いわくありげな視線をチラリと向ける。どうやらロックオンされたようだ。

　しかし、奏さんはログのことで頭がいっぱいのようで、栞の視線に気づいていない。

　よかった……いや、私が面倒に巻き込まれなくて、って意味でね。

「おい」

　加藤課長たちが立ち去ると、奏さんのメガネの奥の瞳がギラリと光った。

「なんなんだよ、このポンコツシステムは。本当に一部上場企業のサイトか？　他社から十年は後れを取っているぞ」

　仮面を一気に脱ぎ捨てた。

「すみませ……」

　例のごとく恐怖で声が尻すぼみになる。私が悪いわけでもないのに、条件反射で謝ってしまった。

「改修と言っているが、少しくらいいじったところで、ポンコツであることに変わりはなさそうだ。これでは売上高を十倍なんて、達成できるわけがない」

　奏さんはイラ立ったように、長い指でテーブルをコツコツと叩いた。

「作り直す」

「はい？」

　私はキョトンとして首を傾げる。

「ポンコツはぶっ潰して、新しいシステムを作る」

　これは奏さんなりの、ブラックジョークなのかもしれない。いや、絶対そうだ。そうに決まっている。

「無理に決まってるじゃないですか」

　私はあははーと空笑いするが、奏さんは全く笑っていない。

「なぜ無理なんだ？」

　それどころか、子どもが『サンタさんってどこから来るの？』と言うかのごとく、無む垢くな瞳で尋ねてきた。

「だって、そんなお金ありませんよ」

　私が眉根を寄せて言うと、奏さんはフンと鼻で笑って一蹴する。

「こんな大きな会社だったら、システムを作る金くらいはあるだろ」

「会社にお金があっても、このプロジェクトに出すお金はそんなにありませんよ！　無理！　絶対、無理だもん！」

　この男はいきなり何を言いだすんだ。取り乱して途中から素が出てしまった。

「紗英」

　仕事中に名前を呼ばれて、ドキッとしてしまう。

「このプロジェクトは、オンラインショップで売上を上げるだけじゃない」

　奏さんは真しん摯しな眼差しで私を見つめて、子どもをなだめる父親のような優しい口調になる。

「どういう……意味ですか？」

「システムを作り直してログの解析ができれば、顧客情報を集めることだってできるんだぞ？　それには結構な価値がある。紗英がよくわかるよう、追い追い教えてやるからな」

　奏さんは柔らかく口元をほころばせた。

「ほ、本当ですか？」

　私が半信半疑で尋ねると、「もちろんだ」と奏さんは微笑みながら言う。

「だから、予算をむしり取ってこい」

「……え？　どこから？」

　突然の要求に、私はキョトンとしてしまう。

「経営会議にかけて、バーンとかまして経営陣を説得するんだ！」

　奏さんはテーブルに手をついて、瞳を輝かせながら言う。

　もう嫌だ！　ついていけない！　この男は頭がおかしいのではないだろうか。

　経営会議にかける、ということは、社長をはじめとする我が社の役員陣への説明が必要となる。一介のＯＬである私には荷が重すぎる。

「この話はなかったことに」

　加藤課長に言って、担当を変えてもらおう。

　私は資料をかき集めて、慌てて席を立とうとする……が、奏さんに手首をつかまれた。

「そういえば、車の修理代だけどな、正規ディーラーに頼んだら、十万八千円だった」

「は？　嘘でしょ？　高い！」

　思わず声をあげてしまう。

「だけど、この話を成功させたら請求はなし、ということにしよう」

　十万八千円の出費はかなり痛い。

　私の気持ちがグラリと揺れた。

「それに、システムを再構築してログの分析もできれば、ユーザーが買いやすく、使いやすいサイトを作ることができる。」

　奏さんは私の目をジッと見つめる。

「この会社のためでもあるし、何よりお客さまのためになる」

　今まで、ただなんとなく存在していた我が社のオンラインサイトが、人々の生活に役立つものに生まれ変わるってこと？

　目の前の売上のことばかり考えていて、私は実際にサイトを使うお客さままで考えが及んでいなかった。

　一番肝心なことを、まさか奏さんに教えられるとは。しかし、経営陣どころか、上司の加藤課長でさえ説得できるか疑わしい。

　私は鼻の頭にシワを寄せて、「うー……」とうなる。

「でも、奏さんの期待に添える自信がありません」

「大丈夫、俺が全力でサポートする」

　奏さんは私の手をギュッと握り、私をまっすぐ見つめた。誠実そうな瞳がえらく頼もしい。

「じゃ……じゃあ、頑張ってみようかな」

　催眠術にかかったように、私は大胆なことを口走ってみたりする。

「よく言ったな、紗英。一緒に頑張ろう」

　奏さんは花のようにニッコリ微笑んだ。

　そんな笑顔を向けられたことはなかったので、咄嗟に頬が熱くなる。

「早速、現行サイトの仕様書を出せ」

　奏さんは私からサッと手を離すと、突如、態度を急変させた。

「は？」

「仕様書だ。あるだろ」

「しょ、少々お待ちください」

　私は慌てて席を立つ。

　デスクへ戻る途中、そばを通りかかった加藤課長に「藤田」と名前を呼ばれた。

「はい！」

　何よ、この忙しい時に。

「システム障害が発生した。俺はこれから別件の打ち合わせに入るから、羽瀬さんの案件は、サブで青池を入れて話を進めてくれ」

「はい！」

　クソ！　やっぱり逃げたか。

「ゆうぽん！　現行のウェブサイトの仕様書ってどこにあったっけ？　羽瀬さんが見たいって言いだしちゃって」

　デスクに戻ると　早速、隣に座るゆうぽんを巻き込む。

「十五番キャビネットに入っています」

　ゆうぽんがデスクから鍵を取ると、私たちは小走りでキャビネットへと向かう。

　くしくも奏さんの待つ、打ち合わせ用パーテーションのすぐ裏にあった。

　キャビネットの鍵を開けると、仕様書が閉じてあるファイルは一番高い棚に入っていて、背を伸ばしても届かない。仕方なしに近くにあった脚立を広げて、上にのぼる。

　一番上の棚に手が届いたが、パンパンに資料が詰め込まれているため、ファイルがなかなか取り出せない。イラ立って力任せにグイッと引っこ抜くと、周りのファイルや資料まで落っこちてきた。

　ゆうぽんが悲鳴をあげて、腕で頭を庇かばう。

「ごめん！　ゆうぽん！」

　振り向くと重心を崩し、脚立が不安定にグラついた。

「う……あ……」

　なんとかバランスを取って体勢を立て直そうとした瞬間、頭にキングサイズのファイルが落下。脚立とともに、私は呆あっ気けなく床へ倒れ込んだ。

「どうした!?」

　ものすごい音がしたので、何事かと奏さんがパーテーションの裏からひょっこり姿を現した。

「紗英！」

　床に転がっている私と、そこら中に散乱したファイルの数々。

　その無残な状況に奏さんは目をむいて、慌てて私のもとへと駆け寄ってくる。

　こ、こんなところで下の名前で呼ぶのはやめてほしい……。ゆうぽんが不思議そうに私たちを見ているので、何か勘づかれたかもしれない。私は必死で上体を起こそうとするが、ファイルが頭に落下した衝撃でクラリと目眩がする。

「大丈夫か!?」

　奏さんが私の顔を覗き込む。その顔は真っ青だ。

「……た……ぶん」

　なんとか答え、無理やり身体を動かすと、腰に電流のように激痛が走る。

「イッデ！」

　咄嗟に、おじさんのような野太い悲鳴をあげてしまった。

「こ、腰が……腰が……ダメです」

「立てますか？　藤田さん」

　奏さんに尋ねられて、私は力なく首を横に振る。

　動かしただけであの激痛……立てる気なんて全くしない。

「病院に連れていこう。タクシーが来るまでは、医務室で休んでおけばいい」

「で、でもどうやって医務室まで？」

　ゆうぽんが眉根を寄せて尋ねる。

　確か台車が、フロアの隅に置いてあったはずだ。

「だ、だ……」

　朦もう朧ろうとする意識の中、私は声を絞り出す。

「わ、わかった。抱っこか？　抱っこだな」

　奏さんは引きつった顔でコックリ頷いた。

　いや、違う、全然違う。わかっていない。

　私が否定するより早く、奏さんは上着を脱いで、私の上にかける。そして、私の腰と膝裏にそっと腕を回した。

「え、いや、違う！　ちょっと待っ――」

　言い終わる前に、私の身体がふわりと宙に浮く。

「まさかの抱っこ……」

　ゆうぽんが唖然としている。

「おい、ギャル！　医務室はどこだ？　案内しろ」

　奏さんは緊急事態に、すっかり本性が出てしまっている。

「は、はい！」

「行くぞ！」

　奏さんは躊ちゅう躇ちょすることなく、そのままフロアを突っ切っていく。

　〝オフィスで抱っこ〟というあり得ない光景に、すれ違う人が目を丸くしてこちらを振り返る。

　ああ、恥ずかしい……もう会社には来られないかもしれない。

　奏さんはゆうぽんに誘導され、足早にエレベーターへと向かう。

「大丈夫か？」

　エレベーターを待っている間、不意に声をかけられる。

　顔を上げると、奏さんの顔が間近にあった。メガネ越しに、ブラウンの瞳が心配そうに私を見つめる。

　スラリと高い鼻、形の整った薄めの唇。近くで見ると迫力の美形で、思わず目を逸らす。

「大丈夫……です。すみません、ご迷惑をおかけして」

「いや」と言ったきり、奏さんは黙り込む。私がこんな失態を犯したので怒っているのかもしれない。

　スーツからは、ほのかに奏さんのコロンが香る。

　なんだか抱きしめられているみたいで、どうも気まずい。抱っこされているのだから、似たようなものだけど。

　Ｙシャツ越しに身体が密着し、否が応にも固い腕の感触を意識してしまう。

　約四十五キロの私を軽々と抱き上げるなんて、奏さんって意外と力があるんだな。

　私は奏さんの広い胸にそっと寄りかかってみる。柑かん橘きつ系のコロンの香りに包まれると、嘘みたいに安心した。

　天敵なのに、変なの。

　私を抱き上げるその腕に、一瞬力がこもったように感じたのは気のせいだろうか。

　エレベーターが到着し、扉が開く。

「あら、兄さん……と、紗英じゃない」

　不意に声をかけられ、顔を上げると、歩が目を丸くしてこちらを見ている。

「ド……ドッペルゲンガー？」

　ゆうぽんは歩と奏さんを交互に見て、ボソリと呟いた。

　歩と一緒にいるロマンスグレーの男性は、見覚えがある……どころじゃない。我がＰ＆Ｃ社の会長だ。

「このエレベーターはやめて――」

「申し訳ありません。緊急事態です」

　私が止めようとしたにも関わらず、奏さんは怯まずエレベーターに乗り込んでいく。

　ゆうぽんも恐る恐る、あとから乗り込む。

「どうぞ、お気になさらず」

　会長がニコリと微笑むと、奏さんは「申し訳ございません」と言って、頭をペコリと下げる。

「えーと、何がどうしてこうなっているわけ？」

　歩は小首を傾げて尋ねる。

　部外者の兄が同僚を抱っこし、ギャルを引き連れて突然エレベーターへ乗ってきたら、何事かと思うだろう。

「さ……藤田さんが業務中、脚立から落下して腰を強打した。歩けないと言うので、医務室に運んでいる最中だ」

　奏さんは淡々と説明する。

「大丈夫!?　紗英、気をしっかりね」

　歩は心配そうに眉根を寄せると、励ますようにギュッと手を握ってくれた。

「ありがと」

　私は奏さんの腕の中で力なく笑う。

　エレベーターが医務室のある十一階に到着した。

「兄さん、紗英をよろしくね」

　歩が心配そうに顔を曇らせ、声をかけると、〝大丈夫だ〟と言う代わりに、奏さんはコックリ頷いた。

「お騒がせしました」

　そして会長にも、折り目正しく一礼する。

「お大事に、藤田さん」

　会長にまで労いたわられてしまった。しかも名指しで。

　エレベーターを降り、医務室に担ぎ込まれ、固まったままベッドの上で横になる。先ほどゆうぽんがタクシーを手配してくれたので、もうしばらくすれば到着するだろう。

「おい、ギャル。藤田さんの荷物を持ってきておいたほうがいいんじゃないか？」

　奏さんに指示されて、ゆうぽんは素直に十六階へ荷物を取りに行った。

　奏さんは、隅に置いてあったパイプ椅子をベッドのそばに広げて、腰を下ろす。

　しばし、気まずい沈黙がふたりの間に流れる。

「悪かったな……その、俺が急せかしたせいで」

　奏さんは、うつむきがちにボソリと呟く。

　無口になったのは、どうやら責任を感じていたかららしい。

「奏さんは悪くないです。私がドジだっただけで」

「まぁ、それはそうかもしれないが」

　奏さんはさりげなく肯定するが、そこは嘘でも否定してほしい。

「病院には、ひとまずあのギャルにつき添ってもらえ。終わったら連絡しろ」

「はい」

「顔が青いな」

　奏さんは手を伸ばし、私の頬にそっと触れる。

　先ほどのコロンがふわりと香り、心臓が大きく跳ねる。

「ギャルの代わりに、つき添いたいくらいだ」

　茶色い瞳に見つめられると、どうも落ち着かない気分になる。

　ひんやりと冷たい奏さんの指先とは対照的に、私の頬は熱を帯びてくる。

「大丈夫ですよ」

　浮かない顔の奏さんを見て、思わずクスリと笑う。

「藤田さん、タクシーが到着したみたいです」

　ゆうぽんの声が聞こえたので、奏さんは慌てて手を引っ込める。

　カーテンが開くと、私と自分の荷物を持ったゆうぽんが姿を現した。

　気づけば、もう定時の六時を過ぎている。

　私は、会社の裏口まで再び抱っこで奏さんに運ばれて、タクシーの後部座席に乗せてもらった。

「満まん天てん堂どう大学付属病院までお願いします」

　続いて乗り込んだゆうぽんが、タクシーの運転手さんに行き先を告げる。

　奏さんはゆうぽんに気づかれないよう、耳のそばで親指と小指を立てて『電話をしろ』と合図をしてきた。

　すぐにタクシーが発車し、病院まで向かっていると、フロントガラスに大きな雨粒がボタボタと落ちてきた。

「爆弾低気圧が来ているので、今晩は嵐になるそうですよ」

　隣に座ったゆうぽんがボソリと呟いた。




　病院での診断では軽度のぎっくり腰で、一週間程度、安静にしていれば治るとのことだった。

　腰にはがっつりコルセットが巻かれ、ゆうぽんに支えてもらいながら移動する。

　建物から出ると、すでに辺りは薄暗くなっていて、雨足は弱まるどころか一層強くなった気がする。

　私はエントランスの軒下で、バッグからスマートフォンを取り出した。

「もしもし、紗英です。今診察が終わりましたので、これから帰ります」

　言いつけ通りに奏さんに電話すると、居場所を聞かれたので、病院のエントランスにいることを告げて、通話を終える。

「加藤課長ですか？」

　ゆうぽんが尋ねる。

「ううん、今居候している先の同居人。課長にはさっき連絡しておいた」

「ふーん」と言いながら、ゆうぽんは探るような目で私を見てくる。

　タクシーを呼ぼうと、再びスマートフォンの画面をタッチしたその時だった。

　目の前の車寄せに、見覚えのあるシルバーの車が停車する。

　運転席からスラリと背の高い男性が降りてきて、傘も差さずにこちらへ向かって歩いてくる。

「紗英！」

　まさかの奏さんの登場で、ゆうぽんは綺麗に上がった睫まつ毛げをバサバサさせて何度も瞬まばたきする。そして、『どういうことですか？』という目を私に向けてきた。

　それはこっちが聞きたい。どうして奏さんがここにいるんだ……？

　まさかいったん家に車を取りに行き、この辺りでずっと待っていてくれたのだろうか。そう思うと、嬉しい気持ちが込み上げる。

　とにかく車に乗ろうと歩き始めると、奏さんが私の腰に腕を回して、負担がかからないよう支えてくれた。

「あ、ありがとうございます」

　ゆうぽんがドアを開けてくれたので、私は奏さんに寄りかかりながら、ゆっくり後部座席に乗り込み、寝そべった。

「おい、ギャル、送っていくから乗れ」

　奏さんが声をかけると、ゆうぽんは少しためらったあとに、おずおずと助手席に座る。

「家はどこだ？」

「武む蔵さし小こ山やまです」

　ゆうぽんが答えると、奏さんは「通り道だな」と言って、車をゆっくり発進させた。

「……羽瀬さんと藤田さんって、付き合ってたんですか？」

　ゆうぽんは物怖じせず、単刀直入に切り込んできた。

「付き合ってない」

　しかし、奏さんは秒速で否定。

「妹の友達だから、以前から知り合いだっただけだ」

「もしかして、藤田さんの言ってた謎の同居人って……」

　私と奏さんは、肯定も否定もせずに黙り込む。

　ゆうぽんはひとり納得したように頷く。

　他人に興味がないのか、私たちに配慮したのか、おそらく両方の理由で、それ以上踏み込んだ質問をしてくることはなかった。

　途中からゆうぽんに道案内をしてもらい、彼女を自宅まで送り届ける。

「私まで送っていただいて、ありがとうございました。雨が降っていたので助かりました」

　ゆうぽんはペコリと頭を下げる。

「おいギャル、今日のことは――」

　奏さんが何かを言いかけると、「青池です。いい加減覚えてください。羽瀬さん」と、ゆうぽんに言い返される。

「青池……さん、今日のことは」

「誰にも言いません。藤田さんには、お世話になってるんで」

　ゆうぽんはクールに言い放つと「週末はゆっくり休んでくださいね」と言って、車を降りていった。

「多分、ゆうぽんは大丈夫だと思う」

　私は後部座席で横になったまま言う。

「ま、ほかの人にバレるよりマシだったな」

　奏さんは肩をすくめると、車を発進させた。

　家に到着すると、奏さんに寄りかかりながら、自分の部屋までゆっくり移動する。

　身体が密着しすぎ！とか余計なことを考える余裕なんて全くなくて、ただただ部屋まで辿り着くことに意識を集中させる。いつの間にか額に汗が滲にじんでいた。

　階段を上がり、部屋のドアを開ける。

　奏さんは部屋に入っていいものかと一瞬迷っていたようだけど、今となってはどうでもいい。たとえ部屋が散らかっていたとしても……。

「汚い部屋だな」

　奏さんはボソリと呟く。本当に余計なお世話だ。

　奏さんの手を借りてベッドによじのぼり、ゴロリと横たわった。

　スカートがめくれ上がり、お行儀が悪いけど気にとめる余裕はない。

「着替えたらどうだ。服がシワになるぞ」

　奏さんはだらしのない私の姿に、眉根を寄せた。

「ごめんなさい。今日は夕飯の用意ができそうもありません」

　チラリと見上げると、奏さんはベッドに腰を下ろす。

　午後七時を過ぎ、窓の外はすっかり暗くなっていた。

「夕飯のことは心配するな。明日は土曜日だし、ゆっくり休め」

　奏さんはうっすら微笑みながら、大きな手でそっと頭を撫でてくれる。

　その優しい仕草に、私も頬を緩ませた。










５．兄との思わぬ接近




　部屋のドアがノックされて、目が覚める。置き時計に目をやると午後八時。

　どうやらベッドの上に横になっていたら、そのまま眠ってしまったようだ。

『どうぞ』と言う前にドアが開き、奏さんがトレイを持って、部屋に入ってきた。

「夕飯の支度ができた」

　ドヤ顔で言われたものだから、「え？」と聞き返してしまった。

　……料理できるんだ。

　奏さんはベッドのそばにあるガラステーブルの上に、音をたてずにトレイを置く。

　運ばれてきた土鍋から、食欲をそそる美味しそうな香りがふんわりと漂ってくる。

　私は奏さんに手を借りて、ゆっくり身体を起こした。

「大丈夫か？」

　奏さんはベッド際から身を乗り出して、心配そうに私の顔を覗き込む。

「大丈夫ですけど……あの、顔が近いです」

　不意打ちの接近に、私は思わず頬を赤く染める。

　私が遠慮がちにツッコむと、奏さんはハッとして「言っておくが、セクハラではないからな」と告げて、私から離れた。

　身体を起こすだけでも一大事だ。恐るべし……ぎっくり腰。

　奏さんが土鍋の蓋を開けると、中身は玉たま子ご粥がゆだった。しかもご丁寧に、三つ葉まで散らされている。

「この土鍋はスーパーで買ってきたんだ。お粥を入れるのにうってつけだろ？」

　奏さんは得意げに言う。

　この大雨の中、わざわざスーパーへ買いに行ってくれたなんて。それに、今日は病院にまで迎えに来てくれちゃって……。

　彼の思いがけない優しさに、胸がジンとしてしまった。

「あの奏さん、早く帰ってきてしまって、お仕事は大丈夫だったのですか？」

　私は恐る恐る尋ねる。

「大丈夫だ。俺には優秀な部下の小泉がいるからな。仮病を使い、すべて丸投げしてきた」

　……小泉青年に同情する。

　奏さんはレンゲでお粥をすくい、息を吹きかけて冷ますと、手を添えて私の口元に持ってくる。

「はい」

　反射的に口を開けると、食べさせてくれた。

「どうだ？」

　奏さんは反応が気になるのか、私の顔をジッと見つめる。

「うん。塩加減もちょうどよくて、美味しいです」

　私が笑みを浮かべると、奏さんは「よかった」と言って、新妻のようにはにかむ。

「……って、自分で食べられますって」

　私は呆れた口調で言う

「何言ってんだ。お粥を作って食べさせてあげるのが、看病のセオリーだろ？」

　そんな話は初めて聞いた。

「もう充分看病してもらっているので、大丈夫です」

　しかし、奏さんは口を横一文字に結び、納得してない様子だ。

「紗英、看病といえど、俺はちゃんとやりたいんだ」

　奏さんは真剣な眼差しで私を見つめる。

「……わかりました。じゃあ、お願いします」

　私が根こん負まけすると、「任せておけ！」と清すが々すがしい口調で言われ、なんだか心が温まる。

　結局、奏さんは私が完食するまで、張り切って食べさせてくれたのだった。




　午後十時。

　ベッドに横になったものの、中途半端な時間に睡眠を取ってしまったせいか、なかなか寝つけない。

　諦めて電気をつけ、本を読んでいると、窓に雨粒が叩きつける音が聞こえてきた。爆弾低気圧が本領を発揮してきたようだ。

　時折、突風が吹きつけるたびに、家がギシギシと悲鳴をあげる。ピカリと空が光り、ゴロゴロと雷の音まで聞こえてきた。

　古い家だから屋根とか吹っ飛んだりしないかと、不安に駆られる。体調が悪い時というのは、いつもより弱気になってしまうようだ。

　だって、今の私は起き上がることすらままならないのだから。

　スマートフォンで、ゆうぽんと歩にお礼と報告のメールを送っていると、とてつもなく大きな雷鳴がとどろき、身体がビクリと跳ねる。

　その瞬間、パツンという乾いた音がして、真っ暗になった。

　て、停電……？

　窓の外も真っ暗で、灯りが見えない。辺り一帯、電気の供給が止まってしまったようだ。しばらく様子を窺ってみたものの、電気が復旧する気配はない。

　真っ暗闇の中、雷が鳴り響くのはやはり気味が悪い。なんかジェイソンとかが出てきそう……。振り返ったら斧を持ってる男が立ってたらどうしよう。

　稲光で浮き上がる、不気味な仮面をつけた男を妄想した瞬間、いても立ってもいられなくなった。

　腰の痛みで「ギャ！」とか「ギョエッ！」とか、およそ可愛くない悲鳴をあげつつ、スマートフォンのぼんやりした灯りを頼りに、ベッドからヨロヨロと抜け出す。懐中電灯がどこにあるのかわからないので、ひとまず家主であるメガネを呼びに行くことにした。

　隣の部屋のドアをノックするが、反応はない。何度かノックしてみるけど、うんともすんとも言わない。

　もう眠ってしまっているのだろうか。それとも、この嵐の中、外出していたらどうしよう。

「し……失礼します」

　私はドアをゆっくり開ける。

　実は奏さんの部屋に入るのは、これが初めてだ。掃除は自分ですると言われているし、洗濯物はいつも畳たたんだあと、まとめてカゴに入れて、部屋の前に置いている。

　真っ暗でよくわからないが、私の部屋よりも造りは広そうだ。

　雷がゴロゴロと鳴る中、スマートフォンで足元を照らしながら、恐る恐る部屋の奥へと進む。

　左一面はクローゼットになっており、右側の窓際に、おぼろげながらベッドのような物体が見える。

　私がものすごい猫背のまま、すり足という妖怪じみた動きでそちらへと移動すると、爆睡している奏さんがいた。

「奏さん！　起きてください！」

　スマートフォンで顔面を照らすと、奏さんは眩しそうに眉根を寄せて、うっすらと瞼を上げる。

「さ……え？」

「紗英です！　だから起きてください」

「……夜よ這ばいか？」

「んなわけあるか！」

　私はズッコケそうになる。

「あの、雷で停電になってしまったみたいです。懐中電灯を貸していただけませんか!?」

「知らない」

「どうすればいいんですか!?　真っ暗だし！　雷、めちゃくちゃ鳴ってるし！　恐ろしくて正気じゃいられません！」

　空は私の主張を援護するかのごとく、ゴロゴロ鳴っている。

「なんか、うるさいな……」

　奏さんは面倒臭そうに言うと、私の腕をグイッと引っ張る。

　私は腰に圧をかけないよう、されるがまま奏さんの布団の中へと引きずり込まれた。

「これで怖くないし、寒くない」

　奏さんは抱き枕のように、長い腕で後ろから私を抱きすくめる。

「えーとですね……」

　これはこれで……怖い。女として。

　しかし、突然のことに動揺しているうえ、腰も痛いので、私はジッと固ってしまった。

「柔らかい」

　奏さんは私の頭に頬ずりする。

　お、犯される!!

「奏さん！　エロいことしたら、エライ目に遭いますからね！」

　ダジャレのように釘を刺すものの、反応はない。

　身をよじって様子を見ると、奏さんは目をつぶって石像のように動かない。

　嘘でしょ……まさかの寝落ち？

　だけどこのベッド、なんだかすごく寝心地がいい。硬すぎず柔らかすぎず、絶妙な柔らかさでスプリングの軋みも全く感じない。マットに身体が沈み込んでいくみたい。腰への負担もだいぶ軽減されている。

　奏さんはすでに深い眠りに入っているようで、規則正しい寝息が聞こえてくる。

　腰に回された手と背中から、体温がじんわりと伝わってきて温かい。雷がいくらゴロゴロ鳴っても、雨がジャンジャカ降っても、風がビュービュー吹いても、私は温もりの中にいる。

　……なんだろう、この絶対的な安心感。誰かと一緒に眠るのなんて、どれくらいぶりだろう。すぐには思い出せないほど遥か遠い昔で、こういう感覚を忘れていた。

　なんだか幸せな気分になった私は、クワッと大きく欠伸をすると、遠くでとどろく雷鳴を聞きながら、ゆるゆると眠りに落ちていった。




　翌朝。

　顔に光が降り注ぎ、眩しくて目が覚める。寝返りをうとうとして腰に激痛が走り、一気に覚醒した。そういえば、昨日ぎっくり腰になったことを思い出す。

　目だけでギョロリと辺りを見回すと、すぐ近くに奏さんの寝顔があり、つい悲鳴をあげそうになった。

　そういえば、成り行きで一緒に寝たんだった。

　ゆっくりと奏さんのほうへと身体を向ける。

　いつもメガネをかけているので気づかなかったけど、睫毛が長い。形のよい唇から、寝息が微かにこぼれている。

　綺麗な寝顔……ピクリとも動かず、人形みたい。

　いつも取り澄ましている奏さんが、こんなに無防備に眠る姿を見られるなんて、なんだか特別な気がしてしまう。その茶色い髪に指先でそっと触れてみると、ふんわりとしていて柔らかい。一緒に住んでいる私だけの秘密の姿。

　奏さんの貴重なオフショットをいつでも愛めでることができるよう、近くにあったスマートフォンで、写真を撮ってみる。

　途端、想像以上に大きなシャッター音が鳴り、心臓が飛び出そうになる。

　奏さんは音に反応したのか、瞼がピクリと動いた。

　マズい！　盗撮がバレたら、ドン引きされる!!

　慌ててスマートフォンを枕の下に突っ込んで、目をつぶり、寝たフリを決め込む。

　もぞもぞと布団が動いたので、どうやらお目覚めのようだ。

「おっつ！」

　奏さんは短く声をあげた。

　きっと、私が隣にいたから驚いたに違いない。

　私はそのまま、たぬき寝入りを続ける。

　奏さんは「なんで……」と言いかけて、布団をめくる。間違いを犯していないか、チェックしているのだろうか。

　怒り任せに起こされるかと思っていたが、意外にも奏さんは不気味な沈黙を保っている。目を閉じて様子を窺っていると、指先で私の髪をさらりとといた。

　え……？

　思いがけない行動に、ドキッとする。

　奏さんが近づいてくる気配がして、次の瞬間、唇にふんわりと柔らかい物が触れた。

　これって、まさか……？

　その瞬間、心臓が大きく跳ね、早鐘のように鳴り始める。あまりにドキドキとうるさいから、奏さんに聞こえるんじゃないかと冷や冷やしてしまう。

　私は唇を離すことも目を開けることもできず、されるがまま。唇から全身にじんわりと熱が伝わり、顔まで熱くなってくる。

　赤くなっていたらどうしよう。起きていることに気づかれる。

　唇から頬を柔らかな感触が這っていくと、身体の芯がゾクリとした。額へと回ったその感触が名残惜しむようにゆっくり離れると、優しい手つきで頭を撫でられる。

「起きてんだろ、たぬき女」

　奏さんは耳元で囁いた。

「ぐう」

　私は激しく動揺しながらも、あくまで寝たフリを決め込む。

　クスリと笑う声が聞こえ、奏さんはベッドから抜け出した。クローゼットを開け、着替えている音がする。

　それでも私は、しばらく目を開けることができなかった。




「おい、起きろ。紗英」

　奏さんに、二度寝から強制的に起こされる。寝たフリを決め込んで、本当に寝てしまったようだ。というか、そもそも私は本当に起きていたのだろうか。今朝の出来事は、夢だったのかもしれない。そのわりには感触がリアルだったけど。

　私は腰を庇いながら、ゆっくり上半身を起こす。

　奏さんの手を借りながら、階段を下りてダイニングへと向かう。

　すでに朝食の支度ができていた。

　といっても、近所のベーカリーで買ってきたパンだけど。

　クロワッサンにかじりついていると、奏さんがコーヒーが入ったマグカップをテーブルの上に置き、そのまま向かいに腰を下ろした。

「今朝はなんで俺の部屋にいた？」

　バゲットのサンドウィッチを頬張りながら、奏さんが尋ねる。

　今朝の出来事が頭をよぎり、ドキッとする。

「よ、よく言いますね。手負いの私を引き込んでおいて、覚えていないんですか？」

　私はフンと鼻を鳴らしてコーヒーを飲むと、昨晩の経緯をかいつまんで話す。

　奏さんは目を大きく見開き、信じられない、といった顔をしている。

「それにしても、あのベッド、すっごく寝心地よくないですか？　こう身体が沈み込んでいくような感じでした」

　今朝の出来事に話が及ぶ前に、私は慌てて話題を変える。

「ほう」と言って奏さんの目がキラリと光る。

「超高級ホテルにも納入されている、サイモンズ社のマットレスを使用してる。世界最高水準の快眠を得ることができただろ」

　奏さんは能書きを並べ、得意げにフフンと笑う。

「確かに。腰の調子も心なしかよくなった気がします」

「今晩も一緒に寝るか？」

　奏さんは私にチラリと意味深な視線を向けてくる。

　ふと、先ほどの柔らかな感触がリアルに蘇り、顔が一気に熱くなった。

「い、いや！　遠慮しておきます！」

「冗談だよ」

　慌てる私を見て、奏さんは口の片端を上げ、不敵な笑みを浮かべた。

　心の内を見透かされているようで、どうも落ち着かない。

　こっそりスマートフォンの写真をチェックすると、奏さんの無防備な寝顔がバッチリ写っている。

　今朝起きたことはやっぱり夢じゃなかったみたい。奏さんは一体どういうつもりでキスなんてしたんだろう。アメリカ帰りだから、挨拶代わりのキスだったのだろうか。

　しかし、朝っぱらから挨拶でキスする習慣なんて聞いたことない、と即座に思い直す。

　不可解な奏さんの行動に、私は翻ほん弄ろうされるばかり。柔らかな唇の感触を思い出すと、照れ臭くて、いても立ってもいられない。……だけど、嫌ではなかった。いや、むしろなかなかよかった。

　そう思ったのは、私だけの秘密。




　そして翌週の月曜日。

　私は、社内でお姫様抱っこされてしまった恥ずかしさを抱えながら、出社した。

「金曜日はご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした」

　私は腰にコルセットを巻いた状態で、ぎこちなくお辞じ儀ぎする。

「もう出社して大丈夫なのかー？」

　加藤課長は、人のよさそうな笑みを浮かべた。

「はい。早く出社して仕事がしたくてたまりませんでした」

　そうしないと、週末の間に奏さんから徹底的に仕込まれたことを忘れちゃうからね。

「どうした藤田！　腰と一緒に頭も打ったのか？」

　加藤課長は、本気で心配しているようだ。彼は天然であるがゆえ、たまに悪びれなく失礼なことを言う。

　私は笑顔でニッコリかわした。

「早速ですが、ウェブサイト改修についてお話があります。午後二時頃からミーティングをしたいのですが、お時間よろしいですか？　プロジェクトメンバーには私のほうから声をかけておきます」

「よろしいですが」

　仕事に燃えている様子の私を見て、加藤課長はキョトンとしていた。

「藤田さん、大丈夫ですか？」

　デスクに座ると、ゆうぽんが心配そうな表情で声をかけてくる。

「うん、なんとか。金曜日はどうもありがとう」

「問題ないっす」

　ゆうぽんはクールに言う。

　今日は珍しく、白いニットにベージュのスキニーパンツという、落ち着いた装いだ。靴はシルバーでピカピカ光っているけど。

「本当さ、健康を害すると人間弱気になるもんだね。なんだか彼氏が欲しくなっちゃった」

　パソコンの電源ボタンを押すと、小さくうなりながら画面が浮かび上がる。

「それは同居人の方と、お付き合いするということですか？」

　デスクに突っ伏しそうになった。

「な、なんでそこで奏さんが出てくるの？」

　すぐさま、声を潜めてツッコむ。

「だって、素敵じゃないですか」

　ゆうぽんはキッパリ言い放った。

「ええ!?　そうかなあ？　家では威張ってるし、細かいし、理屈臭いよ!?」

「まあ、確かに偉そうですよね」

　金曜日、散々指示されていたゆうぽんは、身をもって知ったようだ。

「でも、あんな風に人目もはばからず助けてくれるなんて、ちょっとうらやましかったっす」

　いつもクールなゆうぽんが、そんな乙女なことを言うなんて意外だ。

「それに病院に車でお迎えに来てくれて。あんなに大事にされたら藤田さんも惚れてしまいませんか？　〝紗英〟なんて名前で呼ばれちゃって」

「ほ、惚れないですねえ！　残念ながら！」

　冷やかされて照れているのをごまかすように、ムキになって言い返す。

　すると、ゆうぽんはフッと鼻で笑った。

「どれだけ理想が高いんすか？　そんなんじゃ、絶対彼氏できませんね」

「違う！　そうじゃないの！」

　確かに一連の件で、奏さんには大変お世話になった。

　献身的に看病してもらい、意外な優しさに触れてときめいちゃったことも否定できない。そのうえ、キスなんてされちゃったもんだから、うっかり淡い恋心すら抱きそうになった。

　しかし、メガネはそんなに甘くはなかった――。
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「紗英」

　朝食後、ソファでくつろぐ私に、奏さんが微笑みながら声をかける。

　ぎっくり腰になってから、奏さんが献身的に尽してくれるものだから、気分がいい。

「このあと、休むなら俺のベッドを使うか？」

「え……？」

　思わぬ申し出に、警戒の視線を向ける。

「俺は持ち帰った仕事があるから、ベッドは使わない。それに同じ部屋にいれば、何かあった時にすぐに対応できるだろ」

　確かにその通りかもしれない。そんな風に思っていてくれたなんて、邪推したことが申し訳ない。

「じゃあ、お言葉に甘えていいですか？」

「もちろんだよ、紗英」

　奏さんは、花のようにニッコリ微笑んだ。




　奏さんのベッドの上で上半身を起こして、スマートフォンを眺める。

　昨日は暗くてよく見えなかったけど、奏さんの部屋はモノトーンのインテリアで統一されていて、整然としている。六畳一間の私の部屋よりもひと回り広く、壁際にある大きなデスクには、ノート型パソコンと数冊の書籍が積まれていた。

　窓辺には、ゆったりとした黒いレザーのひとり掛けソファが置かれていて、窓からは明るい日が差し込んでいる。きっと奏さんは、ここで優雅に読書でもしているのだろう。

　散らかり放題の私の部屋とは、大違いだ。

「腰への負担はどうだ？　紗英」

「なかなかいい感じです」

　奏さんは「そうだ」と言って、ソファの上に置かれたクッションを手に取る。

　ベッドのフレームと背中の間にクッションを差し込んでくれた。

「こっちのほうが楽だろ？」

「はい、ありがとうございます」

　奏さんの気遣いが嬉しくて、私はへラリと頬を緩ませた。

　奏さんは、「それと」と言ってクローゼットから、なぜかアイロン台を取ってくる。

　キョトンとして眺めていると、私の足をまたぐようにして、アイロン台をベッドの上に置いた。

「ちょっとふかふかしているが、簡易的なデスクにはなるだろ」

「はぁ？」

　何がしたいのかよくわからず、首を傾げる。

　奏さんはパンパンに膨らんだ会社用バッグから、ノートパソコンと書籍、クリアファイルに入った書類をいくつか取り出した。そして、ニコニコしながらアイロン台の上にパソコンを置き、その脇に書籍と書類を積み上げていく。

「あの……これは……？」

「マーケティングにおけるプロモーションの基本を、一から勉強しましょう！　藤田さん！」

　奏さんはビジネススマイルで、ニッコリと微笑む。

「いや……でもほら、私、腰やっちゃいましたし」

「だけど頭は健康でしょう？」

　反論できずに私は押し黙る。

「どこにも出かけられないし、家事もできないのだから勉強するいい機会です。ほら、よく言うでしょ？　ピンチをチャンスに変えるって」

　いや、むしろ今の私にとっては勉強もピンチでしかない。

「月曜日までに、加藤課長をうならせるような資料を作成できるよう頑張りましょう！　私が全力でサポートします！」

　奏さんは誠実そうな笑みを浮かべ、私の肩に手を乗せる。

「は……い」

　腰が痛くて逃げることもできないので、奏さんの無茶苦茶な提案に従うことしかできない。これって看病という名の監禁だ……と思った。
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　そんなわけで、月曜日の午後――。

「きちんと分析をして、ユーザーが買いやすく、わかりやすいサイトにしなければ、収益拡大は困難です。そのためには、ウェブサイトの改修ではなく、再構築の必要があると思われます」

　プロジェクトのメンバーを会議室に集め、私はドヤ顔で言い放つ。

　加藤課長は感心したように、目を丸くして頷いている。

　桜井が資料に目を落としたまま言う。

「再構築の必要性はよくわかった。だけど、相当な費用がかかるんじゃないか？」

「まぁ、数千万はくだらないですね」

　さりげなく答えると、「数千万!?」と桜井は目を白黒させる。

「そんな金ないだろ？」

「会社にはあるでしょ？」

　私が即座に切り返すと、桜井は思いっ切り眉根を寄せる。

　きっと『この女、頭がイカれてるんじゃないか？』と思っているに違いない。

　最初奏さんに言われた時、私もそう思った。

「はっきり言って、我が社のオンラインサイトは遅れています。競合他社に対抗していくためには、集客のための戦略的プロモーションを実施していくべきです」

「でもさ、どうやって予算を取りに行くんだよ」

　桜井が肩をすくめて言う。

「加藤課長、上を説得してください。そして経営会議にかけてください」

　言った、言っちゃったよ。

　会議室はシンと静まり返る。

　次の瞬間、桜井は声をあげて笑った。

　周囲のメンバーは、気でも狂ったかとでも言うように、キョトンとしている。夢みたいなことを言ってバカだと思ったのだろうか。

「それ、面白そうだな。作ってみたい。藤田が提案したウェブサイト」

　桜井はニヤリと笑みを浮かべる。

「部長を説得して、経営会議の議事に載せることはできませんか？　加藤課長」

　加藤課長は「うーん」とうなり、顎に手を当てて考え込む。

「確かにこの資料はよくできているな」

　そりゃそうだ。構想案をまとめた資料の下書きを作成したのは、奏さんなんだもの。

　私が何度作っても納得がいかなかったようで、最後にはプリプリ怒りながら自分でプレゼン資料を作成していた。

「やってみるか？　藤田よ」

　Ａ３用紙のプレゼン資料を指ではじき、加藤課長は呑のん気きな口調で言う。

「経営会議にかけるには、部長とグループ担当の承認が必要だな。とりあえず今週の部長会で、藤田がプレゼンできるよう、話をつけておくよ」

　部長会とは、各部署の部長たちが集まる会議のことだ。部長陣の説得は自分たちでやれ、ということか。

「ありがとうございます」

　私はニヤリと笑みを浮かべる。

　加藤課長の説得はひとまずクリアした。心の中でガッツポーズを作る。




「藤田！」

　打ち合わせが終わり、会議室を出ていこうとすると、桜井に呼び止められた。

「どうしたんだよ、急に方針を転換させるなんて大きく出たな。こんな資料まで用意して」

　桜井が目をキラキラと輝かせているので、私はだらしなく頬を緩ませる。

「前々から他社のサイトと比較したりして、いろいろ考えてたんだ」

　私は白々しく嘘をつく。

「もし実現できたら、我が社の一大事業になるかもしれないな」

　桜井は肩をすくめた。

「もしも、じゃなくて実現するんだよ。これからの時代、商品を売るのは営業だけじゃないから。一緒に頑張りましょう」

　私は奏さんを真似て自信に満ちた顔で言うと、ニコリと微笑んだ。

「そうだな。実現させよう」

　桜井が私の肩をポンと叩く。

　今まで私に向けられることがなかった光が、その瞳に宿っていると感じたのは、気のせいだろうか。




　そして、その三日後。

　今日は奏さんが珍しく早く帰ってきたので、ふたりで揃って夕飯を食べる。

「それで、明日の会議で部長たちを説得すんのか」

　奏さんは大根とイカの煮物をつまみながら言う。

「そーなんですよー」

　加藤課長はミーティングの翌日には、部長会で私が発表できるよう、話をつけてくれた。一見のんびり屋さんだけど、意外と仕事は早い。

「ある程度、加藤課長のほうから、上へ根回ししておいてくれるみたいですけど」

　私はご飯をひと口食べて、小さくため息をつく。

「軽くプレゼンの練習もしておくか。あとで俺の部屋に来い」

　私は「はい」と言って、頷いた。




　食事を終え、お風呂から上がったあと、奏さんに呼び出されて彼の部屋へと向かう。

　すっかりお馴染みとなった、事務所のようなシンプルな部屋。

　奏さんはギシリとベッドに腰かける。彼はお風呂上がりで、濡れた髪とＶネックのＴシャツから覗く鎖骨がなんとも艶なまめかしい。

　目が合うと、抱きしめられた感覚がフラッシュバックして、ドキッとしてしまう。

「じゃあ、プレゼンしてみせて」

　奏さんは、ほんのりウェーブがかった髪をかき上げて、資料に目を通す。その仕草が妙に色っぽい。

「紗英？」

　見とれていると、奏さんが上目でチラリと視線を向けてくる。

「あ、あの、スーツを着てもらえませんか？」

「は？」

　私がおかしなお願いをしたものだから、奏さんは怪訝そうな表情を浮かべた。

『お風呂上がりのあなたは、無駄に色気があるので集中できません』

　……なんて言ったら完全に変態なので、「きっと臨場感が出ると思うんです」と苦し紛れに伝えてみる。

「どうした？　紗英。やる気だな」

　しかし、奏さんは素直に受け止めて、嬉しそうにニコニコしている。クローゼットからスーツを取り出すと、上だけ羽織ってくれた。

　スウェットにスーツははっきり言って変な格好だけど、よし、これで大丈夫。

「オンラインサイトの改修案件につきまして、経過報告をいたします」

　私は手元の資料を読み上げていく。

「おいおい」

　しかし、即座にカットイン。

「そんなもん資料に書いてあるんだから、見りゃわかるだろう？　部長だって忙しいんだ。お前のヘッタクソな音読を聞いている暇はない！」

　奏さんからすかさずご指摘が入る。

「要点だけ、かいつまんで説明しろよ！　それで資料に載せられなかった部分については口頭で補足！」

「わ、わかってますよ」

　奏さんがヘンテコリンな格好をしているので、私は強気に言い返してみる。

「じゃあ、そうすれば？」

　奏さんは凄みのある口調で言って、ギロリと睨みつけてきた。

「やり直し！」

「は、はい！」

　こうして奏さんとの特訓は、深夜にまで及んだのだった。




　翌日の昼休み。

　本日は午後から部長会の発表があるので、歩と社食でランチを食べる。

「ふぁあ……」

　たぬきそばを啜すすっていると、思わず欠伸が出た。

「あら、ヤダ。寝不足？」

「昨日の夜は、奏さんが眠らせてくれなくって」

　私がため息をついて愚痴ると、歩は化け物でも見たようにギョッと目を見張る。

「どうなってんのよ、あんたたち」

　どうやら歩は違う意味で捉えてしまったらしい。

「違うって。奏さんの部屋でプレゼンの練習してたの。明け方まで」

　歩は「なんだ」と言って、ホッとしたように表情を緩ませた。

「しかし、兄は紗英にずいぶんとご執心ね」

　歩は感心したように言うと、美しい箸使いで焼き魚をほぐし、ひと口食べる。

「まあ、ある意味そうかもね」

　私は自嘲ぎみに笑う。

　だって、私は奏さんがこのプロジェクトを成功させるための、大事なマリオネットだから。

　怪我をした時に献身的に介護してくれたのも、そのためかもしれない。仕事の指導に熱が入るのも納得だ。

「兄の独りよがりな愛情を一心に受けて、紗英も大変でしょ」

　歩が変なことを言うもんだから、気管に七味が入ってむせてしまう。

「そ、そんなんじゃないよ」

　咳込んで、目に涙を浮かべながら否定する。

「そうかしら？　部屋にまで招き入れるなんて尋常じゃないわよ。私ですら足を踏み入れたことがない禁断の地ですもの」

　歩がギュッと眉根を寄せる。

「へぇ、そうなんだ？」

　私は首を傾げながら言う。

「でも、歩が思ってるようなことじゃないよ。奏さんにはデートする相手がいるみたいだし」

　ここ数週間、奏さんが深夜まで帰ってこなかった日が度々あったことを思い出し、胸がチクリと痛む。私はまさかの感覚にハッとする。

　奏さんが誰とデートしようと、関係ないじゃない。

「そりゃ独身だもん。兄はモテるから、デート相手くらいはいるでしょ。結婚前提、とか深い関係じゃないとは思うけど」

　歩が言った言葉が、私のお腹にズシリと響く。私はムッツリ黙り込み、たぬきそばを箸でかき混ぜる。

　そういえば女を家に連れ込もうとしたこともあったっけ。あんな真面目くさった顔して、実は女の人と遊び歩いているなんて嫌だな、すごく。

　デートしている女性とキスどころか、それ以上のこともしているかもしれない。だって大人だから。

　奏さんの無防備な寝顔をほかの誰かも知っているかと思うと、胸の中に濃い霧のようなもやもやした思いが立ち込める。

　一緒に住んでいる私だけが、知っている秘密だと思っていたのに……。

　ムキになってたぬきそばをかき混ぜ続けると、揚げ玉が汁を吸ってなんだかグロテスクだ。食べる気がすっかり失せた。




　食事が終わると、トイレで歯を磨き、そのあとに滅多にしない化粧直しをする。

　今日は午後から部長会の発表だからな。

　鏡を見ながらパタパタとパウダーをはたき、リップを塗ぬり直していく。ビューラーで睫毛を上げて、仕上げにふんわりチークを載せた。久しぶりに巻いた髪もいい感じ。今日の仕上がりは上々だ。

　デスクへ戻ると、すでに桜井が来ていた。

　桜井も広報宣伝部の担当者として、一緒に部長会へ出てくれることになっている。

「ごめん、遅くなっちゃった」

「大丈夫」

　桜井はニコリと笑みを浮かべる。

　ああ、この笑顔。やっぱり癒いやされる。

「じゃあ、部長会前に軽く打ち合わせしとくか」

　私たちは空いている打ち合わせスペースに向かい合って座り、発表のための最終確認をする。

　ふと視線を上げると、桜井と目がバチリと合った。

「今日はいつもより、ちゃんとメイクしてるじゃん」

　大きな瞳が、私の顔をジッと見据える。

「部長会だから」

「いいじゃん。いつもそうやって、きちんとメイクしてたらいいのに」

　桜井は恥ずかしげもなく言ってのけると、ニッコリ笑った。

　……こっちが赤くなってしまう。

「今は関係ないでしょ」

　なんて口では素っ気ないことを言っているけど、心の中ではガッツポーズを作る。

　明日からは、きちんとお化粧してこよう。

　私は心の中でこっそり誓うのであった。




　その後、部長の面々がズラリと並ぶ会議室に足を踏み入れる。

　気難しそうなおじさまたちだけど、ぜーんぜんへっちゃらだ。だってもっと怖い人の前で散々練習してきたから。

　私はここ一番の笑みを浮かべる。

「ウェブサイト改修案件につきまして、報告をいたします」

　暗記するほど何度も繰り返したセリフ。

　私は落ち着いた口調で説明を始めた。




「失礼します」

　発表が終わり、私と桜井はペコリと一礼し、会議室をあとにする。無言のまま廊下を歩き、エレベーターに乗り込む。扉が閉まった瞬間、私たちは顔を見合わせた。

「やったな」

　桜井が満面の笑みを浮かべる。

　私もつられて笑ってしまう。

「早速システム会社に見積もり取ってよね！」

「しっかり値切っとく」

　桜井はいたずらっぽくウィンクした。

　部長会で私たちは叱責された。

『どうしてこんな状態になるまで放っておいたんだ』と。

　どうやら加藤課長がうまく根回ししてくれていて、大体の話は事前に伝わっていたみたい。さすがに予算のことは、結構細かいところまでツッコまれたけど。

　今回再構築にかかる予算については、システムの資産となるため、十年かけて原価償却できると桜井が説得してくれた。

　そのおかげで、部長陣の合意はおおむね得られることができた。

　我が社のオンラインサイトを作り変えるんだ。私たちが。

　なんだか気分がえらく高揚する。仕事でこんなにわくわくしたのは初めてだ。

「これから忙しくなるな」

「当分、デートはお預けだね」

　私が目を細めて冷やかすように言うと、桜井はハハッと笑った。

「そんな相手、いませんけど」

「嘘……」

　桜井は今、フリーってこと？

　私は思わず期待の視線を向けてしまった。

「嘘じゃない。……だから、今度さ――」

　桜井が言いかけたところで、エレベーターのドアが開く。

「おお！　これはこれは藤田さん、お疲れさまです。部長会はいかがでしたか？」

　山下がヒョコヒョコ乗り込んできた。

「うん、上々だったよ！」

　私は満面の笑みを浮かべて、本日の成果を話し始める。桜井が何か言いかけたことなんてすっかり忘れて。




　深夜〇時。

　奏さんが帰ってきたら真っ先に報告したかったのに、彼はまだ帰ってこない。

　私はダイニングの椅子の上で、体育座りをしながらビールを飲む。

　滅多に買わない高級な銘柄の物だ。いつもより張り切って作った夕飯も、冷蔵庫の中にしまってある。

　スマートフォンで連絡しても、何度か呼び出し音が鳴ったあとに、留守番電話に切り替わる。まだしばらくは帰ってきそうにない。

「何をしてるんだ、メガネめ」

　私はもやもやした気持ちを、ビールと一緒に飲み干す。

　目の前には、空き缶をいくつも積み上げて作った、高いタワーができている。

　すっかり酔っ払ってしまった私は、しゃっくりをしながら自分の部屋へと戻り、ベッドに寝そべると、あっという間に意識を失った。

　結局この晩、奏さんが帰ってくることはなかった。










６．兄の秘密




　今日は経営会議の日。

　私は会議室で蒼々たるメンバーを前にビビッていた。役員たちを目の当たりにすると、足がすくむ。

　ぎっくり腰の時、エレベーターで鉢合わせした荻おぎ原はら会長の姿も見受けられ、経営企画会議の独特の雰囲気に、私はすっかり呑のまれていた。

　唯一の救いといえば、議事進行役を会長付きの秘書である歩が務めていることだ。

『地獄に仏』とはこのこと。目が合って微笑みかけられた時は、ホッとした。

　私とは正反対に、桜井は物怖じするどころか、むしろイキイキとしている。

「今回のウェブサイト再構築にあたり、目標を三つに絞りました」

　私の番になり、そのポイントを役員たちに説明していく。

　声が震えそうになるのを営業スマイルでひた隠し、何度も練習したセリフを、自分の言葉として読み上げる。

「ふうん」

　説明が終わると、荻原会長はペンをくるくる回しながら、資料に目を落とす。

　こうして改めて見ると、スラリと通った鼻筋に、柔和な顔をした素敵なロマンスグレーだ。若かりし頃は、女を相当泣かせてきたことだろう。

「四月のリニューアルオープンに向けての目標は、それでいいんじゃない？」

　会長から承認のお言葉をいただき、私は胸を撫で下ろした。これで予算が下りて、プロジェクトを進めることができる。

「でもさ」と荻原会長は言葉を繋ぐ。

「今、藤井くんが説明してくれた目標って、結局すべて他社の後追いだよね？」

　微笑みながらも、荻原会長の瞳がギラリと光った。

　あれ、なんかデジャブ……？　しかも名前間違えてるし。怖くてツッコめないけど。

「そうでしょうか」

　私はへラリと笑ってごまかす。

「せっかく大金かけてシステムを作るなら、他社がやってないサービスも導入してよ」

　そんな思いつきで言われても無理です！　無理、無理!!

　すかさず、心の中でツッコミを入れてしまう。

「確かにその通りですね！　会長！」

　しかし社長が同意する。

「さすが目のつけどころが違いますなぁ！　会長」

　挙句の果てに専務まで。

「会長にご提案いただいた課題については、外部コンサルを交じえて検討いたします！」

　そしてお前もか、桜井。

「うん、よろしくね桜田くん、藤井さん」

　会長は桜井の返答に満足そうな笑みを浮かべる。しかも桜井の名前も間違えてるし。

「では四月のリニューアルオープン後、結果を報告するまでに新規のサービスを検討し、その内容を併せて発表すること。それが本件を承認する条件だ」

　会長はテーブルの上に手を組んで、毅然とした口調で言う。

「承知しました！」

　桜井が元気よく返事をすると、「うむ」と納得したように荻原会長は微笑んだ。




「カンパーイ！」

　皆でグラスをぶつけ合う。

　経営会議の打ち上げ、と称して終業後に会社近くの居酒屋に来ている。メンバーは桜井と歩にゆうぽん、山下、私という不思議なメンツである。

「いやーしかし、今日はうまくいったな！」

　桜井はご機嫌で、美味しそうにビールをグビグビ飲む。

「紗英、見事な発表だったわよ。見ていて涙が出そうになっちゃった」

　歩は私の肩に手を置いて、母のような慈愛に満ちた目で私を見つめる。

「いよいよプロジェクトを本格始動できるぞ」

　桜井が興奮して、山下の腕をべしべし叩くと、「痛いですよぉ」と情けない声を出す。

「だけど課題は山積み。これから忙しくなりそうっすねー」

　ゆうぽんは気だるそうに言うと、長い髪をかき上げた。

「そうねえ」

　歩は、おつまみのだし巻き卵をパクリと食べながら言う。

　桜井が「あれ？」と言って、歩の左手薬指に視線を向けた。

　そこにはダイヤモンドのリングがキラリと光っている。

「羽瀬、結婚するのか？」

　桜井は単刀直入に歩に尋ねる。

　歩は「ああ」と言って、頬をほのかに赤く染めて左手を引っ込めた。

「まだ籍を入れる日は正式には決まってないんだけど、多分……」

「おいおいおい、彼氏がいたことすら聞いてないぞ」

　桜井は冷やかすように言って、ニヤリと笑う。

「そんなこと、わざわざ言いふらさないでしょ！」

　歩は顔を赤らめたまま、唇を尖らせる。

「同期の中でも一、二位を争う美人が人妻になるのは寂しいけど、よかったな！　おめでとう」

　桜井はニッコリ笑いながら、グラスを差し出す。

　歩は「ありがとう」と言って、照れ臭そうに微笑みながら、控えめに乾杯した。

　桜井は明るく振る舞っているけど、歩のことを少なからず想っていたと思う。結婚の話を聞いて、きっとショックを受けているに違いない。

　大丈夫かな……。不安な胸の内を隠すように、私はビールをひと口飲んだ。

　飲み会がお開きになり、帰る方向が同じ私と桜井は、ふたりで地下鉄の駅へと向かう。

「来週あたり羽瀬兄を呼んで、定例会議を開いたほうがよさそうだな」

「そうだね。今後のスケジュールについても、いったん話し合いたいし」

　仕事の話に花を咲かせながら、地下鉄の駅へと繋がる階段を下りていき、改札を抜ける。桜井とは方向は逆だが、駅のホームまでは一緒だ。

「しかし羽瀬が結婚とはね」

　ふと会話が途切れた時に、桜井がボソリと呟く。

「……やっぱり寂しい？」

　桜井の顔を上目で見上げると、バチリと視線が合ってしまった。

　その時、私が乗る神奈川方面行きの電車が、駅のホームに滑り込んでくる。

「藤田もやっぱりいるのか？　付き合ってるヤツとか」

　桜井はジッと私の顔を見つめるが、その瞳は笑っていない。

「私はいないよ、残念ながら」

　まっすぐに見据えられると、なんだか気恥ずかしくて、私はおどけて肩をすくめる。

「だったら、寂しくない」

「へ？」

　電車のドアが開き、一斉に人がホームに降り立つ。

「また来週」

　桜井は微笑みながら手を振る。

「あ、うん。おやすみ」

　手を振り返して電車に乗り込むと、ドアが閉まる。ガタンと揺れて、電車がゆっくり動き始めた。

　さっきのって、どういう意味だったんだろう。聞くタイミングを逃してしまった。

　しばらく電車に揺られていると、スマートフォンが振動する。

　画面をタップして開くと、桜井からＬＩＮＥが届いていた。

『今回のことではいろいろ世話になった。今度ごちそうさせて。できればふたりで』

　私は思わず息を呑む。『紗英』という名前のわりにはイマイチ冴さえない私の運気が、急上昇している気がする。




「ひゃっはー！」

　自宅に到着すると、『ただいま』という代わりに叫び声をあげる。

「おい！　静かにしろよ！」

　不機嫌な顔をした奏さんが、リビングからひょっこり姿を現す。

「こりゃどうも、奏さん。飲みすぎちゃいましたー」

　私は上がりかまちに座り、ハイヒールを脱ぎ捨てる。

「その様子を見ると、会議の結果は聞くまでもないな、酔っ払い」

　私は立ち上がり、えへん、と得意げに胸を張る。

「もうバッチリでした。役員たちのハートをがっつり鷲わしづかみですね！」

　奏さんは茶色い瞳を和らげる。

　私は千鳥足でリビングへ向かい、黒い革張りのソファの上に腰を下ろした。

　奏さんは「ほれ」と言って、ミネラルウォーターの入ったグラスを差し出す。

　よく冷えていて、一気に飲むと、頭がキンと痛んだ。

「私、仕事なんて地味でつらくて、単調でつまらないものだと思ってました。その苦痛に耐えている対価に、お給料をもらっているんだと」

「まあ、大抵そうだな」

　奏さんは私の隣に腰を下ろす。

「だけど、時にはこんな充実感を味わえることもあるんですね」

　会議で承認をもらった時の高揚感を思い出して、ほぅと小さく息をつく。

「そう思うのは、紗英が一生懸命、仕事をしたからだろ」

　そう言って、奏さんは頬を緩めた。

　何よ……性悪メガネのくせに……。

　思いがけず優しい言葉をかけられて、胸がジンとしてしまう。

「まさか本当に数千万円の予算を取ってくるとは思わなかった。よくやった」

　奏さんの大きな手で、くしゃりと頭を撫でられた。

　どうしよう……涙出そう。奏さんに認められたことが、こんなにも嬉しいなんて。

　今回、経営会議で承認を得られたのは、彼のおかげだ。私ひとりでは何もできなかった。

「そ、そういえば！」

　目頭が熱くなったのをごまかすために、話を変える。

「経営会議に通ったので、車の修理代は払いませんから！」

　私は言った。言い切った。ごまかすためとはいえ、あまりにも可愛げがない。ここで素直に、お礼のひとつでも言えたらいいのに。

「なんかズルくないか？　紗英、ご褒美は？」

　奏さんはどこか不満げに口を横に結び、私の目を探るように見つめる。

「なんのことですか？」

　私は首を傾げる。

「今回、資料を作ったのも、発表のアドバイスをしたのも俺だ。しかも完全に勤務時間外となるため、それなりの報酬が発生する。俺は高いぞ」

「私だって勤務時間外労働だったんですから、お互いさまじゃないですか」

　むしろ、あのしごきに耐えたご褒美を、こっちがもらいたいくらいだ。

「お前の社内での評価は上がっただろ？　それが何よりの報酬だ。一方、俺は完全に黒子の役に徹し、なんの評価も得られないうえにタダ働きだ。紗英くらい、俺の働きを正当に評価してくれてもいいんじゃないか？」

　本当に理屈臭い。酔っ払っているので、言い返すのも億おっ劫くうになってくる。

「わかりましたよ。感謝しています」

「わかればいい」

　奏さんはニヤリと不敵に笑う。私が本能的に危険を察し、あとずさると、奏さんはソファの背もたれに長い腕をかけて、距離を縮めてきた。頬に手を添えられると、美しい顔がゆっくり迫ってくる。

　もしかして、またご飯作って、っておねだりされちゃうパターン？

　なぁんて思っているうちに、彼の唇はしっかりと私のそれを捕らえていた。

　その瞬間、胸から心臓が飛び出そうになり、動どう悸きが一気に激しくなる。思いもよらない事態に頭が真っ白になり、私は抵抗することすら忘れてしまう。

　奏さんの唇は温かくて、適度に柔らかい。

　……なんか、気持ちいい。

　ふんわりコロンが香り、私はうっとりしてそっと目を閉じた。

　奏さんは何度か触れ合うだけの短いキスをすると、そっと唇を離す。

　柔らかな感触が名残惜しくて、うっすら目を開くと、鼻先にある茶色い瞳と視線がぶつかった。

「初めてのキスは、アルコールの味だ」

　奏さんはクスリと微笑んだ。

　それってあまりにムードがなさすぎる。

「こ、これは二回目じゃないですか」

　一回目は、事故のような起き抜けのキス。

　つい口を滑らせてしまうと、奏さんがハッと目を見開いたので、私はバツが悪くなって目を逸らす。

「やっぱり起きていたのか、たぬき女」

　奏さんに、ブニッと頬をつねられた。

「これらの行為は、セクハラの類に該当するのではないでしょうか？」

　私は頬をさすりながら、照れ隠しで遺い憾かんの意を申し立てる。

「こんな時でも理屈臭いな。抵抗しないお前も悪い」

　奏さんは鼻白んだように、スッと目を細めた。

「セクハラをしたら、一回五万円の罰金に処せられるとすると、奏さんはすでに十万円分の罰金を私に支払う義務があります」

「俺の年収を残業代込みで時給に換算すると、一時間当たりおよそ一万円だ。そしてお前の発表のために要した時間はゆうに五十時間を超えている。つまりは五十万円分はセクハラする権利がある、ということになる」

「な、なんですか、それ！　変態じゃないですか」

「だから言っただろ？　俺は高いって」

　しかし奏さんは、〝逃がさない〟と言わんばかりに、私の腕をガッチリつかんだ。

　ここでまさかの色仕掛けを強要されるとは。

「奏さんは……その、私にキスしたいんですか？」

　ドキドキしながら尋ねる。

　薄暗いので奏さんには気づかれないと思うが、きっと耳まで真っ赤になっていることだろう。

「権利があるからしてるだけ」

　そう言って奏さんは、指先でゆっくりと私の唇をなぞる。

　身体の芯がゾクリとした。茶色い瞳に捕らわれると、まるで子ウサギのように動けなくなる。

　奏さんはメガネを外すと、テーブルの上にコトリと置いた。そして両手を私の頬に添え、顔をゆっくり近づけると、再び私の唇を塞ぐ。

　しかし、先ほどの触れ合うようなライトなキスとは違い、徐々に深くなっていく。するりと口内に舌が差し入れられて、上顎をなぞられると全身がゾクゾクした。

　私が緊張のあまり、奏さんのＴシャツをギュッと握りしめると、長い腕で抱き寄せられた。

　唇を重ねながらも、奏さんは私の髪に指を絡ませて、優しくといていく。

　これで何度目だろう、奏さんに抱きしめられるのって。

　うっとりしながら、ぼんやりとそんなことを思う。巧みなキスに、私の脳はもうとろけそうだ。ひと息つこうと奏さんが唇を離すと、Ｔシャツを握る手に力がこもった。

「なんて顔してんだよ」

　奏さんは目を細め、少し困ったように笑う。だけどその目には情欲の色が浮かび、唇もテラリと濡れていて、なんとも色っぽい。

　きっと、私もそんな顔をしているに違いない。

「今日はこれくらいにしておこう」

　奏さんは私の頬にキスをする。

　なんだ、もう終わりか……少し残念に思うと、それを見透かしたように「そんな残念がるなって」と言われて動揺する。

「何言ってんのよ、エロメガネ」

　私が真っ赤な顔で悪態をつくと、奏さんはおかしそうに声をあげて笑う。

「ひと晩で使ったらもったいないだろ？　残りの四十五万円分はゆっくりと楽しませてもらうよ」

「今三回したから　三十五万円分じゃないんですか？」

「キス一回で五万円はぼったくりだ。却下」

　私が不満げに口を尖らせると、奏さんは啄ついばむような短いキスをする。

　一日の締めくくりに、思わぬディープインパクト……。

　経営会議の成功も、桜井からのお誘いも、さっきの出来事にすべて上書きされてしまった。

　ああ……今夜も眠れそうにない。




　翌日の土曜日。

　朝、私がリビングの掃除をしていると、寝起きの奏さんが姿を現した。

「お……はようございます」

　昨晩のキスが脳裏に蘇り、第一声が裏返りそうになる。

　あんなことがあったあとに、どの面下げて顔を合わせればいいのか正直わからない。嫌ではなかった。いや、むしろ悪くなかった。いやいや、相当よかった。

　しかしながら、今さら色仕掛けを要求してきた奏さんの心中を計り知ることができず、私は相当動揺している。

「おはよ」

　奏さんはいたって平常心。ひとりで動揺しているのがバカみたい。

「あ、あの！」

　声もおかしなトーンになっている。

　奏さんはソファで新聞を広げながら、億劫そうに視線を向ける。

「昨日は酔っ払っていたので、ちゃんとお礼を言えなくてすみませんでした。今回、経営会議で無事に承認をいただけたのは、奏さんのおかげです。ありがとうございました」

　私はペコリと頭を下げる。

「いいよ、お礼なら昨日充分いただいたから」

　昨晩の情熱的なキスが頭をよぎる。

　私はギャーと叫びながら、床をゴロゴロ転げ回りたい衝動に駆られる。

「ご、ご満足いただいて何よりです」

「こちらこそ」

　奏さんは、ニヤリと含みのある笑みを浮かべた――。




「エロメガネめ……」

　夕方、牛すじカレーを煮込みながら、私はキュッと唇を噛みしめた。

　奏さんに悪態をつきながらも、いい歳して、あれほど動揺してしまった自分はいかがなものかと思う。色恋沙ざ汰たからしばらく遠のいていたことが残念でならない。

　ダメだ……彼氏を作ろう。

　そう、決意した時だった。

　不意に玄関のチャイムが鳴る。

　誰だろう。

　パタパタと小走りで玄関へと向かい、ドアを開けると、ひとりの女性が立っていた。茶色いロングヘアに、透き通るような白い肌。どこか儚げな印象を受ける美女だった。

　彼女は綺麗に澄んだ大きな目を見開き、驚いたように私を見つめている。

「あの、何かご用ですか？」

　あまりに凝視されるもんだから、居心地が悪くなって声をかける。

「すみません」

　女性がハッとして頭を下げると、茶色い髪がさらりと肩に落ちた。

「こちらは羽瀬 奏さんのお宅ではなかったでしょうか？」

　鈴の音ねのような可愛らしい声で尋ねられると、思わず眉がピクリと動く。

　どうやらまた女性の訪問者らしい。よく見れば、儚げな美女は食材のたっぷり入った買い物袋を持っている。夕飯でも作りに来ようと思ったのだろうか。

　彼女の左手薬指には、ダイヤモンドリングがキラリと光っている。歩がはめていた物と同じようなデザインだ。

　ってことは……エ、エンゲージリング!?

　私の視線に気づくと、女性は慌てて右手でリングを覆って隠した。

「ああ、奏さんですね。お待ちください」

　女性は「あの」と何か言いかけたけど、私は気づかないフリをして、家の中に戻る。

　一体どういうこと!?

　頭の中はクエスチョンマークでいっぱいだ。メガネは人知れず婚約してたのだろうか？　確かに近頃、帰りが遅い日が多く、無断で家を空けることもしばしばだった。

　それはあの人と会っていたから？

　私の胸に、再びもやもやした濃い霧のような感情が広がっていく。混乱状態で、奏さんの部屋のドアを勢いよく開ける。

　案の定、奏さんは積み上げられた書籍と、ノートパソコンが置かれたデスクの前に座っていた。

「おい！　いきなり開けんなよ！」

　目を三角にして怒っているけど、私は謝る気なんてさらさらない。

「お客さまです。女性の」

　私がぶっきらぼうに言うと、奏さんは「は？」と言って眉根を寄せる。

「髪の長い儚げな美女です」

　奏さんは思い当たる節があったのか、大きく目を見開き、席を立つ。

　慌てて部屋から出ていったので、私もそのあとを追う。玄関の近くまで来ると、くるりとこちらを振り向いた。

「なんでついてきてんだよ」

　ギラリと私を睨みつけて、〝来んな〟と威嚇している。

「別に。お鍋を火にかけたままだったので、下の階へ戻ってきただけですけど？」

　私は素知らぬ顔でキッチンに戻る。

　バタン、と玄関のドアが閉まった音が聞こえた。

　私はコンロの火を止めて、音をたてないよう小走りで、玄関の扉の前に移動する。外にいるふたりの様子が気になって仕方がない。

　急に現れたあの女性は誰？　そして、ふたりは何を話しているのだろう？

　悪いと思いつつも、私は耳をドアに押しつけ、息を潜めて聞き耳を立てた。

「優ゆ梨り奈な、どうしてうちに？」

　どうやら儚げな美女は優梨奈というらしい。悔しいけど、雰囲気にピッタリの素敵な名前……別に張り合っているわけじゃないけど。

「奏が彼女と住んでるって知らなくて。ごめんなさい」

　いつもなら即座に「彼女じゃない」と否定するところなのに、なぜかメガネは不気味な沈黙を決め込む。

「それ……」と奏さんは呟く。

「ああ、夕飯でも一緒にどうかと思ったんだけど、そんな感じじゃなかったね」

　優梨奈は明るく振る舞うが、それがうら悲しく健気に聞こえる。

「ごめんね。もう、連絡とかしないから。じゃあ」

　言ったあとに、コツコツと足音が聞こえる。

　どうやら優梨奈は帰るらしい。

「待てよ」

　……呼び止めるか、そこで。

「駅まで送る。車の鍵を取ってくるから待ってろ」

　奏さんが言った次の瞬間、ドアがガチャリと開いた。

　ドアに寄りかかって、聞き耳を立てていた私は、そのままベチャッと前に倒れ込む。

　蛙の礫れき死し体たいのように無様な姿だ。

「おい、何をしている」

　頭上から冷たく声をかけられる。

「いや、あの立ち話もなんだから、お茶でもどうかなーって」

　私は慌てて身体を起こし、苦しい言い訳をする。

「ありがとうございます。でも、帰るので大丈夫です」

　優梨奈が「すみませんでした」と言って頭を下げると、茶色いの髪がふわりと揺れる。

「そうでしたか、残念だわ。またの機会に」

　私はホホッと笑ってごまかし、キッチンへと退散した。

　しばらくすると、奏さんの車が走りだす音が聞こえてくる。

　きっと優梨奈を送りに行ったのだろう。前回のグラマラス女子とは違って、どことなく親密な雰囲気をかもしていた。奏さんは今晩、帰ってこないかもしれない。

　トロットロに煮込まれた牛すじカレーを見つめていると、なんだか無性に悲しくなってきた。




　しかし予想に反し、メガネは十分もしないうちに帰ってきた。

　夕飯の準備が整うと、私と奏さんはダイニングのテーブルに向かい合って座る。

「今日は何カレーでしょうか!?」

　私は黙々と食べる奏さんに、無理にテンションを上げて尋ねる。

「……ビーフカレー」

　奏さんはカレーをひと口食べて、ボソリと答える。

「ブッブー！　ハズレー！　牛すじカレーでしたー！」

　いつもなら『牛すじもビーフに含まれんだろ』くらいは言い返してきそうなものだけど、奏さんは無言のままカレーを食べ続ける。やはり、今日の彼は少し様子がおかしい。

　私はカレーを食べながら、奏さんへチラリと視線を向けて様子を窺う。

　不機嫌というよりも、〝心ここにあらず〟という感じだ。

「あの……奏さんって、婚約されていたんですか？」

　先ほどのことに触れないのも不自然なので、さりげなく聞いてみる。

「優梨奈の婚約者は俺じゃない」

　いきなり核心に迫ってしまいそうな回答に、ドキリとする。

　ということは、優梨奈はほかに婚約者がいるのに、奏さんの家まで押しかけてきたってわけ？　大人しそうな顔して、ずいぶんアグレッシブだ。

　だけど奏さんも驚いてはいたものの、むげに扱っている感じではなかった。

『奏』『優梨奈』と呼び合うなんて、ずいぶん親しい間柄であることが窺える。さしずめ優梨奈は元彼女、といったところか。

　先ほどの状況を反芻しながら、私はシャーロックホームズ顔負けの推理を展開していく。

　婚約者がいるのに元彼に連絡してくるなんて、優梨奈はマリッジブルーなのだろうか。私からすれば、結婚できるのにブルーになるなんて、贅ぜい沢たく甚だしいと思う。

　婚約者がいる身の女性と奏さんは会っていた？　家に来ようと思ったくらいだから、結構頻繁だったのかもしれない。確かに、奏さんはここのところ、帰宅が午前さまになる日が度々あったし、先日は外泊して帰ってこなかった。

　その瞬間、頭の中で点と点が繋がった。

「先ほどの女性は、昔付き合ってた方ですか？」

　私は控えめに聞いてみる。

「アメリカに行く前にな」

　……やっぱり。

　その事実を奏さんの口から聞くと、心臓をつかまれたように苦しくなる。

「それはよくないと思いますよ」

　奏さんの目をまっすぐ見据えて言うと、凍りつくほど冷ややかな視線を向けられる。

「余計なお世話だ」

「だけど、食事中に肘ひじをつくのはお行儀悪いです」

　奏さんは「ああ」と言って、肘をテーブルから離す。

　やっぱり。カマをかけたらまんまと引っかかった。

　優梨奈との関係を否定されたと思い、ムキになって言い返す、ってことは奏さんと優梨奈には後ろめたいことがある。

　だからといって、私にそれを咎める権利なんてない。ただの同居人だから。

　……だったらなんでキスなんてするんだ！　エロメガネ!!

　私はカレーを次々と口へ押し込む。頬張りすぎて、私の両頬はパンパンに膨れているけど、こうでもしないと余計なことが口から出てしまいそうになる。

「そんなに腹が減ってたのか？」

　その様子を見て、奏さんは呆れ顔だ。

　誰のせいだと思ってるの！

　私は無視してカレーを食べ続けたのだった。










７．兄に恋をする




　週明けの月曜日。

「婚約者がいるのに元彼に会うってどういう心境なんだろう」

　Ａ４用紙を三つ折りにしながら、私はゆうぽんに尋ねる。

「それ、彼氏もいない私に聞きますか？」

　ゆうぽんは、私が三つ折りにした書面を封筒に入れていく。

　本日はトラブル対応のヘルプに駆り出されて、お詫わび状じょうの発送作業をしている。会議室でゆうぽんと向き合い、黙々と作業していたのだが、集中力が切れてしまった。

「わかんないよね。ホント」

　私は小さくため息をついた。

「まさか……羽瀬さんが？」

　ゆうぽんは、ギョッとした表情を浮かべる。

「そうなのよ。週末に突然、見知らぬ女の人が家に尋ねてきてさ」

　優梨奈の来訪事件を、ゆうぽんに話して聞かせる。

「ああ……羽瀬さんは羽瀬さんでも、お兄さんのほうだったんすか」

　ゆうぽんは肩をすくめる。どうやら、婚約者のいる歩が浮気したと思っていたらしい。まさかの羽瀬さん違いだ。

「品行方正な歩がそんなことするわけないじゃん。不道徳なのは兄のほうだよ」

　思い出してもイライラする。私は眉根をギュッと寄せた。

「つまり……藤田さんのライバルが登場した、ってことすね」

　ゆうぽんの瞳の奥がキラリと光る。

「ライバルって、別に」

　私はフンと鼻で笑う。

　ライバルって……そもそも、私は奏さんのことが好きなわけじゃないし。

　ゆうぽんは「藤田さん」と言って、作業を止める。

「婚約中の女性なんて、彼との未来の生活しか頭にないんですから、普通、昔の男なんかに会いに行きませんよ」

　確かに、女性は本来新しく好きな人ができたら元彼なんて、生きていればいいかなー！くらいの存在になり下がる。

「優梨奈は、羽瀬兄に未練があるんじゃないっすか？　それこそ、今の婚約者を捨ててもいいと思ってるくらい」

　ゆうぽんまで、ちゃっかり優梨奈呼ばわりだ。

「優梨奈はおそらく本気です。ここで自分の気持ちに正直にならないと、羽瀬さんを取られちゃいますよ？」

　ゆうぽんはアイメイクがバッチリ施された目で、私をジッと見つめる。

「取るも取られるも、別に私と奏さんはそんな関係じゃないですし……」

　動揺してなぜか敬語になってしまう。

「こりゃ、絶対取られるな」

　失礼なことをさらりと言ってのけると、ゆうぽんは再び作業を再開させた。




　それから連日、奏さんの帰りは遅かった。

　仕事なのか、優梨奈に会っているのか。それを問いただす勇気もないまま、時間だけが過ぎていく。奏さんとの距離は確実に広がっていくばかりだ。

　今、ふたりは会っているのだろうか……そんな余計なことを妄想してはヤキモキしながら、眠れない日々が続いていく。




　本日は久々のウェブサイト改修、改め再構築プロジェクトのミーティングの日。

　一緒に住んでいるというのに、奏さんの姿をまともに見るのは、かれこれ一週間ぶりくらいだ。

「ウェブサイト再構築について、いろいろと御社内でご調整いただき、ありがとうございました」

「今回は、特に藤田が頑張ってくれたので」

　桜井は私に視線を向ける。私たちは目が合って、照れたようにはにかんだ。

「これから忙しくなるので、皆さんには馬車馬のように働いてもらうことになりそうですね」

　奏さんがニッコリ笑顔で言う。

　桜井は、あははー、と陽気に笑うが、私を含めたほかのメンバーは誰も笑っていなかった。

　桜井だけは冗談だと思っているようだけど、奏さんは本気だ。

「本日は具体的なスケジュールと、その期日までに必要な事項の洗い出しをしていきましょう」

　奏さんが例のごとく仕切っていく。その凛り々りしい姿を眺めながら、私は欠伸を噛み殺した。

　奏さんは昨日も帰りが遅かった。立ち入った話をすることもできず、電話もできず、悶もん々もんとした夜を過ごしたおかげで今日も寝不足だ。

　四月のリニューアルオープンに向けて、業務を分担してプロジェクトを進めていくことになった。

　システム会社との打ち合わせについては、桜井とゆうぽんと桜井の後輩男子が、サイトのデザイン会社を決めるコンペは、私と山下が担当する。

「では、弊社のほうで紹介できるデザイン会社を、何社か事前にピックアップしておきますね」

　小泉青年がニコリと微笑む。

　コンサルタント側もシステム班は奏さん、サイトデザイン班は小泉青年がそれぞれ担当して進めることになった。

　早速二班に分かれて、詳細なスケジュールを話し合っていく。

「一緒に頑張りましょー！　藤田さぁん！」

　バディがまさかの山下とはな。

　その笑顔を見ていると、たまらなく不安になってきた。

「どのようなサイトを作りたいか、大まかなコンセプトを決めたうえで、それぞれの会社にデザイン案を出してもらおうと思うのですが、いかがでしょうか？」

「その進め方でいいと思います」

　小泉青年に尋ねられて、私はコックリ頷いた。

「では来週までに、御社の中でどのようなコンセプトにしたいか、案をまとめていただいて、いったん打ち合わせしましょう」

　小泉青年が爽やかな笑みを浮かべながら言う。紳士的で頼りになり、奏さんよりずっといい。なんてったって優しいし。

　打ち合わせが終わったあと、帰り支度をする小泉青年に、私はスケジュールの確認をしに行く。

「来週の打ち合わせですが、水曜日は研修が入ってたので、木曜日ではいかがでしょうか？」

　小泉青年は手帳をパラパラとめくる。

「はい、大丈夫ですよ」

　小泉青年はニッコリ微笑んだ。やっぱり優しい。

「申し訳ありません、いろいろお忙しいのに」

「いや、担当していた大手クライアントの案件が先月いったん終了したので、ここのところ落ち着いているんですよ」

「ああ、そうなんですか」

「私も羽瀬も暇してるので、ジャンジャン仕事を振っちゃってください！」

　小泉青年は爽やかにニッコリ笑う。

　私も、あははー、と乾いた笑い声をあげた。

　奏さんの帰宅が遅い理由は仕事ではなかった。

『藤田さんのライバルが登場した、ってことすね』

　なぜだか、ゆうぽんのセリフが私の頭をよぎった。




　本日の会議に基づき、リニューアルオープンまでのアクションシートを作成する。

　いつまでに、誰が、何をやる、という詳細が書かれた日程表みたいなものだ。

「藤田さん、私仕事終わりましたけど、手伝うことありますか？」

　ゆうぽんから声をかけられて時計を見ると、すでに午後七時を過ぎていた。

「ありがとう、大丈夫だよ」

「でも、帰って夕飯の支度はしなくていいんですか？」

「うん、多分帰ってこないと思うから」

　ゆうぽんは肩で息をつき、物言いたげにこちらを見ている。なんとなく責められている感じ。

「慌てて用意しても時間の無駄なんだよね。それだったら、少しでも仕事を進めておきたいから」

　自分の言ったセリフが、思いのほか胸に染みる。

　張り切って作った夕飯が、朝起きてキッチンに行った時に、そのままテーブルの上に置いてあった時のガッカリ感。徐々にだけど、ボディブローのように確実にダメージを受ける。

　たまに『今日は仕事で遅くなる』といった内容の素っ気ないメールが届くけど、大抵、私が眠りについたあとだ。

　奏さんは女の人……と、外で美味しいディナーでも食べているのだろうか。

　そう思うと、大きなため息が口をついて出た。

「一回、羽瀬さんと話したほうがいいと思います。余計なお世話ですけど」

「うん、ありがとうね」

「おつかれーす」と言って、ゆうぽんはオフィスをあとにする。ゆうぽんはド派手だし、愛想もないけど、先輩を心配してくれる優しい子だ。

　こんな風に気にかけてくれるだけで、少し救われる気がする。私は再び資料作成に取りかかった。




　作業が一段落し、「ふう」と肩で大きく息をつくと、グウとお腹の虫が鳴る。

　時計に目をやると、すでに夜の九時を過ぎていた。どうりでお腹もすくはずだ。フロアの人影もすでにまばらになっている。

　デスクの片づけをしていると、パソコンに一件のメールが届いた。

　差出人は桜井だった。クリックして開いてみる。

【まだ仕事中？　よかったら、ラーメン食べて帰らない？】




　会社近くのラーメン屋で、私と桜井はカウンターに並んで座る。

「お疲れ」

　桜井はニッコリ笑顔で、瓶ビールをグラスについでくれた。

「ありがと」

　代わって私がお酌しようとすると、「いいよ」と言って、桜井はそのまま手酌でグラスにビールをドクドクと注ぐ。

「はい！　お待ち！」

　おじさんがカウンターに、大盛りのラーメンをドカリと置いた。

　こんな時間に大量の炭水化物と脂を摂取すれば、間違いなく脂肪に直結するだろう。

　私は手をプルプル震わせながら、重量たっぷりのラーメン鉢をテーブルに下ろした。

「藤田、スケジュールまとめてくれてありがとうな」

「ううん、メンバーで認識をいったん合わせておいたほうが、いいかなと思ったんだ」

　私は豚骨こってり系のラーメンを、箸でゴソリとすくって食べる。

　味が濃くて美味しいけど、胃もたれしそうだ。そう思うところが、もう若くはない。

「実は俺、最近お前に嫉しっ妬としている」

　桜井は正面に視線を向けたまま、ボソリと呟いた。

「どういう意味？」

　私は眉根を寄せて聞き返す。

「今回のプロジェクトでは、既存の改修案から大幅な変更を伴う。けど、藤田は画期的なウェブシステムの再構築を提案してさ」

「それは……」

　私が考えたことじゃないんだけどな。

　途中まで言いかけて、ラーメンと一緒に言葉を呑み込む。

「経営会議で役員たちを説得することも、藤田の行動力がなかったら、絶対実現しなかった」

　それも私の案ではない。しかも、車の修理代十万八千円のためにやったこと、って言ったら桜井は呆れるよな。

「俺、この会社に入って、初めて同僚に負けたって思った。しかも女に」

　桜井の整った横顔をチラリと見ると、口元をほころばせてはいるものの、目は笑っていない。

「仕事だもん。勝ち負け、とかじゃないでしょ」

　私は返答に困って、ラーメンをグルグルかき混ぜる。

　桜井は「なぁんてな」と言って、こちらを向いてニッコリ笑う。

　いつもの笑顔に戻ってホッとした。

「まぁ、藤田は今まで俺の周りにいた女子とは、全然違うってことだよ」

　それって、女性として認めていないということなのだろうか。

「ブンブン振り回されて、刺激的で、一緒にいるとドキドキする」

　桜井は小首を傾げ、愛くるしい目で私の顔を覗き込んだ。

　そんな可愛い顔で見つめられたら、こっちのほうがドキドキする。私は動揺してグラスをつかみ、ビールを一気飲みした。

「おい！　姉ちゃん！　それは俺の酒だよ。大将お手製のマムシ酒よ」

　作業着姿のおじさんが、ニヤリと不敵な笑みを浮かべた。

「は？」

　店主のほうに視線を向けると、とぐろを巻いた蛇が入った一升瓶をドヤ顔で見せられた。

「お、おえぇー！」

　私は百年の恋も冷めるような悲鳴をあげて、ダッシュでトイレへ駆け込んだ。




「大丈夫か？」

　桜井は心配そうに私の顔を覗き込むと、ミネラルウォーターを差し出してくれた。

　私があまりに取り乱すものだから、近くの公園で、いったん休むことにした。

「蛇……蛇飲んじゃった……蛇」

　桜井は私の必死な顔を見て噴き出し、私の頭をポンポン叩く。

「マムシ酒くらいで取り乱すなんて、藤田もやっぱり女性なんだなぁ」

「女性です……忘れないでよ」

　私はスンと鼻を啜り、唇を尖らせて言う。

「そういうこと言われると、じゃあ一緒に帰る？とか言いたくなっちゃうんだけど」

　桜井は黒目がちな大きな目で、私をジッと見つめる。

「ああ、そうだね」

　私が同意すると、桜井は驚いたように目を見開く。

「休んでいるより、駅まで歩いたほうが酔い醒ましになるかな」

「……そういう意味じゃないんだけど」

　どういう意味なんだろう。

　私が首を傾げると、桜井は「ま、いっか」と言って苦笑いを浮かべた。

　しかし、蛇エキスは想像以上に私の身体に効いているようで、ヒールで歩くと足元がフラつく。

「送るよ」

「……でも」

　桜井の家は反対方向のはず。

「いいから、遠慮すんな」

　桜井は手を挙げてタクシーを拾う。後部座席のドアが開くと、私を車の中へ押し込んだ。

「今、藤田ってどこに住んでるの？　確か前の家は火事で……」と言いかけたが、配慮したのか言葉を濁す。

「今、春日町に住んでいるの。友達のところに居候してるんだ」

　……しかし、どうしたものか。『羽瀬』の表札がかかった家の前で降りたら、桜井に同居がバレてしまう。

　チラリと視線を向けると、桜井はニッコリ笑って、私の手をギュッと握ってきた。

　まさかの行動に心臓が跳ねる。

　桜井は酔っ払っているのだろうか。

　想定外のシチュエーションに困惑しているうちに、タクシーは見慣れた住宅地へと入っていく。

「そこのマンションの前で停めていただけますか？」

　酔っ払った脳で考えた唯一の回避策。近所にある、見知らぬマンションを自宅と偽ることにした。

　タクシーの運転手は「はい」と言って、車を停める。

「ありがとう桜井、助かった」

　私は握られていた手をするりと離すと、逃げるように車から降りた。

「ちょっと待っていてください」

　桜井は運転手に告げると、私のあとを追って車を降りる。

「藤田、今日はごめん。俺があの店に誘ったから」

　私は笑いながら首を横に振る。

「桜井のせいじゃないよ。私がドジだっただけ」

「いや、悪いのは俺だ。だから」

　桜井はジッと私の目を見つめる。

「今日のお詫びに、また食事に誘っていい？」

　桜井は私の手をギュッと握る。

「そんな、気にしなくていいのに」

　私は咄嗟に手を離そうとしたが、桜井は繋いだ手に力を込める。

「いや、俺の気が済まない。今度は蛇の酒なんか置いてないようなところにする！」

　桜井が真剣に言うものだから、声をあげて笑ってしまった。

「約束」

　桜井はニコリとキュートな笑みを浮かべる。そして「おやすみ」と言って、車に乗り込んだ。

　タクシーが見えなくなるまで見送ってから、家に帰るべく踵を返すと、道を挟んだ反対側の暗がりに人影がボウッと佇んでいた。

「ひい！」

　私は飛び上がって悲鳴をあげた。

「紗英」

「へ？」

　眉根を寄せて目を凝こらす。

　そこにいたのは私服姿の奏さんだった。その手にはコンビニの袋をぶら下げている。

　……げ、今日に限って早く帰ってきたんだ。

「おいおい」

　奏さんは眉間に深いシワを作りながら、ツカツカとこちらに歩いてくる。

「無断で夕飯作りをサボって、同僚と遊び歩いていたとはな。いつからそんな不良になった？」

　桜井といたのを、しっかり見られていたようだ。

「奏さんには言われたくないです」

　私はすかさず言い返し、蛇エキスでフラつきながらも、家に向かって歩いていく。

「遅くなるなら、連絡くらいするべきだろう？」

「奏さんには言われたくない」

　私は同じセリフを繰り返す。

「夕飯の用意があるかと思って待ってたんだけど。『ごめん』のひと言もないわけ？」

　そのセリフ、お前が言うか？　せっかく作った夕飯を散々無駄にしておいて。

　私の中の自制心が、ガラガラと音をたてて崩れていく。

「だから奏さんには言われたくない！」

　私は声を張って睨みつける。

　反抗的な私の態度に、奏さんは一瞬面食らったようだ。

「自分だって無断で夜遅く帰ってんじゃん！　夕飯食べてんじゃん！　外泊してるじゃん！」

「それは仕事なんだから、仕方ないだろ」

　はいはいはい、出ました男の常じょう套とう句く『仕事だから』。それを言えば、なんでも許される免罪符だと思っている。

「大手クライアントの案件が一段落して暇だって、小泉さんから聞いた」

　思わぬ反撃に、奏さんは鼻の頭にシワを寄せ、「ウッ」と言葉を詰まらせた。

「奏さんには、せっかく作った夕飯を食べてもらえなかった時の気持ちなんて、わからないでしょうね！」

　あのガッカリした時の感覚を思い出すと、目に涙が浮かびそうになる。それをごまかすように、私は再びヒールをカツカツ鳴らし、歩き始める。

「それは家賃代わりのお前の仕事だろ？　仕方ないじゃないか」

「家事も仕事！　キスも仕事！　外泊も仕事！　仕事ばっかで、もうウンザリ！　たまには違った言い訳してみんかいっ！」

　急にぶち切れた私を見て、奏さんはポカンとしている。

　頭に血がのぼり、クラリと目眩がする。だんだんひどくなってきて、目の前が暗くなり、額にうっすら汗が浮かぶ。私はその場にしゃがみ込んだ。

「おい、大丈夫か？　紗英」

　奏さんが遠慮がちに声をかけてくる。

　うーん、ダメかもしれない……。




　そして結局このザマか……。

　私は奏さんにおぶさって、家まで運ばれる。今日はパンツスタイルでよかった。

「この歳でおんぶってダサいですね」

「抱っこがよかったのか？」

　そういう問題じゃない。奏さんは少し天然だ。

「……その、すいません」

　さっきは強気に出たものの、この状況では謝るしかない。

「いいよ、別に」

「いや、でも、なんかまた迷惑かけて」

「俺も、悪かったから」

「はい？」

　思わぬセリフに、聞き返してしまった。

「甘えていたのかもな」とボソッと呟く。

「反省しました？」

「うん、結構した」

　私は「よしよし」と言って、奏さんの茶色くてふんわりした髪をワサワサと撫でる。

「あの、紗英」と言いかけて、奏さんはふと黙り込む。

「どうかしました？」

「……お前さっきから、めちゃくちゃニンニク臭い」

　そういえば、ラーメンにニンニクを大量に入れたんだった……。

　恥ずかしくなった私は、ボソボソと呟く。

「それどころか、今日は蛇が漬けられたお酒を飲みました」

「だからあんなに凶暴だったのか」

　奏さんのセリフに、声をあげて笑ってしまった。

「あんまり心配させるなよ」

　私は答える代わりに、彼の肩に顔をうずめる。柑橘系のコロンがふんわり香り、私を安心させた。

　口が悪くて超ドＳだけど、根は優しくていざという時は守ってくれる。仕事では妥協を許さず横暴なところもあるけど、それだけ一生懸命に向き合っているのが伝わってくる。

　どうしよう、この人を誰にも取られたくない。

　首に回した腕に力を込めると、奏さんに「殺す気か！」と怒られた。

　三十歳と三ヶ月とちょっと――。

　何年かぶりに、私は恋に落ちた。

　目と目が合った瞬間、胸を打ち抜かれるのが恋の始まりだと思っていたけど。実際は、知らぬ間にぽっかり空いた穴に、ストンと落っこちていた……そんな感じ。










８．兄の告白




　そして翌日。

「最近、うちの兄とはうまくいってるの？」

　昼休み、歩と会社近くのカフェでパスタを食べている。

　ストレートに聞かれて、私は動揺のあまり視線を泳がせる。まさか、あなたとそっくりなお兄さんに惚れてしまいました、なんて言えるわけがない。自分でも昨晩、自覚したばかりだというのに。

「うーん、うまくいくも何も、会ってない。最近あまり帰ってこないから」

　私はパスタに添えてあったバゲットを、めちゃくちゃ細かくちぎりながら、優梨奈の来訪事件や、最近の奏さんの様子を一気にまくし立てる。

「おかげさまで気楽なもんだよ」

　あははー、と空笑いでごまかそうとする。

「紗英もボチボチ、物件探し始めたほうがいいかもね」

「どういうこと？」

　私は眉根を寄せて、聞き返す。

「優梨奈って、目が大きくて痩せてる人だよね？」

　私は「そうそう」と言って頷く。

「歩、知ってるの？」

「昔、兄がうちに連れてきたのよ。その時に挨拶した」

　家族に紹介するということは、優梨奈とは真剣な交際だったということか。

「全然しゃべらなかったから、大人しい人……という印象くらいしかないけどさ」

　歩はクリームソースのパスタを、パクリと食べる。

「兄が仕事でアメリカに行くと決まった時に、ついていくとかいかないとかで揉もめたらしくて、そのまま別れちゃったみたい」

「へぇ、そうなんだ」

　あのふたりに、そんな経緯があったとは。

　私はうつむいて、アラビアータをフォークにくるくると巻きつけていく。

「そんな優梨奈とよりが戻ったってことになったら、結婚まで秒読みでしょ」

　歩はキラリと目を光らせる。

「それは、どーかなー……」

　私は言葉を濁す。

「紗英からも、さりげなく兄に探りを入れてみてよ」

「わ、わかった……」

　私はもそもそとアラビアータを口に運ぶ。

「あ！　そうそう」

　歩は何かを思い出したようで、ハッと顔を上げた。

「紗英、お願いがあるの」

　歩は小首を傾げ、手のひらを重ねながら、漆黒の瞳で私を見つめてきた。

　こんな可愛らしくお願いされたら、絶対断れない。




「ごめんね、紗英、お休みの日に付き合わせちゃって」

「ううん！　歩の結婚式のお手伝いができるなんて嬉しいよ！」

「……おい、歩」

　不機嫌な声がカットインしてくる。

「そのセリフは、真っ先に俺に言え」

　奏さんはイラ立った様子で、愛車のハンドルを握っている。

　今日は土曜日。

　私と奏さんは歩のウェディングドレスを選ぶため、同伴者として借り出された。奏さんは完全に足扱いだけど。

「そもそも俊しゅんくんはどうしたんだ？　俊くんは」

　俊くんとは、歩の婚約者である。

　先日、ファミリーで食事会があったらしく、奏さんは面識があるようだ。

「ドレス姿は、当日お披露目するもんでしょ？」

「本当、野暮なこと言いますねー」

　そんな話をしているうちに、車は某外資系ホテルの地下駐車場に入っていく。




「いらっしゃいませ」

　二階にあるブライダルサロンに到着すると、若い女性スタッフが出迎えてくれた。小柄でボブヘアがよく似合っており、快活な印象を受ける。胸の名札を見ると『大おお木き』と書かれていた。

「うわあ！　素敵だねえ！」

　ズラリと並んだ色鮮やかなドレスを見て、私は歩以上にテンションが跳ね上がる。

「このたびはおめでとうございます！」

　スタッフ改め、大木は私に思いっ切り頭を下げる。

「こっちだ」

　奏さんはすかさず、歩を指差した。

「申し訳ございません！　こちらでしたか！」

　大木が歩に向かって頭を下げて、私と奏さんを窓辺に置かれたソファに案内してくれた。

「では支度ができましたら、お声がけしますね」

　そう言って、大木は歩のもとへと姿を消した。

　奏さんは長い足を組み、ソファにゆったりと座り、私はその横にちょこんと腰を下ろした。

「素敵なドレスがたくさんありますねー。私も着てみたくなっちゃった」

　なんて、可愛いらしいことを言ってみる。

「冷やかしは嫌がられるぞ」

　しかし、普通に注意されて終わった。

　奏さんは「そういえば」と言って、話を変える。

「桜井さんから、新規サービスの件について相談された」

　そして、仕事の話を振られるというね。

「ああ、なんか経営会議で会長に言われたんです」

「会長に？」

　奏さんが眉をひそめる。

「どうせお金をかけてシステムを作り直すなら、他社がまだやっていない、もうかる仕組みを考えろって」

「そうか。また一緒に頑張ろう、紗英」

　そう言って、奏さんは花のような笑みを浮かべる。

「ええ!?　もう嫌です」

　ソファから立ち上がって逃げようとするが、奏さんにガッチリ手首をつかまれた。

「そう言うなって、紗英」

　奏さんは猫撫で声で、ニコリと微笑みかけてくる。

「もう甘い顔と甘い声には、騙されないんだからー！」

　ふたりで押し問答していると、通りがかった男性にすれ違いざまにぶつかった。

「おっと、失礼」

　声のほうへ振り向くと、体たい躯くがよく、短髪が似合うスポーツマン風のイケメンだった。

「ごめんなさい」

　私の顔はだらしなく緩む。

「いえ」

　爽やかに微笑むと、男性は試着室のほうへと颯爽とした足取りで去っていった。

　いいなあ、あんな素敵な花はな婿むこ。

　私はその背中をジッと見つめてしまう。

「おい。なんだよ、そのもの欲しげな顔は」

「いや、別に」

　図星を指されてギクリとする。

　つかまれた腕をグイッと引っ張られ、よろめきながら再びソファに腰を下ろす。

「同僚といちゃいちゃしてたと思ったら、ほかの男に鼻の下を伸ばして。お前は浮気症だな」

「そ、そんなんじゃありませんよ！」

　奏さんはさりげなくソファの背もたれに腕を伸ばして、近づいてきた。

　私の頭に警けい鐘しょうが鳴り響き、身がまえる。

「俺と一緒にいるのに、ほかの男に見とれるのは気に入らないな」

　奏さんは不機嫌そうにスッと目を細めて、私の顎に指を添え、上を向かせる。

「バツとして、セクハラチケットを一枚使用する」

　ええ!?　今ここで？　しかもセクハラって、いつからチケット制になったんだっけ？

　なんて考えているうちに、奏さんの唇がふんわりと重なる。

　私はビックリして、咄嗟に両手で身体を押し返して抵抗するが、男性の力に敵うわけもなく、長い腕で抱き寄せられた。

　ソファの周囲にはドレスが飾られているため、人目はある程度しのげる。

　ドキドキしながらも、ブライダルサロンで不謹慎なことをしてたら、バチが当たりそう。お嫁に行けなくなったらどうしよう。

　嬉しい反面、勝手な妄想にひとり焦り、身体をよじって絡みついた腕から逃れようとする。それが逆に、奏さんの嗜し虐ぎゃく心しんを煽あおったのか、より深く口づけられる。

　勢いづいた奏さんは、私をソファに組み敷いた。

　するりと歯列を割り、舌が差し込められると、微かに残った理性も絡め取られていく。

　この背徳感と、いつ誰に見られるかわからないスリルが、ふたりを一層燃え立たせているようだ。キスの合間に、互いの熱い吐息がこぼれる。奏さんの柔らかな舌に触れるたびに、気持ちよくて背筋がゾクゾクした。

　ああ、私はすっかり変態だ。

　キスの途中でうっすら目を開くと、色とりどりのカラードレスがぼやけて見えて、お花畑にでもいるみたい。

　奏さんと至近距離で視線がぶつかると、目を細めて笑いかけられ、その艶っぽさにドキッとした。私は自ら奏さんの背中に腕を回し、とろけるような甘いキスを享受する。

「お兄さまとおつき添いの方！　お待たせいたしました！」

　先ほどのドジなスタッフ、大木がドレスの陰からひょっこり姿を現すが、私と奏さんを見てギョッと目を見張り、固まった。

「お、お、お取り込み中でしょうか？」

「見りゃわかんだろ」

　奏さんは私を組み敷いたまま、冷静に言う。

「もももも、申し訳ございません！　おふたりのご準備が整いましたら、試着室のほうへいらしてくださぁい！」

　大木はニッコリ笑顔で取り繕うと、そそくさとその場をあとにした。

「なんだ、嫌味か？　今のは」

　不満げに文句をたれながら、奏さんは身なりを整える。

　この切り替えの早さは何？　こっちは動悸も収まらないし、意識もぼんやりしているのに。

「行くぞ、紗英」

　奏さんは手を引っ張って、立たせてくれた。

「ありがとう」

　そのまま手を引かれ、フィッティングルームまでエスコートされた。

　隣のフィッティングルームの前に、先ほどぶつかったイケメンが座っている。きっと花嫁の衣装合わせに来ているのだろう。

　ハッとして奏さんのほうへ振り向くと、不機嫌な猫みたいにスッと目を細めた。

　またセクハラチケットを使われたらどうしよう……と思っていると、フィッティングルームのドアが開き、中から歩が姿を現す。

「どうかな？」

　しなやかなＡラインのウェディングドレスに身を包んだ歩は、ため息がこぼれてしまうほど美しい。背中が大胆にカットされているデザインで、漆黒の髪が肌の白さを一層引き立てていた。

「すごく素敵……」

　同期で入社して以来、ずっと一緒だった歩がお嫁に行くことを実感してしまい、涙が出そうになる。

「大げさねえ」

　鼻を啜っている私を見て、歩は微笑む。

「だって、素敵だもん。ねえ」

　私は奏さんのほうへ視線を向ける。

「とても綺麗だ」

　奏さんも目元を和らげた。なかなか見せないような柔らかい表情。

「ありがとう、お兄ちゃん」

　奏さんに褒ほめてもらえる歩がうらやましい。妹にさえ嫉妬しそうになる。

「で、それについて、私はツッコむべきかしら？　それとも触れないほうがいい？」

　歩は私たちの手元に視線を落とす。

　ついエスコートされた時のまま、いまだに手を繋いでいた。

「あ、歩、違うの！　これは――」と言いかけた時に、隣のフィッティングルームから「どうかしら」と鈴の音のような声が聞こえてくる。

　そちらに視線を向けると、イケメン花婿の嫁がドレス姿で現れた。

「ん……？」

　私はジッと目を凝らす。

　どこかで見たことがあるような……。

　嫁がふんわりと長い髪をかき上げた瞬間、「嘘っ！」と思わず声をあげた。

　奏さんと歩も、同時に振り返る。

　そこにいたのは、純白のウェディングドレスに身を包んだ、まさかの優梨奈。私たちに気がついた彼女は、引きつった表情でこちらを呆然と眺めている。

　そして皮肉なことに、優梨奈のウェディングドレスは歩と全く同じデザインだった。

　か、被っちゃった……。

『泣きっ面に蜂はち』とは、まさにこのことだ。

　人形のように可愛らしい優梨奈。雑誌から抜け出てきたように、スタイリッシュな歩。

　うーん、どちらも甲乙つけがたいくらい、よく似合っている。

「どういうこと!?」

　歩は眉根を寄せて『わけがわからない』といった表情だ。

　そういえば、優梨奈に婚約者がいることを歩に伝えるのを忘れていた。

「どうかした？」

　先ほどのイケメン花婿は優梨奈がジッとこちらを見ているので、何事かと振り返る。

　少し目を見開いた彼は「奇遇だな」と呟いて、花嫁姿の優梨奈に微笑みかける。まるで『気にするな』と言わんばかりに。どうやら衣装が被って、優梨奈が動揺していると思ったらしい。『知らぬが仏』とは、まさにこのこと。

　当の奏さんの様子を恐る恐る窺う。

　しかし、心配とは裏腹に、眉ひとつ動かさない完璧なポーカーフェイス。

　私は握った手にギュッと力を込めた。

「いかがでしょうかぁ？」

　ドジなスタッフ大木が、絶妙なタイミングでカットインしてきた。

　ナイス、大木。

「着てみたら全然イメージと違ったわ。あまりこういうデザイン、好きじゃないからやめる」

「とてもよくお似合いですが」

　大木は態度が急変した歩に、オロオロとうろたえる。

「急に嫌になっちゃった」

　歩はチラリと隣に視線を向けると、ワガママお嬢さまのような尊大な態度で言う。また、それがすごく板についている。

　イケメン花婿は肩をすくめると、しょんぼりしている優梨奈に「着替える？」と優しく尋ねる。

　とっても穏やかな様子でいい感じ。それなのに浮気する優梨奈ってどうなんだ？

「もういいだろ。俺はロビーで待ってる」

　奏さんは繋いだ手をするりと離し、出口のほうへスタスタ歩いていってしまった。

「ええ……と、あの、その……」

　あとを追いかけたいが、ドレス姿の歩をひとり残すわけにはいかない。

「すみません！　お腹が痛いので、トイレに行かせてください！」

　私がモタモタしていると、隣からテストを抜け出す学生みたいなセリフが聞こえてきた。

「直なお人とさん、申し訳ありませんが荷物を見ててください！　絶対、目を離さないで」

「だ、大丈夫か？」

　直人、と呼ばれたイケメン花婿は、突然の事態に面食らいながらもコックリ頷いた。

　優梨奈は裾すそを持ち上げ、ふんわりとウェディングドレスを翻ひるがえすと、そのまま小走りでブライダルサロンから出ていってしまった。

　取り残された私と歩は、お口あんぐり状態。状況が呑み込めずに、しばし呆然としたまま立ちすくむ。

「……それで、いかがいたしましょう？」

　どれくらい時間が経っただろう。

　不穏な空気を感じたのか、大木が恐る恐る声をかけてきて、私たちはハッと我に返る。

「何やってんのよ、紗英！　追っかけなさいよ！」

　歩は私をキッと睨みつけた。

　どうして私が……？

　顔を引きつらせ、石になったかのようにビシリと固まる。

「紗英はそれでいいの？」

　歩は、私の目を正面から見据えて言う。

「絶対ヤダ……」

　私は無意識のうちに、本音を口にしていた。

「じゃあ、行きなさい。私も着替えてあとを追うから」

　私は大きく頷いて踵を返すと、ふたりのあとを追って、ブライダルサロンを飛び出した。




　奏さんは『ロビーで待ってる』と言っていたから、そこにいるかもしれない。

　私は階段を一気に駆け下りて、ロビーに出る。ふかふかした絨じゅう毯たんにヒールが引っかかり、靴が脱げてよろめいた。

　その拍子に、白人の観光客らしき集団に突っ込む。

　ぶつかった拍子に、女性観光客が手に持っていた買い物袋を取り落とした。床に我が社のイチオシ商品、『プレミアムリッチコットン』が何個も転がる。

　たくさん買ってくれているので、「サンキュー！」と口走り、拾い上げたプレミアムリッチコットンを手渡す。

　私は靴を履き直し、辺りを見回すけれど、まだふたりの姿は見つからない。豪華な調度品で飾られた、広々としたロビーを奥へと突っ切っていく。

　ロビーの突き当たりにまで来ると、庭園に続くガラスの扉を見つけた。

　外を眺めると、庭園の奥のほうに、白いウェディングドレスらしき物がチラリと見えた。優梨奈に違いない。

　扉を開けて庭園に入り、小川の飛び石を渡って藤棚のトンネルをくぐり抜けると、赤く色づく紅葉が美しい小径に差しかかる。

　ふと、人の話し声が聞こえてきた。

　忍び足で近づいていくと、ついに奏さんと優梨奈の姿を発見する。

　私は咄嗟に紅葉の木影に身を隠した。

「まさか、こんな格好をしている時に奏に会っちゃうなんてね」

　優梨奈は苦笑いを浮かべ、肩をすくめた。

「綺麗だよ。とても」

　奏さんはウェディングドレス姿の優梨奈を見て、微笑む。

　優梨奈は大きな瞳で、奏さんをジッと見つめてからうつむいた。

　真っ白なウェディングドレスを着た優梨奈と、黒のニットと黒のパンツ姿の奏さん。そして、モノトーンのふたりを取り囲む、燃えるような真っ赤な紅葉。

　その光景は、一枚の美しい絵画のようだ。

『ちょっと待った！』と乗り込む勇気が、みるみるうちにしぼんでいく。

「奏はどう思っているの？」

「いい人そうだと思った」

「……そういう意味じゃないんだけどな」

　優梨奈は寂しげに微笑む。

「奏は『結婚するな』とは言ってくれないんだね」

　その声は心なしか震えている。

「俺に止める権利はないから」

「権利って……」

　優梨奈は言葉を詰まらせた。

「俺は今、結婚する気はない。それは優梨奈だから、というわけではなく誰ともする気はないんだ」

「だからアメリカに転勤になった時も、一緒に行こうって言ってくれなかったの？」

　奏さんは何も答えない。それはきっと肯定を意味している。

　優梨奈は指先で目元をそっと拭った。泣いているのだろう。

「優梨奈のことは好きだった。だけど、将来の約束ができないのに待っていてくれ、なんて無責任なことも言えなかった。お前は綺麗で頭もいい。きっとすぐにいいヤツが見つかると思ったし、実際そうなった」

　優梨奈は奏さんに一歩近づき、彼の胸にそっと手を添えて、潤んだ瞳で見上げる。

「じゃあ、どうして何度も私に会いに来てくれたの？」

　やっぱり、奏さんは優梨奈と会っていた。

　予想はしていたけど、事実を突きつけられると、心臓を鷲づかみにされたように苦しくなる。

「変な期待をさせたら悪かった。家に帰りたくなくて、居心地のいいお前のところに逃げていたのかもしれない」

　奏さんは口元に手を添えて、バツが悪そうに目を伏せた。

　優梨奈は「それは……」と言って、言葉にするのを少しためらったあとに「あの人が家にいるから？」と尋ねた。

　〝あの人〟とは、もしかしたら私のことだろうか。というか、私しかいないじゃない。

　心臓が早鐘を打つ。

　否定の言葉を待っていても、奏さんは口を開かず、再び黙り込む。

　嘘でしょ……？　何か言ってよ。

　しかし、奏さんが否定の言葉を口にする気配は一向にない。

　私がいたから家に帰ってきたくなかったの？　そんなに迷惑だったの？

　だったら、どうして私にキスなんてしたんだろう。本当に、権利があるからというだけだったのだろうか。

　ショッキングな事実に、クラリと目眩がした。

　確かに私はドジだし、たくさん迷惑をかけていた。だけど、ちょっとくらいは奏さんの役に立てているのかな、なんて思っていた。うぬぼれていたにもほどがある。もう乗り込む気持ちなんて、木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散った。

　恋していることに気づいて、即失恋って……。やっぱり私は呪われているのだろうか。いや、これを呪いのせいにしちゃいけない。自分のせいだ。

　これ以上、ふたりの会話を聞く勇気なんて、私にはない。私はフラつく足取りで、その場をあとにした。




「それで、兄は奪還できなかったわけ？」

　このホテルの高層階にある高級中華料理店で、海え老び蒸し餃ぎょう子ざをつまみながら、歩が尋ねてきた。

「奪還するも何も、私が出るまでもなかったよ」

　私は窓から見える空を、ボウッと見つめる。

「どういうこと？」

「優梨奈は久々の再会に、ちょっと気持ちが揺れたみたいだけど、奏さんは優梨奈を婚約者から奪って自分と結婚、なぁんて気はサラサラなかったみたい」

「あら、そうなんだ」と言って、歩は首を傾げる。

「じゃあ、どうして兄は優梨奈に会いに行ってたのかな」

　歩の疑問に、私の心臓が大きく跳ねた。

「さぁ、なんでだろうね」

　私が家にいるから帰るのが嫌だったみたい……なんて口に出したら、きっと泣いちゃう。三十路女が公衆の面前で泣きっ面をさらすのはいただけないので、真実を口にするのはやめておいた。

「私はできるだけ早く、あの家を出ないとダメだね」

　私はモソモソと水餃子を食べながら、歩が契約書に印鑑をくれた時に、言っていた言葉を思い出す。

「紗英……」

　歩は顔を曇らせて、私をジッと見つめる。

　その目を見ると、鼻の奥がツンとして目頭が熱くなってくる。

「歩は前から気づいていたの？　私の気持ち」

　私の問いに、歩は目元を和らげる。

「だって同居してから、紗英の話はいつも兄のことばかりだったもの」

　歩は私が自分の想いを自覚するよりも、ずっと前に気づいていたらしい。

「ありがとうね。兄を想ってくれて」

　奏さんと同じ顔で、そんなことを言わないで。

　歩の輪郭がだんだんとぼやけて、テーブルの上にボタボタと大粒の涙が落ちた。

「今、ものすごく歩にキスしたくなっちゃった」

「それは勘弁してちょうだい」

　気づけば、十一月も終盤に差しかかっている。奏さんと約束した契約期日まで、一ヶ月を切ろうとしていた。




　奏さんの車はいつの間にかなくなっていたため、私は電車に乗って重い足を引きずりながら、家に帰る。

　玄関を開けると、灯りがついていないので、奏さんはまだ帰宅していないようだ。あのあと、気が変わってやっぱり優梨奈のところへ行ったのだろうか。

　そう思うと、さらに憂ゆう鬱うつになる。

　私は洗面所で手を洗ってからキッチンに行き、冷蔵庫を開ける。ミネラルウォーターをグラスに注ぎ、ひと口飲むと、くるりとリビングのほうを向いた。

　すると、そこには暗闇の中でパソコンを打っている奏さんがいた。

「ブハァ！」

　私は水を噴き出し、悲鳴をあげた。

「電気くらい、つけたらどうですか!?」

　まったく！と眉をひそめてリビングまで歩いていき、リモコンで灯りをつける。

　言ってしまったそばから、しまった、と思う。こうやって口うるさくしてしまうから、奏さんに嫌がられているのかもしれない。

「先に帰ってたんですか？」

　奏さんはこちらを見向きもせず、「ああ」と呟き、キーボードを打ち続ける。

　ひとりで勝手に帰っておいて、何この態度。何度も電話をかけたのに、ずっと無視されたし。

　私はノートパソコンのディスプレイを強制的に閉じた。

「なんのつもりだ？」

　奏さんは鋭い目つきで、私をギラリと睨み上げる。

　いつもなら、ここで怯おびえて引き下がるところだけど、今日の私は怒っている。

「それはこちらのセリフですが」

　胸の前で腕組みし、メガネを見下ろす。

「どうして勝手に帰ったりしたんですか？　歩も怒ってましたよ」

　奏さんは面倒くさ……とでも言いたげに、大きくため息をつき「ごめん」とひと言呟く。

「人がどれだけ心配したか、わかってるんですか」

「大げさだな」

　奏さんはフッと鼻で笑う。

「ふたりで駆け落ちでもしたと思ったか？　あいにく俺にそこまでの情熱はない」

　私は唇を横に結んだまま、奏さんをキッと睨みつける。

「戻ってこなかったら、どうしようかと思いました」

　迂闊にも、最後のほうは涙声になってしまった。

　だって、ものすごく心配した。情にほだされて、奏さんがまた優梨奈のもとに行ってしまったらどうしよう。私がいるこの家が嫌で、帰ってこなくなったらどうしよう。

　そんなことをずっと考えていたものだから、奏さんの姿を見た瞬間、全身の力が一気に抜けるくらい安心した。

「情熱がないなら、優梨奈にはもう会いに行かないでください」

　私の目から、大粒の涙がボロボロとこぼれる。

「え……なんで？」

　突然泣きだした私に、奏さんはオロオロしている。

「私が嫌だからですよ！」

　言った。言っちゃったよ。

　しかし、奏さんはわけがわからないようで、眉根を寄せている。

「まあ、そういうことなんで」

　私はそそくさと逃げ出そうとする。

　が、咄嗟に腕をガッチリつかまれた

「どういうことなんだ？　どうして紗英は、俺が優梨奈と会うのが嫌なんだ？」

　奏さんは眉根を寄せて、困惑した様子だったが、不意に何か思いついたように「そうか！」と言って目を見開いた。

　私の鼓動が大きく跳ねる。

「夕飯が無駄になるからか」

　だから、どうしてそうなるんだろう。思わずズッコケそうになる。やっぱり奏さんは天然だ。

　もういいや。どうせ迷惑がられているなら、最後に『当たって砕けろ』だ。キッパリフラれないと次の恋へは進めない。

　私は小さく深呼吸する。

「奏さんが好きだから、に決まってるじゃないですか」

　まさかの告白に、奏さんは目を丸くしたまま固まる。

「でもまあ、彼女に会いに行っていたのって、私のせいでもあるわけですから、奏さんひとりの責任でもないですけどね」

　私はうつむいて、へへっと自嘲ぎみに笑う。

「……どうしてそれを？」

　今、奏さんがどんな顔をしているのか、真正面から確認する勇気なんてない。

「ブライダルサロンから出ていった、優梨奈さんのあとを追ったんです。そしたら、ふたりが話しているのを偶然聞いてしまいました」

　紅葉の木の下で向き合う、美しいふたりの姿を思い出し、胸が苦しくなる。

「結構ショックでした。私は案外楽しかったから。奏さんとの生活」

　そこまで言うと、堰を切ったように、目から涙が溢れた。

「紗英……」

　奏さんはソファから立ち上がり、私のすぐ目の前に立つ。

「だけど、奏さんには居心地の悪い思いをさせていたんですね」

「どこまで聞いてたんだ？」

「その辺りまで。ショックだったので、それ以上は聞けずに立ち去りました……」

「それならよかった」

　ホッとした様子の奏さんに、両手で頬をブニッと挟まれて、顔を無理やり正面に向けさせられる。

　目が合うと「変な顔」と言って、奏さんはクスリと笑う。私は抗議する代わりに奏さんの腕を殴なぐった。

「俺も楽しいよ、紗英と一緒にいるの。最初は『なんだ？　このヘンテコリンな女は』って思ったけど」

　奏さんは口元をほころばせる。

　その優しい表情に、ドキッとしてしまった。

「家のこともきちんとしてくれて、感謝している」

「じゃあ、なんで帰ってくるのが嫌だなんて言うんですか？」

　私の目から再び涙がこぼれ、頬を伝って奏さんの手に落ちる。

「嫌なんかじゃない。これ以上、紗英と一緒にいると情が移ると思った」

　奏さんは眉根を寄せて、少し苦しげに笑う。頬から手を離すと、指先でそっと涙を拭ってくれた。

「なんとなく可愛いから、っていうだけで、無責任に手を出すことはできない。相手が紗英だから」

「そ……それは私が年増だからですか？」

　奏さんは、こらえ切れずに噴き出した。

「紗英は充分、魅力的だよ。うっかり何度か手を出しかけるほどにな」

　そういえば、今日も結構なセクハラをされたことを思い出し、私はカッと頬を赤く染める。

「あまり頭はよくない、けど努力家だし、完璧な美人でもない、けど笑顔を見ると元気が出る。紗英の話は大抵くだらないけど、たわいもない会話をするのが楽しい」

　……なんか、イマイチ感動できないのはなぜだろう。

「だけど今は個人的な問題を抱えていて、紗英の気持ちを受け入れるのは難しい状況なんだ」

「どんな問題だって、かまいません。私は奏さんと一緒にいたいです」

　一気に顔が熱くなる。きっと緊張のあまり、引きつって変な顔をしているだろう。

　だけど奏さんは視線を逸らさず、茶色い瞳で私を見つめる。

「奏さんが借金まみれだったら、一緒に鼻水流して働きます！」

「汗水な」

「バツイチ子持ちでもバッチ来いです！」

「結婚すらしたことない」

　奏さんはうーん……とうなり、首を傾げる。

「俺の個人的な問題ってのは、そういう類のものじゃないんだ」

「まさか……！」と言って、私は大きく目を見開く。

「不治の病ですか？」

　奏さんがこの世からいなくなるなんて、そんなの嫌だ！　絶対に！

　想像しただけで、私の両目から再び涙がボロボロこぼれだす。

「そしたら、私はあとを追います！」

　奏さんの腰にしがみつき、私はおいおい泣きだした。

　奏さんは長い腕で私をそっと抱きしめると、小さくため息をつく。

「なんでそういう方向になるんだ。大丈夫だよ、俺は死なない。うちは長寿の家系だし」

「ほ、本当ですか？」

　私は顔を上げて奏さんを見上げる。

　涙でぐちゃぐちゃになっている私の顔を見て、奏さんはクスリと微笑み、頷いた。

「じゃあ、問題ってなんなんですか？　教えてくださいよ」

　私はスンと鼻を啜る。

「ごめん、紗英……今はそれしか言えない」

　奏さんは私の頭をさらりと撫でる。

　謎解きのような理由だけど、どうやら私はフラれたらしい。

「いいです。私が勝手に好きになっただけですから」

　これ以上泣いたら困らせてしまうと思い、眉間にギュッと力を入れてこらえていると、奏さんは目元を和らげる。

「もう優梨奈のところには行かないから」

　だけど、ほかの人のところには行くかもしれない。

　その時そばにいたら、果たして私は平静でいられるだろうか。

　奏さんが見知らぬ女性と微笑み合う姿を想像しただけで、心臓を締めつけられるような痛みが走った。










９．兄のヤキモチ




「ふぁああ」

　不動産情報誌を眺めながら、社員食堂でかき揚げそばを食べていると、大きな欠伸が出てしまった。

「浮かない顔だね」

　顔を上げると、トレイを持った桜井が私の向かいの席に座る。

　桜井は「いただきます」と言って、てんこ盛りのオムライスをパクッと頬張った。

「なんか桜井ってオムライスが似合う」

「それ三十路男としては褒められてはいないよね」

　桜井が不満げに言うので、つい噴き出してしまった。

　打ち合わせでは何度か顔を合わせているけど、こうしてふたりで改めて話すのは、蛇エキスを飲んだ夜以来だ。

　桜井は巨大オムライスを半分くらい食べたところで、ふと顔を上げる。

「そういえば藤田、来週金曜日って予定ある？」

「午後なら大丈夫」

　桜井は「いや、そうじゃなくて」と言って、頬をほのかに赤くする。

「例の食事の約束、どうかな、と思って」

　まさかのデートのお誘いだった。頬が緩みそうになるが「ああ、大丈夫だよ」なぁんて澄まして言ってみる。

　奏さんにフラれたばかりなのに、軽いだろうか。

「じゃあ、藤田は何が食べたい？」

　彼はくるりと丸い瞳で、私の目をジッと覗き込んできた。

「それじゃ、イタリアンがいい」

「オッケー」

　桜井は嬉しそうにニッコリ笑う。その笑顔はやっぱり可愛らしい。




　お昼を早めに切り上げて、トイレで歯磨きをする。

「見ましたよー」

　隣に並んだゆうぽんが、ファンデーションを塗りながら、鏡越しに視線を向けてくる。

「今日、桜井さんとランチ食べてましたよね」

「今週は歩が出張なんだ」

「仲睦まじそうに話してましたけど、デートにでも誘われました？」

　うがいの途中で、口から水を噴き出してしまった。

「図星か」と呟き、ゆうぽんはファンデーションをポーチにしまい、アイシャドウを取り出す。

「羽瀬さんはもういいんですか？」

　ゆうぽんは、ブラウンのアイシャドウを重ねづけしていく。

「自分の気持ちに正直になって告白したんだけど、微妙にフラれたみたい」

　先週末の優梨奈遭遇事件から、告白に至った経緯までを、かいつまんで話す。

「でも、告白しておいてほかの人と食事に行くのって不誠実だよね。切り替え早すぎかな？」

「気にすることですか？　フラれたのに。誰かに誘ってもらえるなんて、今のうちですよ」

　ゆうぽんは、艶やかな赤のリップグロスを塗っていく。

　ずいぶんドライなご意見だ。最近の若い子ってこんな感じなのだろうか。

　だけど、今までの枯れた生活を思えばそれも一理ある、と妙に納得してしまった。




　少し戸惑いながら迎えたデート当日。

　私は新調したスカートをおろす。

　ウエストの後ろの部分がリボンになっていて、動くたびに裾がひらりと揺れるデザインにひと目惚れしてしまった。上はパフスリーブのニットを合わせる。

　そしてメイクも髪もバッチリ、というね。

　朝食の支度が整うと、奏さんがキッチンに姿を現した。

　コーヒーを持っていくと、彼は私の格好をひと目見るなり、「飲み会か？」と聞いてきた。

「はい。今日は友達と飲みに行ってきます」

　……嘘ではない。

「俺の夕飯は？」

「適当に外で済ませてください」

　奏さんは「ひどいな」と言って、わざとらしく目を見開いた。

「まさか俺へのあてつけか？」

　こういうところは、相変わらずデリカシーに欠ける男だ。

「そうですね。早くほかにいい人を見つけないと」

　私は素っ気なく言い返す。

「俺よりハイスペックな男なんて、そうそういないぞ？」

　奏さんはフンと鼻で笑い、コーヒーを飲む。

「だけど、奏さんより優しくて誠実な人はたくさんいます。隠し事なんてしないようなね」

　奏さんが何かを言い返そうとしたが、私は「いってきます」と言って逃げるようにその場を立ち去った。




　午後七時半。

　早々に仕事を片づけると、待ち合わせ時間ジャストに店に到着した。

　有ゆう楽らく町ちょうの路地裏に佇む、一軒家のイタリアンレストランだ。

　入口で桜井の名を告げると「こちらへどうぞ」と言って、店員さんが窓際の席まで案内してくれた。

　テーブルと椅子はダークウッドで揃えられており、シックでオシャレな雰囲気だ。

　私の胸に微かな期待が宿る。

「ごめんなさい、遅くなっちゃって」

　私は先に到着していた桜井の向かいの席に、腰を下ろした。

「大丈夫。俺も今来たところだから」

　爽やかな笑顔にクラリとしてしまう。

　やっぱり、これはこれでアリだな。

「とても素敵なお店だね」

「蛇エキスの挽ばん回かいをしないと」

　桜井がバツが悪そうに言ったので、声をあげて笑ってしまった。

　一杯目はグラスビールで乾杯する。

　そのあと、桜井が適当に食事をオーダーしてくれた。私の好きな生ハムを忘れていないところも抜かりない。

　桜井とは職場も同じで同期だから、共通の話題が豊富だ。気を遣わなくても、話が途切れることがない。桜井が話し上手で聞き上手だから、というのもあるんだけど。

　いつもビクビクしながら話しかけていたわりには、イマイチ盛り上がらない奏さんとの会話とは大違いだ。

「はい、藤田」

　桜井はフルボトルでオーダーした赤ワインを、私のグラスに注いでくれる。

「ありがとう」

「いいえ」と言って、桜井はニコリと笑う。

　お酒も料理も美味しくて、私はご機嫌でブルスケッタをつまむ。アルコールの力も借りて、すっかりリラックスした私の頬は、さっきから緩みっぱなしだ。

　桜井もその様子を見てニコニコしている。

「よかった。藤田に今日の店を気に入ってもらえて」

　桜井の大きな瞳に見つめられると、ドキドキしてしまう。

「さすが、女子の喜ぶツボをしっかり押さえてるね！」

　私のセリフに、桜井は笑顔を曇らせる。

「別に、女の子と遊び歩いているわけじゃないよ」

「ご、ごめん、桜井は結構女子から人気があるからさ」

「だけど、そんな節操なく誘ったりしない。確かに昔、遊んでた時期もあったけど。ちょこっとだけ」

「ちょこっと？」と聞き返して、私が訝しげな視線を向けると、桜井は笑ってごまかした。

「誰と遊んだって結局同じだから、なんか飽き飽きしちゃってさ」

　桜井はビールをゴクリと飲む。

　いいな、飽き飽きするほどデート相手がいたってことか。私なんてここ数年、数えるくらいしかデートしてないや。

「贅沢な悩みだね」

　私は遠い目をして、ワインをひと口飲んだ。

「だけど、藤田と一緒にいるのは楽しい。すごくドキドキする」

　桜井はテーブルの上に置かれた私の手に、自分の手を重ねてギュッと握る。

　突然のことにビックリして、胸が跳ねた。

「私も桜井といるのは楽しいよ。ほら同期だし」

　戸惑った私はさりげなく手をかわすと、ワインを一気に飲み干した。

「今日、藤田を誘ったのは、別に同期だからってわけじゃないんだけど？」

　桜井は不満げに目を細める。

「う、うん」

　桜井からの意外なセリフに、どう返していいかわからない。間がもたず、手酌でグラスにドクドクとワインを注ぐ。

「藤田が今日、来てくれたのは、俺が同期だから？」

　桜井は真剣な表情で、私をジッと見つめる。

「よ、よくわかんないや」

　なんて言ったらいいのか。

　桜井は可愛くて皆の人気者で、ずっと憧れていたから、食事に誘われた時は正直嬉しかった。

　彼とはずっと仲良くなりたいと思っていたけど、今こうして口説かれると、自分の気持ちはアイドルなんかに抱くような、ミーハーな感情に近いものだったのだと気づいた。こうしてひとりの男性として、改めて向き合われると戸惑ってしまう。

　数時間後――。

　ワインを飲みすぎてすっかり酔っ払ってしまい、店を出て、上機嫌のまま駅へと向かう。

「お姉さん、カラオケいかがですかー」

　途中で客引きに声をかけられる。

「ええ!?　カラオケ？　最近全然行ってないー！」

「部屋空いてますので」と言われて、フラフラと客引きのあとについていこうとすると、桜井に腕をつかまれた。

「ありがとう、お兄さん。でも今日は帰る」

　桜井は有無も言わさぬ口調でお断りすると、そのまま私の腕を引いて、その場から強制的に連れ去った。

「何よう、桜井ったら。せっかくカラオケ行きたかったのにー」

　私は不満げに言うと、桜井の頭をペシペシ叩く。

「藤田はそんなに俺と一緒にいたいの？」

　桜井は私の肩をつかみ、距離を縮めてくる。

「いや、そういうわけじゃ……」

　桜井に強気に出られて、形勢は一気に逆転。アルコールで紅潮してしている頬がさらに熱くなる。

「そんな表情は反則だろ。俺がどれほど我慢してるかわかってる？」

　桜井の大きな瞳が、私をまっすぐ捕らえる。

　ど、どうしよう。どうしよう。

　いつもの可愛い桜井とは違う態度に、私は動揺してしまう。

　桜井は私の腰に腕を回して自分に引き寄せ、私を力強く抱きしめた。

「藤田、今日は俺の家に一緒に帰ろ」

　耳元で甘く囁かれる。

「いや、同居人の子に何も言ってきてないから心配かけちゃう」

「いいじゃん、メールしとけよ」

　桜井から甘いコロンの香りがほのかにする。奏さんとは違う男性の香り。

「食事に誘った時点で、俺は覚悟してるけど」

　桜井は密着していた身体を引き離し、私の顔を覗き込む。

「好きだ、藤田。俺と付き合って」

「え……？」

　まさかの告白に、私はビシリと固まった。

「入社した時からずっと気になってた。羽瀬とふたりでいると、すごく目立ってたから」

「桜井は歩が好きだったんじゃないの？」

「うん、羽瀬も可愛いなーって思ってた」

　桜井はてへっと悪びれなく笑う。

　こんな時でも、桜井は本当に正直だ。

「だけど」と言って、彼は私の頬に手を添える。

「一緒に仕事をしてたら、ふわふわした女の子っていう藤田の印象が一転したんだ。自分がグイグイ引き上げられる。藤田となら、一緒に成長できるパートナーになれるかなって思ったんだ」

　桜井は大きな瞳で、私をまっすぐ見据える。

　すごくよくわかる、その気持ち。私も同じ気持ちになったことがあるから。

　奏さんの姿が脳裏に浮かぶ。

　口が悪くて、仕事でははっきり言って鬼だけど、自分だけでは知り得なかった景色を見せてくれた。自己中心的……言い方を変えれば、自分の信念を貫く強さを持った奏さん。また、少し天然なところもご愛あい嬌きょう。

　まっすぐ背筋が伸びたその後ろ姿を、思い出す。

　そんな彼のそばに私はいたいのだ。桜井に抱く気持ちとはまったく別のものだと改めて自覚する。

「私は桜井が思っているような人間じゃない」

　両腕でグイッと桜井の身体を押し返す。

　そして、桜井が惹かれているのは私ではない。私というフィルターを通した奏さんだ。男同士であれば、恋心を抱くことはないだろうけど、私が同い年のうえに女だったから、尊敬の気持ちが恋愛感情へと繋がってしまったのだ。

「ごめんね、桜井」

　騙したみたいで、ひどく後ろめたい。ここで正直に、すべて話してしまいたい。

　だけど、それは秘密の同居人の正体をバラしてしまうことになる。

「……ちょっと焦りすぎたか」

　桜井はバツが悪そうに、ボソリと呟く。

「藤田は俺と付き合う気はない、ってわかった。〝今は〟だけど」

「はい？」

　私は首を傾げる。話がイマイチ伝わってなかったようだ。

「今日のところは大人しく帰る」

　私が戸惑っていると、桜井は私の手をギュッと握って通りのほうへと歩き始めた。

　私は黙ってあとをついていく。

　駅前まで来ると、桜井はタクシーを拾ってくれた。

「今日は電車で帰っちゃダメ。本当は送っていきたいけど、力づくでも変なことしちゃいそうだから、ひとりで帰って」

　私は顔を真っ赤にして、首を縦に振る。

「ひとまずは、よき同僚として、これからも俺をドキドキさせてね、藤田」

　桜井はニヤリといたずらっぽく笑う。

　その顔はやっぱり可愛くて、交際をお断りしたことを、少しだけ後悔してしまった私がいた。




　タクシーで帰宅し、私は家の玄関を開ける。

「ずいぶんお早いお帰りですね、紗英さん。午前さまですか？」

　奏さんが玄関先で腕を組み、仁王立ちで待ちかまえていた。

「まだ起きてたんですか？」

　私は素っ気ない態度で動揺を隠す。腕時計にチラリと目を落とすと、午前〇時をわずかに三分過ぎていた。

　面倒臭いことになりそうな予感がして、自分の部屋にそそくさと戻ろうとすると、すれ違いざまに腕をつかまれた。

　奏さんは身を屈め、私の首元に鼻を近づける。

「ななな…なんですか？　いきなり」

「アルコールの臭いに紛れて、男物の香水の香りがほのかにする」

　奏さんは私をギン！と睨みつける。

「お前、男と会ってたな。しかもその香りは桜井だ」

　警察犬か！

「こんな時間まで、移り香が残るようなことを桜井としてたのか」

「か、奏さんには関係ないでしょ」

　私は慌てて階段を上がり、部屋へと向かう。

「否定しないのか。俺のことが好きだと言っておいて、とっととほかの男のもとに行くとは、お前は本当に軽い女だな」

　奏さんは悪態をつきながら、あとをついてくる。

「フッた女がほかの男の人と何をしようが、勝手じゃないですか」

　私が部屋に入ろうとすると、奏さんはメガネを押し上げながら、部下に命令を下す軍曹のような毅然とした口調で言う。

「まず、その臭いを落とせ。とっとと風呂に入ってこい！」

「そりゃ、シャワーくらいは浴びますよ」

「今すぐ！　早く！」

　なんなのよ！　まったく！

　奏さんに急かされて、イラ立ちながらシャワーを浴びる。

　お風呂から上がって、酔い醒ましに水を飲もうとキッチンへ行くと、リビングのソファで奏さんが待ちかまえていた。

「なんですか？」

　私は冷蔵庫から取り出したミネラルウォーターを飲みながら、思いっ切り眉根を寄せた。

「紗英、こっちへ来い」

　奏さんはソファをポンポンと叩いている。〝ここに座れ〟ということらしい。

　アルコールでボンヤリした頭で反抗するのも面倒臭くなり、言われた通りに隣に腰を下ろす。

　奏さんは私の肩に手を回して、私の髪に顔をうずめた。突然のスキンシップに、身体がピクリと跳ねる。

「くすぐったい」

　鼻先が首筋に微かに触れて、私は身をよじる。

「うん、大丈夫。匂いはすっかり取れたな」

　奏さんは納得したように言う。

「お前、桜井と何してた」

　奏さんは肩に手を回したまま、私の顔をジッと覗き込む。

「別に何もしてません」

　私は奏さんの視線から逃れるように、思いっ切り顔を背そむける。

「じゃあ、どうして紗英からあいつの香りがしたんだ？」

　奏さんは不愉快そうに、目をスッと細めた。

　桜井に告白されたシーンが頭をよぎり、頬が紅潮する。

「まさか……身体を許したのか？」

「そんなわけないでしょ！」

「じゃあ、キスは？」

　ますます不機嫌そうな奏さんが唇にそっと触れると、私の身体は固まった。

「キスをしたのかと聞いている」

　私は首を小さく横に振る。

「奏さんには関係ないじゃないですか。フッた女の干渉はしないでください！」

「ヤダ」

　奏さんが、私を抱き寄せた。

　長い腕の中に閉じ込められて、私は身動きが取れなくなる。ふんわりと奏さんのコロンが香ると、それだけで私の胸は高鳴ってしまう。

　ああ……やっぱこれだ。これこれ。

　ちょっと嫌がっているような態度を取ってみたものの、あっという間に骨抜きにされた。私はくったりとして奏さんの胸にもたれかかり、腰に腕を回した。

「実は桜井に告られました」

「何!?」

　奏さんは、身体をピクリと痙攣させる。

「でも、お断りしてきました」

　奏さんは「そうか」と言って、「よしよし」と私の頭を優しく撫でる。

「だって桜井は私じゃなくて、奏さんに恋していたみたいなんです」

「全く意味がわからないうえに、気色悪い」

「奏さんは皆にモテモテなんですね。性格悪いのに」

　奏さんの胸に顔をうずめたまま、私はクスリと笑う。

「紗英も俺のことが好きなんだろ？」

　奏さんは、顔の見える位置まで身体を引き離すと、私の頬に手を添えて上を向かせる。

「私は極Ｍ女子かもしれません」

　私の回答に、奏さんは顔をほころばせた。

「じゃあ、ほかの男に身体を触らせるな。ふたりで出かけるな。見るな」

　奏さんの茶色い瞳が、私をまっすぐに見据える。

　私のことを好きじゃないくせに、自分のことは好きでいろってこと？　なんて自己中心的な男。最低だ。……だけど、私の心はこの人を求めてやまない。

「心配しなくたって、あなたに夢中ですよ。性悪メガネ」

「桜井とのことに上書きする」

　奏さんは私の顔に両手を添えて、唇を塞いだ。

　最近、覚えてきてしまった奏さんとのキス。もう、この感覚の上書きは、一生誰にもできないかもしれない。そう思うと涙が出てきた。










10．兄の気持ち［奏ＳＩＤＥ］




　タクシーが家の前に到着し、俺はトランクからスーツケースを引っ張り出した。

　三年ぶりの我が家。

　夏の湿気がわずかに残ったぬるい空気を吸い込んで、深呼吸する。

　どこかの家から夕食を用意している匂いがほのかに漂ってくる。

　腹が減ったな……。

　家に入ろうとすると、灯りがついていた。

　留守中、この家に住んでいた妹の歩は、男と住むとかで少し前に出ていったはずだが……。もしかしたら予定が変更になって、まだ家にいるのかもしれない。

　玄関のドアを開けると、女物の靴が置かれており、家に上がるとふんわり甘い香りがした。

　灯りがついていた奥の和室へ行ってみると、ゴロリと畳の上に横たわり、ぐーすか眠っている妹の姿を発見した。

　ずいぶんだらしないな……俺は眉をひそめる。

「歩」

　声をかけるが、妹はピクリとも動かない。爆睡しているようだ。

　そばまで近づいたところで、俺はある異変に気がついた。

　焦げ茶のロングヘアに長い睫毛。唇はふっくらしていて、いかにも柔らかそうだ。

　タンクトップと短パンから、スラリと伸びた肢体を投げ出して眠っている。

　……妹ってこんな顔だったか？

　もしかしたら、三年の間にイメチェンしたのかもしれない。

「おい、起きろ」

　声をかけると瞼が何度か痙攣し、ゆっくりと目が開く。

　俺とバチリと目が合った瞬間、彼女は慌てて飛び起きた。目をまん丸にして俺を凝視している。

　……妹じゃない。誰だ？　この女は。

　猫のような切れ長の吊り目に漆黒の瞳、口元の小さなホクロがなかなか色っぽい。大きくないものの、ふっくらと丸みを帯びたバストに、ほっそりとした太もも。滑らかそうな白い肌には、思わず触れてみたくなる。

「あなたは誰？」

　俺の邪よこしまな思考を見抜いたかのように、その瞳には不審感がありありと浮かんでいる。

「お前こそ誰だ？」

　どうやら、俺の留守中にノラ猫が迷い込んだようだ。




　ノラ猫の名は、紗英というらしい。火事で家が焼けて、この家に住み着いたそうだ。

　しかし、残念ながら俺は猫が嫌いである。

「そんな！　殺生な！」

　追っ払おうとすると、紗英は悲壮感を漂わせ、目を大きく見開いた。パッと見は色っぽくていい女だと思ったが、口を開くと台無しだ。

　不意に、ポケットに入れたスマートフォンが振動する。開いてみると、妹からメールが届いていた。

【おかえりなさい。プレゼントは気に入ってもらえた？】

　テーブルの向かいに座った紗英は、チラチラと俺の様子を窺っている。

　勝気そうに見えるだけに、その不安そうな表情に嗜虐心がそそられる。俺は【悪くない】とひと言だけ返信した。気まぐれで猫を飼ってみようと思った。仕事が忙しくて家のことに手をつけられそうもなく、どのみち家政婦を雇うつもりだったので都合がいい。




　玄関のドアを開けると、待ちかまえていたかのようにリビングから紗英が姿を現す。

「おかえりなさい」

　俺の姿を見て嬉しそうに頬を緩ませ、出迎えてくれる姿にホッとして癒やされる。こんなありきたりなことを思ってしまうなんて、俺もずいぶん疲れているに違いない。

「ただいま」

　ひとり暮らしが長かったせいか、このセリフを言うのは、少し照れ臭い。

「食事、用意しますね」と言って、紗英は小走りでパタパタとキッチンに向かう。

　茶色い髪をふんわりと結い上げた、エプロン姿の紗英は悪くない……どころか、そそられるものがある。

　後ろを振り返った時に覗く白いうなじに、目を奪われる。

　……うなじを見て喜んでいるなんて、中学生以下だな、俺は。

　好みの女と、ひとつ屋根の下で暮らしているのに手を出せないとは、奔放な独身生活を送ってきた俺にとっては、拷ごう問もんに近しいものがある。

「今日はグラタンです」

　紗英がトレイに料理を載せて運んできた。

　仕事が比較的早く終わった日は、紗英が晩酌をしながら俺の夕飯に付き合うのが、目下の習慣になりつつある。

「今日のお昼は何を食べたんですか？」

「誰かがコンビニで買ってきた甘いパン」

「そんなんじゃダメです！」

　紗英は真剣な表情で、俺を見つめてくる。アルコールでほんのり赤くなった頬が可愛らしい。

「食べに行くのも買いに行くのも、面倒臭いんだ」

　紗英は呆れ顔でため息をつく。

「明日から、お弁当作りますね」

　職場で手作りの弁当……勘弁してくれ。好奇に満ちた目で見られるところを想像しただけでゾッとする。

「いらない」

「ええー、いいじゃないですか、愛妻弁当！」

「冷やかされるに決まってる。そもそもお前は俺の愛妻じゃない」

　紗英はツッコまれてハッとし、耳まで赤くする。

「そ、そういうつもりで言ったわけじゃありません」

　じゃあ、どういうつもりで言ったんだ？　なんて問い詰めたいところだけど、自分で自分の首を絞めることになるのでやめておこう。

　真っ赤になりながら羞恥を孕はらんだ目でうろたえる紗英を想像すると、ちょっとだけ興奮した。

　……末期だ。紗英に夢中になってしまわないよう、わざと素っ気なく接してきたが、時折、制御が利かなくなる。このままじゃ、理性に負けて紗英を押し倒す日はそう遠くない。どうにかしないとな。

　グラタンを食べながら、俺は小さくため息をつく。

　お互い独身だし、恋愛は自由の身だ。通常だったら、どんな手を使ってでも紗英を口説き落として、今頃はとっくに自分のものにしていただろう。

　今晩も早々にベッドへ連れ込んで、ひと晩中可愛がっていたに違いない。

　だけど、俺にはそうもいかない事情が、ある。




　帰国してから二ヶ月ほど経った頃に、ついに本家から呼び出しがかかった。

　逃げ続けることなんてできるわけがない、か。

　白壁が敷地を覆った日本家屋の前で、車を停める。目的地に到着すると、気分が一層憂鬱になる。

　日本に帰ってきてから初めて、母方である荻原家の本家に顔を出す。

　車を降りて、外門の呼び鈴を鳴らすと、ジジイ付きの秘書である新あら巻まきが姿を現した。年の頃は俺とさほど変わらないだろう。

　休日なのにキチッとスーツを着こなして、髪は一糸の乱れもなく、七三に分けられている。相変わらずクソ真面目で、面白味のないヤツだ。

「奏さん、ご無沙汰しております。中で会長がお待ちです。皆さまはすでに到着されておりますので」

　新巻はチクリと嫌味を言ってくる。

　俺が一番最後ということか。

　使用人に車の鍵を預けると、中庭を通り抜けて久しぶりに本家へ足を踏み入れる。

「奏、遅かったじゃない。お祖じ父いさまが奥でお待ちよ」

　和服に身を包んだ母親が、俺を出迎える。

　今日も面倒臭いことを、ぐちぐちと長ったらしく言われるに違いない。

　俺は重い足取りで、リビングへと向かう。

「久しぶりだな、奏。立ち話もなんだから、座ってお茶でも飲みなさい」

　窓際のソファに座り、パイプをゆったり燻くゆらせながら、ジジイは穏やかな笑顔で声をかけてくる。

　俺はソファに座っている妹の歩の隣に腰を下ろす。

　若くてなかなか可愛い使用人が、ティーカップに入った紅茶を出してくれた。

「奏も来たことだし、そろそろ始めようか」

　ジジイのメガネの奥の瞳が、ギラリと光った。

　御前会議の始まりだ。

　本日の出席者は議長であるジジイ、母親、母親の妹である佐さ知ち子こ叔お母ばさん、妹の歩、従弟いとこの一かず馬ま、俺、以上。

　ジジイは俺の母方の祖父に当たるため、婿の父は肩身が狭いのか、はたまた議題に興味がないのか、出張を理由に欠席した。

「知っての通り、佐知子の婿である隆たかしくんが他界してから三年が経過した」

　完全に女性優勢の空気の中、ジジイがゆっくり口火を切る。

「私もこの頃は体力の限界を感じてきだした。そろそろ、誰かにあとをゆずりたいと考えている」

　ジジイをはじめとしたこの場にいる全員が、俺へと一斉に視線を向けた。

　もともとは、隆叔お父じさんがジジイのあとを継ぐはずだったが、三年前脳のう溢いっ血けつで呆気なくこの世を去った。叔父夫婦はなかなか子宝に恵まれず、歳を取ってようやく授かった一ひと粒つぶ種だねの一馬はまだ十歳である。

　一方、俺の父親は某大学の教授をしており、偏屈な研究オタクで人付き合いは自他ともに認めるほど大嫌いだ。頭はものすごくいいが性格的に問題があるため、ジジイも父親に関しては、はなから候補に入れていない。

　そのため、孫である俺に白羽の矢が立った、というわけだ。

　しかしながら、俺は自分で決めた道を自分で歩いていきたいし、そのための努力は惜しまなかった。この期に及んで、跡取りの重圧を押しつけられるなんてまっぴらごめんだ。

「俊くんはどうだ？　なかなか優秀らしいじゃないか」

　さりげなく歩の婚約者である俊くんを薦める。

「確かに。三十そこそこで起業し、従業員二百名を超える企業に成長させた手腕は、たいしたもんだ」

　ジジイも、もっともらしく頷く。

「ちょっと待ってよ！」

　歩は眉を吊り上げる。

「俊くんは自分の会社があるんだから、お祖父さまのあとを継ぐのは無理よ！」

「誰かに経営権を譲渡すればいい。会社の資産価値からすれば、まとまった金も入るぞ？　なんなら俺がお膳立てしてやってもいい」

　歩はキッと反抗的な目で、俺を睨みつけた。

「俊くんが自分で起こした会社を、誰かに売るわけないじゃない！　どう考えたって、後継ぎはお兄ちゃんでしょ!?」

　女性陣は「そーだ、そーだ！」「いい加減、腹をくくれ！」とヤジを飛ばし、歩を援護する。

　俺は「ああ！」と言って、額に手を当てた。

「残念ながら俺は独身だ！　これじゃ、ジジイのポリシーに反するな」

　最後の切り札を出して、俺はニヤリとほくそ笑む。

　なぜかジジイは『後継ぎは一家を養う主でなければならない』という、妙な信念を抱いている。

　そのため会社を継ぐ気のない俺は、今日まで頑かたくなに独身主義を貫いてきた。

「あとを継いでからでも、結婚なんていっくらでもできるじゃない！」

　佐知子叔母さんは紙袋からゴソゴソとお見合い写真を取り出し、テーブルの上にズラリと並べた。

「下は二十歳から上は四十歳、職業も女医さんから家事手伝いまで、様々なお嬢さんたちをラインナップしてあるわ」

「俺は結婚という制度に全く興味がないから、見合いをするつもりはない」

　苦し紛れに抵抗すると、歩が凄みを利かせたニッコリ笑顔で口を開いた。

「お見合いなんかしなくても、お兄ちゃん、今女の人と一緒に住んでいるじゃない」

「ええ!?」と辺りが一斉にザワつく。

「しかも私の同期なの。お祖父さまも知ってるでしょ？　藤田紗英」

　歩はニッコリと艶やかな笑みを浮かべる。

　ジジイの目が、一気にキラキラと輝きだした。

「この間、経営会議で発表してた女子か？」

「しかも、エレベーターでも会ったじゃなーい」

「おお、おお」と言って、ジジイは感慨深そうに何度も大きく頷いた。

「あら！　奏！　あなたいつの間に同棲なんて。あちらのご両親にはちゃんと挨拶してるの？」

　母親までこんなことを言いだす始末。

　……最悪だ。

　俺はプルプル震えながら妹へ、鋭い視線を向ける。

「お前……最初からそのつもりだったんだな。自分が後継者問題に巻き込まれたくないもんだから、紗英と引き合わせたのか!?」

　俺は小声で歩に抗議する。

「あら、人聞きの悪いこと言わないで。ハイスペックな自慢の兄を紹介しただけじゃない。紗英にとっても、悪い話じゃないと思うけど」

　歩は自信たっぷりに、不敵な笑みを浮かべた。

「藤田紗英とは付き合っていない！　指一本触れてない、クリーンな関係だ！」

「ホント!?　指一本触れてない？　誓える？」

「……う、うん」

　ジッと見つめてくる歩を前に、後ろめたさから、ついトーンダウンしてしまう。

　俺は憎からず、紗英のことを想っている。

　だけど、ただ可愛いから、という理由で関係を持つには彼女は近すぎる存在だ。仕事も一緒にしているし、なんといっても歩の同期であり、友人でもある。

　俺と紗英が付き合う、なんてことになったら確実にジジイが黙っちゃいない。力技で即結婚の流れに持っていこうとするだろう。

　だから、きちんと将来を見据えられるまでは、紗英に自分の気持ちを打ち明ける気も、行動に移すつもりもない。

　そう思っていたのだが……紗英にキスしてしまったのは、俺も完璧ではないから。人間だからな。

「ダメよぉ、奏。ちゃんとあちらのご両親に挨拶しとかないとー。藤田さんもうちに連れてきなさい」

　母親は完全に〝黒〟だと判断したようだ。

「美人だし、元気がよくていい子じゃないか。紗英ちゃんは」

　ジジイもすっかりその気になって、結婚の話を進めようとしている。佐知子叔母さんもそそくさとお見合い写真を片づけ始めた。

「それで、いつからうちに来られるんだ？　奏？」

　これで俺の最後の砦とりでは崩された。




　御前会議が終了すると、今後のことについて話し合うため、ジジイと新巻と三人で食事に行く。

　外車に乗って向かった先は、新しん橋ばしのガード下にある小汚い焼き鳥屋だった。

　新巻が生ビールを三人分オーダーする。

「それで腹はくくったか？　奏」

　ジジイは運ばれてきたビールに早速、口をつける。

「くくれていない」

　俺は生ビールをグビッとひと口飲んだ。

「自由に生きていきたい、なんていって、その本心はトップに立つ重圧を背負いたくないだけだろ？」

　ジジイは俺の反応を窺うよう、チラリと視線を向けてくる。

『違う、そんなことない』と、即座に言い返すことができなかった。

　ジジイは俺の胸の内を見透かしたように、ニヤリと笑う。

「社内に優秀な社員はそこそこいます。しかし、会長は奏さんが後継ぎになることを望まれています。なぜだかわかりますか？」

　新巻が感情の全くこもっていない、平坦な口調で言う。

「俺が群を抜いて超優秀だからだろ」

「そうですね」

　おいおい、そこはツッコむところだろ、新巻。

「奏さんの経歴はすべて調べさせていただきました。顧客サービスの強化と経営改善をはかった海かい陽よう社しゃのプロジェクトは称賛に値すべき成果でした。……海陽社が我が社の競合でなければ、の話ですが」

「敵に塩を送るような真似をしてくれたな、奏」

　ジジイの口元は笑っているが、目は冷ややかだ。

　新巻め、余計なことを言いやがって……。

　俺はごまかすように、ビールに口をつける。

「私は何も、血縁関係だけであとを継いでほしいと言ってるんじゃない。隆くんが生きていても、私はお前を選んでいたかもしれない」

　ジジイがポケットから煙草たばこを取り出すと、新巻がキャバ嬢のごとく、すかさず火をつける。

「常識に囚われない変わり者……お前は俺にそっくりだ」

　ジジイはゆっくりと煙草の煙を燻らせながら、目元を和らげた。

「俺は煙草は吸わない」

「そうだなぁ」と呑気に呟き、ジジイはビールをひと口飲む。

「半年……あと半年だけ待ってくれないか？　実績を作りたいんだ」

「実績？」

　ジジイは眉根を寄せて聞き返す。

「Ｐ＆Ｃ社の社員も役員連中も、きっとジジイが何を言ったところで、結局血を分けた孫にゆずりたくなったと思うに違いない。俺への風当たりが強いのは、目に見えている」

　その点はジジイと新巻も否定できないようで、俺の意見に反論しない。

「今、手がけているウェブサイト再構築案件には、俺もコンサルタントとして携わっている。そこで収益を上げられるビジネスモデルを確立して、手土産を持参したうえで会社に入りたいんだ」

　ジジイは「なるほど」と言って、もっともらしく頷くと、考え込むポーズを取る。とんだたぬきジジイだ。

「うちの会社にコンサルタントを依頼したのだって、そのためだったんだろ？　ご丁寧に俺を指名までしてくれて」

「バレてたか」

　ジジイは、ふてぶてしい笑みを浮かべる。

「お前の言う通り、半年待とう。ただし……」

　ジジイは言葉を繋ぐ。

「その間に藤田さんにもきちんとプロポーズをして、結婚の手はずを整えておけよ」

　出た……ジジイの妙なポリシーが。

「お前が行動しないなら、こちらから手を回してもいいんだがなぁ」

　ジジイはのんびりした口調で言うものの、その瞳は狡こう猾かつにキラリと光る。

　これは……脅迫だ。

「紗英はプロジェクトに必要な人間だ。俺と結婚して、今仕事を辞めさせるわけにはいかない」

　ジジイは目を細めて、何やら思案している様子だ。

「うちに嫁に来るなら、ただの綺麗なお嬢さんでいるよりも、ある程度実績を作ってもらったほうがいいかもしれない」

　ジジイは思考を巡らせるよう顎に手を置き、目を細めながら言う。

　こういう結婚すらも、打算で進めようとするところが曲くせ者ものだ。

「では、お前の結婚についても半年後に話を進めるとしよう。それまでは、迂闊に紗英ちゃんに手を出すんじゃないぞ。我が家の沽こ券けんに関わるからな」

　ジジイはしれっと釘を刺す。

「俺は荻原家ではなく、羽瀬家の人間だ」

「手を出せば、即結婚。その場合、話は私が進める」

　反論したものの、無視される。ジジイは本気だ。

「わかった」

　俺はあっさりと了承する。どの道、俺は今、紗英に手を出すつもりはない。

　すると、「あの……」と遠慮がちに新巻が口を挟む。

「おふたりは結婚前提でお話を進められていますが、そもそも、藤田さんは奏さんと結婚する気があるのでしょうか？」

　俺とジジイはごもっともな指摘を受けて、口をポカンと開けたまま、ハニワのように固まった。




　こうして、紗英の気持ちは全く無視されたまま、俺の後継ぎ問題は決着がついた。

　紗英も桜井に好意を抱いているかと思う節が何度かあったが、なんだかんだ言って俺に気があるようだ。

　目に涙を浮かべ想いを告げられた時は、さすがに俺の鉄の理性も揺らぎそうになった。紳士的な態度を取った自分を褒めてやりたい。

　そのうえ紗英は情け深い性格なので、俺が突然プロポーズしたとしても、きっと受け入れてくれるだろう。

　そもそも俺がこうなったのは、紗英が家に転がり込んできたからだ。その責任は取ってもらう。

　……しかし、そんな考えは甘かったと思い知らされることになる。




　三週間後のクリスマスイブ――。

　色鮮やかなネオンに彩られた町。

　行き交う人々は、手にチキンやケーキの箱を持って、足早に家路につく。

　いつもより早めに仕事を終えた俺の手にも、紗英のお気に入りのタルトが入った箱が、しっかりと握られていた。

　今朝、クリスマスの話には特に触れていなかったが、プレゼントとタルトを渡したら、単純な紗英はきっと喜ぶに違いない。そのリアクションを思い浮かべると、頬が緩みそうになる。




　しかし、家の前まで来ると、いつも灯りがともっているはずの我が家が真っ暗だ。

　不思議に思いながら、鍵を開けて家の中に入ると、いつもより空気が寒々しく感じられた。灯りをつけてリビングへ行くと、テーブルの上にプレゼントらしき物が置いてある。

　リボンをほどいて箱の中身を取り出すと、黒革の名刺ケースが入っていた。一緒に、カードもついている。

『Merryメリー X'masクリスマス!　今までいろいろありがとうございました。よかったら使ってください。紗英』

　何か嫌な予感がして、慌てて二階に駆け上がり、「紗英！」と呼びながら彼女の部屋のドアを叩く。

　なんの反応もないので、恐る恐るドアを開けると、部屋の中は空っぽだった。

　どういうことだ……？

　スマートフォンを取り出して、メールと着信をチェックしてみるが、紗英からの連絡はない。

　液晶ディスプレイの端っこに表示された、十二月二十四日という日付を見て、俺はハッとする。

　賃貸契約を結んだ日から、ちょうど三ヶ月が経っていた。

　突然、紗英がいなくなり、呆然と立ち尽くす。

　確かに、期限を決めたのは俺だ。だけど、何も言わずに出ていくヤツがいるか。非常識にもほどがある。一体、あの女は何を考えているんだ。

　俺はイラ立ちながら、紗英のスマートフォンに電話をかける。

　しかし、その行動を事前に見抜いていたかのように、一向に繋がらない。

「お客さまのおかけになった電話番号は――」

　何度かけても、機械の無機質なアナウンスが繰り返し流れるだけだった。

「逃げられると思ってんのか、紗英」

　まぁ、いい。どうせ仕事で嫌でも顔を合わせることになる。時が来れば、どこへ行っても連れ戻すまでだ。たとえ半年の間に、ほかの誰かとスピード結婚したって、スピード離婚させてやる。

　今は好きなようにすればいい。




「へぇ、出てっちゃったんだ、紗英ちゃん。残念だったね」

　優梨奈は、大きな目をさらに大きく見開いた。

「別に残念でもなんでもない。いずれ、一緒にいられる時期が来る」

　久しぶりに、優梨奈の家に夕飯を食べに来た。

　現在、優梨奈は赤坂にあるペントハウスに、妹とその彼氏と三人で暮らしている。

　紗英との約束を破ったことになるけど、家出したあいつが悪い。

「紗英ちゃんには、きちんと話したの？　私たちのこと」

　優梨奈がさりげなく尋ねてくるが、俺は無言で豚の角煮をつつく。

　何も話していないことを見抜いた優梨奈は、『呆れた』というように大きくため息をつく。

　帰国して、久しぶりに食事に誘われてこの家を訪れてから、ちょくちょく泊まりに来るようになった。

　とはいっても、再会してから彼女と男女の仲になったことは一度もない。俺の職場の近くということもあり、仕事が遅くなった時に、ひと晩部屋を借りて食事をごちそうになるだけだ。あとは、紗英の顔を見たくない時にも。

　うざったいわけではない。むしろ愛おしいとさえ思っている。

　疲れている時や落ち込んだ時はもちろん、逆に気分が高揚している時にも紗英がそばにいると、今すぐに付き合えない以上、困ることがあるのだ……その、生理的に。

　優梨奈には、一宿一飯の恩義をきちんと支払うようにしている。優梨奈は「いらない」と言ったけど、俺たちの間に一線を引くためのけじめなので、俺は頑なにゆずらなかった。しかし結局は、優梨奈に気を持たせていたのだから、あまり効果はなかったわけだが……。

　やはりモテる男は大変だ。

「お久しぶりですね、奏さん」

　優梨奈の妹である可か憐れんがキッチンに姿を現して、ニコリと微笑みながら食卓につく。

「うぃーっす」

　そのあとから、アホそうだが下へ手たなアイドルより整った顔をした、可憐の彼氏がついてくる。アホな彼氏は完全に可憐のヒモだけど、番犬くらいにはなっているのだろう。

　そして、もうひとり。

「ミャア」と鳴き声がして、俺の足に優梨奈の愛あい猫びょうである茶トラ柄の花はな子こがすり寄ってきた。優梨奈はジャパニーズ・ボブテイルと主張しているが、俺にはそこら辺にいる猫と同じに見える。

　花子はひらりと華麗にジャンプして、俺の膝に乗っかる。俺の膝をチェックするように前足で踏み慣らしたあとに、クルリと回転して俺の膝に丸くうずくまる。

「花子は、奏が大好きなのねぇ」

　優梨奈はクスリと微笑んだ。

「新居のマンションはペット禁止なのよね。それに彼は猫アレルギーだし」

　優梨奈は小さくため息をついた。

「じゃあ、ここに置いていくのか？」

　優梨奈は小さく首を振ってから、意味深な様子で俺にニッコリ笑いかけてきた。

「それが、可憐たちはズボラだから、ちゃんと世話できないだろうって心配してるの。できれば、きちんと飼ってくれる人に引き取ってもらいたいのよ。マンション暮らしでもなくて、猫アレルギーもなくて、花子を大事にしてくれる優しい人が、どこかにいないかしらねぇ」

　可憐はバツが悪そうに苦笑いし、膝に乗っかった花子も「ミャア」と鳴いて、俺を見上げる。

「俺は仕事が忙しいから、面倒を見ることはできない」

「あら、紗英ちゃんに戻ってきてもらえばいいじゃない」

　優梨奈は事もなげに言う。

　誰のせいで、こんな事態になったと思ってんだ。少し苦々しい気持ちになる。

「お前こそ、結婚式の準備はうまくいってんのか？」

「おかげさまで。ブライダルサロンの一件で、私たちの仲はより深まったわ」

　優梨奈は、ウフンとのろけた笑みを浮かべる。

　婚約者は親が決めた相手で、いわゆる政略結婚っていうやつらしい。

　相手は優梨奈にひと目会った瞬間から、恋に落ちたそうだ。

　しかし、優梨奈は親の決めた相手と一緒になることに納得できずに、最初は婚約者を毛嫌いしていた。今、考えれば俺に気持ちが向いていたのは、そんな反発心があってのことだったのかもしれない。

　しかし、男女の仲とは不思議なもので、紆う余よ曲きょく折せつを経て、今ではうまくいっているようだ。

「やっぱり思うのよ。女は自分を愛してくれる男と一緒になってこそ、幸せになれるんだなって」

　優梨奈はふう、と物憂げなため息をつく。その横顔はやっぱり綺麗で、さすが俺が惚れた女だけはある。

「紗英ちゃんは奏と一緒になったら、大変でしょうねぇ」

　優梨奈はスッと目を細めて、俺に非難の目を向ける。

「どうしてだ？　その理論でいけば、紗英は俺と一緒にいれば幸せになれるだろ」

　優梨奈と可憐は、顔を真っ赤にして俺を見た。

「奏さんがノロケると、とんでもない破壊力ですね」

　可憐はほう、とため息をつく。

「今さらながら、ムカつくわ」

　優梨奈は鼻の頭にシワを寄せた。

　優梨奈は来月には新居に引っ越すそうだ。

　いつも温かくもてなしてくれたこの家とも、今日でお別れだと思うと、少し寂しくなる。

「うちの子になるか？」

　膝の上の花子に話しかける。

　花子は返事をするように、「ミャア」と小さく鳴いた。










11．兄のいない場所




「今日はオールナイトで飲み明かすんだあ！」

　ゆうぽんが主催してくれた合コンの帰り道、飲みすぎた私は渋しぶ谷やのスクランブル交差点のど真ん中で叫び声をあげた。

「いい加減にしてください、藤田さん。明日、午前中からミーティング入ってるの、忘れていませんよね？」

　おっと……今日はまだ木曜であった。

　ミーティングという単語を聞いて、すうっと酔いが醒さめていく。

「来週から正月休みに入るんですから、二日酔いで会社休んだりしないでくださいよ」

　五つも年下のゆうぽんに諭さとされて、私は頭を下げ、「はい」と小さく返事をする。

　そんな私を見て、ゆうぽんはため息をついた。

「だから桜井さんと付き合っておけば、よかったんじゃないっすか？　カッコつけるからこんな荒れるハメになるんですよ。行きますよ」

　そう言って、ゆうぽんは私の腕に自分の腕を絡ませ、強引に駅のほうへと引っ張っていく。

「家もない！　男もいない！　お金もない！」

　人が行き交う渋谷の街で叫ぶと、すれ違う人たちがビクリと身体を震わせて、こちらを振り向く。

「結局、また振り出しにもどっちゃった」

　ゆうぽんは絡ませた腕に、ギュッと力を込める。

「もっといい人に出会いますよ」

「奏さんほどのイケメンは、そうそういないよ!?　それに仕事できるし、背も高いし、ちょっと天然で可愛いとこがあって、いい匂いするし！」

「でも藤田さんのよさがわからないなら、たいした男じゃないっすよ」

　ゆうぽんはクールに言ってのける。

「……ゆうぽんが男だったら、今惚れてた」

「気色悪いこと言わないでください」

　ゆうぽんは老人介護のように、私を引っ張って渋谷駅へと連れていってくれる。

　私と一緒に帰っちゃってよかったのかな。もしかしたら、気になる男の子だっていたかもしれないのに。

　彼女の優しさが胸にジンと染みて、少し救われた気がした。




　渋谷から、私鉄を二本乗り継いで三十分ほどの距離にある駅に着くと、そのまま赤い自転車に乗ってマンションに到着した。

　マンション、といっても築三十年の古い建物だ。

　私と同じ歳だけど……。

　造りは鉄筋であるものの、ところどころグレーの外壁がはがれ落ちている。四階建てなのにエレベーターも設置されておらず、私の部屋は四階だ。

　息を切らせてようやく階段をのぼり切り、重いドアを開ける。

　家財道具はほとんどない、ガランとした部屋で、寂しさもひとしおだ。間取りは単身者用の１Ｋで、和室。しかし日当たりはよく、古い分、家賃もお安いので文句は言えない。

　敷金礼金を支払い、必要最低限の家具を一式買い揃えたら、貯金は残りわずかになってしまった。

　そのうえ、奏さんのもとから離れた今の私は無気力で、何かを選んで購入するという行為自体が億劫になっている。

　備えつけのエアコンをつけて、部屋着に着替えると畳にゴロリと寝っ転がる。

　合コンは楽しかったけど、なぁんの収穫もなし。そもそも、奏さんが基準となってしまった今、それ以上に好きになれる人なんてそうそういない。

　報われない想いがつらすぎて、私はあの家から逃げた。

　奏さんのそばにいても自分の想いは受け入れてもらえない。だったら、なんでキスなんてしたの？って、文句を言いたいところだけど、それでも嫌いにはなれなくて。奏さんの近くにいる限り、ほかの誰かを見ることもきっとできない。

　あのまま一緒にいたら、ドロッドロの鬱屈した思いがたまっていって、奏さんがほかの女性と結婚！なんてなった日には、私は彼を刺してしまうかもしれない。結構本気で。

『アラサーＯＬの歪ゆがんだ恋情！　エリート同居人を刺殺！』

　三面記事の小見出しを妄想した時、恐ろしくなって不動産屋へ駆け込んだ。奏さんのもとを離れたら、少しでも前に進めると思ったけど、今は寂しくて仕方ない。

　ゴロリと寝返りを打つと、目から涙が溢れて畳に染みを作る。

　今すぐにでもあの家に戻って奏さんに抱きつきたくなった私は、ドレッサーの上に置かれた小瓶を手に取る。蓋を開けると、上品な柑橘系の香りがふんわりとした。

　奏さんの香り。デパートのコスメフロアを通りがかった時に、偶然この香水に出会った。火事貧乏のうえに引っ越し貧乏で、ブランドコスメなんて手が出せなかったくせに、無意識に翌月一回払いでカードを切っていた。

　奏さんに会いたくてたまらなくなると、私はこの香水を嗅かいで寂しさを紛らわす。

　……はっきり言って変態行為だ。奏さんが知ったらドン引くだろう。

　だけど奏さんが近くにいるみたいで、不思議と気持ちが安らいでいく。いい具合に部屋が暖かくなってきて、私はうとうとと目を閉じる。

「かなでしゃん……」

　小さく名前を呟いて、私は眠りに落ちていった。




　そして翌日。

「では先日のコンペの結果、サイトデザインについてはアークデザインに決定、ということでよろしいでしょうか」

　小泉青年が爽やかな笑顔で尋ねる。

「はい、そちらでお願いします」

　最近では、システム班とデザイン班に分かれて打ち合わせをするため、奏さんと仕事で顔を合わせることはない。

　私が家を出ていってから、顔を見るどころか、電話で話すこともなかった。奏さんは私がいなくなってせいせいしているのかもしれない。

　そう思うと、ちょっと胸が苦しくなる。

「次回からデザイナーを含めて、サイトデザインについて検討していきましょう」

「わかりました」

　次回のミーティングの日取りを決めて、本日の打ち合わせは終了。

　山下と一緒に小泉青年を見送りに行くと、エレベーターホールでシステム班と鉢合わせする。

　スラリとした長身に、仕立てのよいチャコールグレーのスーツ。茶色い髪をふんわりと後ろに流した奏さんの姿がそこにあった。

　奏さんも私たちに気がついたようで、互いに小さく会釈する。

『うわーん！　会いたかったよー！』と言って、腰にしがみつきたい衝動に駆られるけど、ここは会社だ。落ち着け私。

「おい、藤田」

　桜井に声をかけられて我に返る。

「今日のミーティングで話してたんだけどさ……」

　私は奏さんに意識が持っていかれないよう、桜井の話に耳を傾ける。

　そうこうしているうちに、エレベーターが到着して扉が開いた。

「ではよろしくお願いします」

　私たちは頭を下げて、来客を見送った。

　束の間の再会。それだけで、私の胸はこんなにも高鳴っている。




　年明け早々、お得意先である都心のドラッグストアへ、当社の商品の売れ行きについて話を聞きに行く。

　チェーン展開しているドラッグストアの銀ぎん座ざ店に到着すると、店内は人でごった返し、かつてない盛況ぶりである。

　スペシャルセールか何かしているのだろうか……と思いながら店内に入っていくと、ある違和感に気づく。

　に、日本語じゃない？

　飛び交っているのは響きからすると、おそらく中国語だ。

　店の奥にあるレジまでようやく辿り着くと、松まつ本もと店長の姿を見つける。

「ごめん、藤田さん！　今、団体客入っちゃったから、ちょっと待っててくれる？」

「は、はい！」

　私は混雑した店の片隅に、所在なげに佇む。

　しかし、すごいな、外国人観光客。

　カゴに日用雑貨をてんこ盛りに詰め込んで、レジにズラリと列をなしている。これが噂の〝爆買い〟ってやつか。

　スマートフォンの画面に映るテレビ電話に向かって、中国語でまくし立てている若い女性は、我が社のヒット商品、『イソフラボーノ』を箱買いしている。これは、イソフラボン配合の化粧水である。

　しかしあんな大荷物、飛行機に乗る時どうすんだ？

　そこで私はハッと気がつく。

　今、日本製品は世界で注目されている、とテレビで見たことがあった。そういえばホテルで会った白人の観光客も、『プレミアムリッチコットン』を爆買いしていたことを思い出す。

「ごめん、ごめん、藤田さん、お待たせしちゃったね」

　考えを巡らせていると、松本店長に声をかけられた。

「最近、よくこんな風に、外国人観光客でごった返しているんですか？」

　団体客の波は引いたものの、店内にはまだ観光客とおぼしき人たちが多々見受けられる。

「そうなんだよ。最近は、日用品や化粧品を買いに来る観光客が増えてね。おかげさまで潤ってるよ」

　松本店長は、ガハハッと豪快に笑う。

　話を聞いて、いいアイデアを思いついた。

　……これだ！

「あの！　今のお話、すっごく参考になりました！　店長にインスピレーションをいただいて、ひらめいちゃったんで帰ります！」

　松本店長は「ええ!?」と目を大きく見開く。

「もういいの？」

「また近々来ます！」




　早く帰社して、思いついたアイデアをまとめたい。

　店を出ると、バッグからスマートフォンを取り出し、慌てて電話をかける。

『……はい、ウェルアンドカンパニーです』

　これが一流コンサルティングファームの対応か？と、耳を疑いたくなるほど無愛想な声。

　奏さんだ。咄嗟に、胸がキュンとしてしまった。

「あのＰ＆Ｃ社の藤田と申します。お世話になっております。小泉さんはいらっしゃいますか？」

『小泉はいません。外出中です』

　おっと、小泉青年は留守であった。

「じゃあ結――」

『結構です』と言いかけたが、『代わりにご用件を伺いましょうか？』と愛想のない口調で言われる。

「えぇ？　……いや、でも羽瀬さんにはわからないと思いますので、大丈夫です！」

　動揺のあまり、失礼な言い方になってしまった。

　奏さんは受話器の向こうで、しばし沈黙する。

『御社のプロジェクトを統括しているのは私です。むしろ、わからないほうが問題だと思いますけど？』

「じゃあ、あの、お伺いしますが、今からサイトの仕様を一部変更することは可能でしょうか？」

『……は？』

　奏さんはきっと受話器の向こうで、眉間に深いシワを寄せているに違いない。




　そして五時間後――。

　いったん会社に帰って資料をまとめた私は今、ガーデンシティのサウスタワーにいる。

　三十階にあるウェルアンドカンパニーに到着すると、私は受付嬢に言われるがまま自動ドアを通り抜けて、オフィスへと入っていく。

　入口付近はちょっとした打ち合わせスペースになっていた。ビルのワンフロアを使用したオフィスは白を基調にしており、クリーンで綺麗。大きな窓からは、柔らかな日がたっぷり差し込んでいる。

　ところどころに置かれているカラフルなソファは、インテリアのアクセントとなっており、外資系らしい遊び心のあるオシャレな雰囲気だ。

　しかも、外国人の姿が多く見受けられ、聞こえてくるのはほぼ英会話。

　所在なげに立っていると、奏さんがこちらへ向かって歩いてきた。

「藤田さん、こちらへ」

　ニコリと微笑んだ奏さんのあとをついていくと、来客用の応接室に通される。

　白に統一されたソファとローテーブル、壁にはポップアートの絵画が飾られている。

「おかけください」と促され、私は応接セットのソファに腰を下ろした。

　奏さんが後ろ手でドアを閉めると、久しぶりにふたりきりとなる。一面はガラス張りで、外からの見通しはよいものの、ものすごく緊張する。

　震える手を隠すように、膝の上でギュッと両手を握り合わせた。

「お久しぶりですね、藤田さん」

「ご、ご無沙汰してます」

　久しぶりに奏さんを真正面からみると、顔の輪郭が以前よりもシャープになった気がする。仕事に没頭していて、あまりご飯を食べていないのかもしれない。

　奏さんの茶色い瞳に見つめられると、ドキッとしてしまう。

「それで、ご用件とは？」

　しかし、感傷に浸る間もなく、サクッとビジネスライクに切り出された。

「ご相談したいのは、ウェブサイトの二次開発についてなんです。会長から宿題を出されていた」

「ああ」と奏さんは相槌を打つ。

「ウェブサイトを外国語で表示させて、海外のお客さまもご利用できるようにしたいんです」

「多言語コンテンツ、ですか」

　私はコックリ頷き、今日ドラッグストアで見聞きしたこと、ホテルで会った外国人観光客のことを話す。

「日本製品は安全で、品質がいいと世界でも高く評価されています。観光客にリピーターになっていただき、さらには日本に来たことがない方々にも、我が社の製品を利用していただけないかと思いまして」

　奏さんは顎に手を置いたまま、しばし考え込む。

「だけど、わざわざ日用雑貨を高い送料を払ってまで、購入するもんでしょうか」

　私はチッチと舌を鳴らして、人差し指を振る。

「我が社は海外にも拠点を置いていますし、工場もあります。それに、ビューティーコスメ部門もありますから、シリーズで展開しているコスメなんかも取り扱えば、セット売りで単価も上がります。一定金額以上購入された場合は、当社で送料を負担するといったサービスを導入してもいいかもしれません」

　奏さんは「ほう」と納得したように頷いた。

「至急、サイトの仕様変更については、小泉に確認させます。多言語サイトを作成すること自体は、たいした改修ではないと思いますが、システム以外の在庫管理や発送手配などの調整が大変になってくると思います」

「じゃあ……」と言って、私は奏さんに視線を向ける。

「いいんじゃないでしょうか。海外の人も利用できるオンラインサイト」

　やった！

　私は心の中でガッツポーズを作る。

「ただし」と言って、奏さんはメガネを人差し指でクイッと上げる。

「御社の方々を説得できれば、の話ですが」

　上等じゃない。私はフンと鼻を鳴らす。

「経営会議で説得してみせます。そして、追加の予算もきっちりいただいてきます」

「それは頼もしい」と言って、ニッコリと営業スマイルを浮かべた。

「では、また追って経過をご報告します」

　打ち合わせは、つつがなく終了する。

　なんというか……拍子抜け。黙って家を出たことをもっと責められるかと思った。『非常識にもほどがある！』とか言って。

　きちんと仕事の話ができてよかったけど……何かひと言あってもよかったのにな。

　奏さんの中では、私と一緒に過ごした日々は、すでになかったことになっているのだろうか。記憶から削除されてゴミ箱に入れられているのかも。

　そんなモヤッとした感情のまま小洒落たオフィスを出て、エレベーター前まで奏さんにお見送りされる。

　エレベーター到着のベルが鳴った。

「今日は突然押しかけて、申し訳ありませんでした」

「いえ」と言って、奏さんはメガネを人差し指で押し上げる。

　エレベーターの扉が開き、会釈をして乗り込もうとすると「紗英」と呼び止められた。私は驚いて振り向くと、奏さんは茶色い瞳でまっすぐに私を見据える。

「頑張れ。期待してる」

　名前で読んでくれた。

　それだけで、バカみたいに嬉しくなってしまう。

「頑張ります。だから見ていてください」

　奏さんは答える代わりに、目元を和らげた。営業スマイルじゃない、本当の笑顔だ。

　エレベーターの扉が閉まると、私の目から一気に涙が溢れた。

　奏さんは私のものにはなってくれない。キスもしてくれない。抱きしめてもくれない。だったら仕事を頑張ろう。そうすれば私を見ていてくれる。

　地上に降り立つと、涙を拭ってガーデンシティを見上げ、「よし！」とひとり気合を入れる。

　私はそのまま踵を返すと、地下鉄の駅へと向かった。あの寒々しい家に帰るのではなく、オフィスへ戻るために。




　深夜〇時。

「ブハァ！」

　自宅マンションの階段を四階までのぼり終え、家に入ると、おじさんのようなため息をつく。部屋は相変わらず寒々しいまま。

　だけど以前より寂しさは感じない。というか、寂しい、と感じるだけの余裕が今の私にはない。

　経営会議で『多言語サイト』の承認を得ることに見事成功してから、それに向けた準備も並行して行っているため、激務に追われる日々が続いている。朝から晩まで、社内外の打ち合わせがみっちりと詰まっており、脳は飽和状態だ。

　お風呂から上がると、濡れた髪の毛のままで畳に置かれたマットレスに、ドサリと倒れ込んだ。

　明日、朝一のミーティングで発表する資料に、目を通しておかないと。

　私はバッグからＡ４用紙の資料をゴソゴソと取り出した。マットレスの上に腹ばいの姿勢で寝転びながら読んでいると、大きな欠伸が出てしまう。修正箇所に赤入れしていると、途中で文字がぼやけてくる。瞼が徐々に下がってくると、赤ペンを握りしめたまま、私はマットレスに突っ伏した。

　奏さん、私、今めちゃくちゃ頑張ってます。だから私のこと、忘れないで。ちゃんと見ていてくださいね。

　そのまま意識を手放すと、泥のように眠った。










12．兄を射止めろ！




　そして、それから四ヶ月後の五月――。

「藤田さぁん！」

　山下が私のデスクに、バタバタと駆け寄ってくる。

「おめでとうございます！」

　山下は目をキラキラ輝かせている。

　ちょうどデータ作成に集中していたところだったので、「何よ」と言って、思い切り怪訝な表情を浮かべる。

「あれ、通達はご覧に？」

「なってねぇよ……」

「では、今見てください！　早く！」

「何なのよ」と文句を言いながら、私はパソコンのマウスをクリックして、社内通達のメールを開く。

　そこにはデカデカと、【社内賞受賞案件の発表】と表示されていた。

　まさか……！

　画面をスクロールすると、優秀賞の項目に【ウェブサイト再構築プロジェクト】と、はっきり明記されている。

「嘘!?」

　思わず声を張り上げて、山下のほうを振り返る。

「やりましたよ！　藤田さぁん！」

「やったな、やっちゃったよ、山下……」

　私たちのプロジェクトが……社内賞を取った。

　その直後に内線が鳴る。

　慌てて受話器を取ると、『やったなー！　藤田』と陽気な声が聞こえてきた。桜井だ。

「最優秀賞じゃなかったのが、不思議だったけどね」

　なんて動揺をひた隠して強がってみる。桜井は受話器の向こうで、『あはは』と声をあげて笑った。

　四月にリニューアルオープンした我が社のオンラインサイトは、順調に稼働している。

　すでに一ヶ月ほど経過したが、経営会議で取ってきた予算で、派手に広告を打った効果もあり、売上は当初の予定を大幅に上回る盛況ぶりだ。

　二次開発については、現在進行中。

　多言語コンテンツについてはまだリリースされてはいないけれど、それに向けた調整と準備は着々と整ってきている。目の回るような忙しさは相変わらず、だけど。

　そんな中での社内賞受賞が、関係者に大きな励みとなったことは間違いない。

『だからさ、まずは関係者を集めての祝賀会だな』

　優秀賞を取ったグループには、二十万円の報奨金が出る。そのお金で関係者へお礼をする、というのが我が社の伝統だ。

『とりあえず、外部はシステム会社、デザイン会社、もちろん羽瀬兄と小泉さんも呼ぶだろ』

　奏さんの名前が出て、心臓が大きく鳴る。

『社内は商品管理部と開発推進部、コスメ事業部の関係者も呼ぶか！』

　最後の部署は単に桜井が呼びたいだけだろう。はっきり言って、あまりお世話になっていない。

「それぞれ都合もあるだろうから、参加者は私たちのほかに、社内外合わせて二十人まで絞って。あとは桜井にお任せするよ」

『オッケー』

　桜井は自分の目論見がうまくいきそうで、ご機嫌な様子だ。

「お店は私も探してみるね」

『サンキュー！　よろしく頼むわ』

　気楽な感じで言われ、電話が切れた。

　ちゃっかりしてるんだから。

　私は小さくため息をつく。

　だけど、お祝いの会に奏さんが来るかもしれないと、心のどこかで期待しているんだから私も桜井のことを言えた義理ではない。自嘲ぎみに笑うと、そっと受話器を置いた。




　そして二週間後の金曜日――。

「カンパーイ！」

　満面の笑みを浮かべた桜井が、グラスを掲げた。

　本日は社内賞の祝賀会。会社近くにあるダイニングバーの二階を貸し切り、総勢三十名でお祝いだ。

　当初の予定からだいぶ多くなってしまったけど、桜井は忙しいさなか、参加者の招集だけでなく店も探してくれたので、目をつぶることにした。

　システム会社やデザイン会社の関係者に紛れて、奏さんの姿を発見する。今日も紺地のピンストライプのスーツを身にまとい、ため息が出るほど素敵。

　しかし、隣は同期の栞がちゃっかりキープしている。そのうえ、桜井が誘ったコスメ事業部の綺麗どころも、奏さんと小泉青年のもとに集中している。

「藤田さん、今から人でも刺しに行くような顔をしてないで、お酌しに行きましょう」

　私は、ゆうぽんが差し出した瓶ビールを受け取る。

　そんな恐ろしい顔をしていたのだろうか。

「あとで羽瀬さんのところに、お酌しに行けばいいじゃないですか」

　ゆうぽんは私の思考を見透かしたのか苦笑いを浮かべ、励ますように声をかける。

「そ、そうだね」

『これは仕事』と自分に言い聞かせ、なんとか気持ちを落ち着かせる。

　気を取り直して、お礼の言葉とともにお酌をして回った。




　……しかしながら、そうは問屋が卸さない。

「いやー、藤田さんと一緒に仕事ができてよかったです」

　気づけばシステム会社の、理系男子たちに取り囲まれていた。

　いい人たちなので、あまり素っ気ない態度は取りたくないけど、かれこれ一時間は拘束されている。この店は二時間で予約しているので、チャンスはあと四十分しかない。

　しびれを切らしたところで、ゆうぽんが瓶ビールを片手に私に近づいてきて、コソッと耳打ちする。

「ここは私に任せて、羽瀬さんのところに行ってきてください」

　私が視線を向けると、ゆうぽんは力強く頷いた。

　ゆうぽんと入れ替わるように、そそくさと席を外し、奏さんのもとへ向かおうとした……その時「藤田」と桜井に呼び止められる。

「ほら、お前も散々お世話になったんだから、デザイナーさんたちにお酌して」

「は、はい！」

　桜井は私に瓶ビールを押しつけると、自分は席を立って、コスメ事業部の綺麗どころが集う奏さんたちのテーブルへと、そそくさと移動してしまった。

　……逃げたな、あいつ。私は心の中で苦々しく舌打ちをする。

　そんなこんなで、しばらくデザイン会社の人たちを相手にしていると、店員がひょっこり姿を現し、「そろそろお時間でーす」と声をかけてきた。

　その瞬間、私の顔面に縦線が入ったのは、言うまでもない。




　店を出ると、「藤田！」と桜井が声をかけてきた。

「アークデザインの方々と一緒に、二次会に行くんだけど来るか？」

　桜井はウキウキした様子で尋ねる。

「疲れたから行かない」

　私がお断りすると、桜井はニコニコ笑い「そっかー！　残念！」と全然残念がっていない様子で言う。

　約半年前、私のことを好きだって言ったのを、この男は忘れているのだろうか？

「失恋の傷を癒やしてるんだから、大目に見て」

　桜井は身を屈め、私の耳元でボソリと呟く。戸惑う私に、桜井はクスリと微笑む。

「じゃあ、また来週」

　両手に花をはべらせて、桜井は二軒目の店のほうへ去っていった。あれは、当分落ち着く気はないかもしれない。

「帰りますか」

　ゆうぽんも二次会には行かないようなので、一緒に駅まで帰ることにした。

「羽瀬さんたちも二次会行ったんすかね」

「多分行ってないと思うけど」

　一次会が終わる寸前に、奏さんから『おめでとうございます』という他人行儀の挨拶をいただいたが、店から出ると神隠しにでもあったように姿をくらませていた。栞とコスメ事業部の女子たちも、躍起になって探していたが見つからなかった。

　結局、全然話せなかった。今日はメイクも髪もバッチリだったのにな……。やっぱり、人生思い通りにはいかない。

　落胆し、言葉少なめにゆうぽんと川沿いの遊歩道を歩く。さらりと乾いた初夏の風が、アルコールで火ほ照てった頬を撫でて心地よい。

　しばらく歩いていると、前方を歩く長身の男性ふたりの姿を発見する。

　私とゆうぽんは、思わず顔を見合わせた。

　小走りで男性たちのそばまで駆け寄っていくと、ふたりの会話が聞こえてきた。

「しかし、羽瀬さんが退職されてしまうのは、非常に残念です」

　小泉青年の話に我が耳を疑う。

　どういうこと？　退職って。

　私の心臓が激しく波打つ。

「最後の仕事のパートナーが小泉でよかったよ」

「それで、最終出社日はいつなんですか？」

「六月末だ」

　あと一ヶ月半しかない。あまりのショックに、クラリと目眩がする。

「奏さん、会社……辞めちゃうんですか？」

　私は無意識のうちに声をかけていた。

　奏さんと小泉青年は、身体をビクつかせてこちらに振り向いた。

「紗英、いつの間に……」

　奏さんは目を丸くしている。

「どういうことですか？」

　奏さんが退職したら、唯一の接点がなくなってしまう。私のことを見ててくれるって言ったのに。応援してくれるって言ったのに……。もう、それすらも望むことはできないの？

「私たちのプロジェクトを、途中で見放すつもりですか？」

　奏さんは無言のままうつむく。

「ああ！」

　ゆうぽんが突然、大声を張り上げる。

　私たちが一斉にゆうぽんのほうへ視線を向けると、手で顔を覆い、小泉青年のもとへフラフラと歩み寄る。

「想像以上に酔っ払ってしまいました。目眩がして、ひとりじゃ一歩も歩けません。小泉さん送っていただけますか？」

　体調が悪いわりに滑舌がよい。

「はぁ……？」

　突然の申し出に、小泉青年もキョトンとした様子だ。

「じゃあ、お願いします」

　ゆうぽんは小泉青年の腕に自分の腕を絡ませると、通りに出てタクシーを拾う。

「あれ、歩けてますよね？」

　小泉青年はツッコんだが、ゆうぽんはポーカーフェイスのまま無視する。

　一台のタクシーが目の前で停まると、後部座席のドアが開く。

　頭にクエスチョンマークが浮かんだままの小泉青年を、ゆうぽんは強引にタクシーに押し込んだ。

　ゆうぽんは「また来週」と言い残し、続いて後部座席に乗り込むと、ふたりを乗せたタクシーは走り去っていった。

　私と奏さんは、ふたりで取り残される。

「大丈夫かな。酔った勢いで変なことされたりしないよね」

　私はボソリと呟く。

「小泉青年……」

「そっちかよ」とすかさず奏さんにツッコまれる。ゆうぽんは見た目を裏切らない、がっつり肉食系女子だ。そして、小泉青年は明らかに草食系男子。

「大丈夫だよ。小泉はお前が思っている以上に、したたかな男だから」

　それならよかった。私は胸を撫で下ろす。

「人の心配してる場合じゃ、ありませんでした」

　私は我に返り、奏さんにキッと鋭い視線を向ける。

「我が社のプロジェクトを途中で放棄するのですから、ちゃんと説明してください。どうして会社を辞めるんですか？」

「転職するから」

　奏さんは、ツンと澄まし顔で言う。

　まさかの回答に、私は大きく目を見張る。

「まさか、地方に引っ越して漁師になるとか!?」

「そういう生き方も悪くない。だけど違う」

「じゃあ、俊くんみたいに起業するんですか!?」

　奏さんは顎に手を置き、「ちょっと惜しい」と言う。

「まどろっこしい！　隠してないで教えてくださいよ」

　私ははっきりしない奏さんの回答に、しびれを切らしてスーツをつかむ。

「転職したら教える。今は雇用主と守秘義務の契約を結んでいるから、言えないんだ」

　私は「そうですか」と呟き、するりと手を離す。

　漁師になろうが、社長になろうが、もう奏さんとこうやって会うこともなくなる。その事実は変わらない。

「寂しくなります。これは個人的な思いですけど」

　そこまで言うと、目頭がじわじわと熱くなる。

　奏さんが見てくれているから頑張れた。無理だと思うことにも、挑戦することができた。

「帰るぞ、酔っ払い」

　奏さんは私の腕をつかみ、手を挙げてタクシーを拾おうとする。

「ヤダ！　私はまだ帰りませんよ！」

　溢れてきた涙を拭いながら、私は腕を振り払おうとジタバタする。こんなショックなことがあった日に、あの寒々しい部屋に帰ったら、それこそ再起不能になって会社に行けなくなる。

「今晩は、飲み明かすんだからぁ！」

　これからゆうぽんと小泉青年のあとを追い、合流しよう。

「飲みたいなら、俺が付き合うよ。ひと晩中」

　私は涙でぐちゃぐちゃの顔で、奏さんを見上げる。

「一緒に帰ろう」

　奏さんの茶色い瞳と、視線がぶつかった。

「紗英がいないあの家は寂しい」

　まさかのセリフに私がカチリと固まっていると、一台のタクシーが私たちの前に停まった。




　久しぶりの我が家……といっても奏さんと歩の家だけど。

　私は手を引かれ、タクシーから降りる。

　勢いでついてきちゃったけど、どうしよう。

　さりげなく上着を引っ張り、下着をチェックする。幸運にも可愛くてお気に入りのピンクと黒のやつだった。

　最後にその手の行為に及んだのは、どれくらい前だっただろう。ふと記憶を巡らせて年月をカウントすると、片手じゃ足りなかった。

　……別に一緒に帰ってきたからって、そういう行為をするとは限らないよね。

　自分に言い聞かせて、平静を装う。扉を開けて中に入ると、トテトテと小さな足音が聞こえ、茶トラ柄の猫がお出迎えしてくれる。

「か、可愛い……」

　猫は私を大きな瞳で見上げると、「ニャウン」と鳴いて挨拶してくれた。

「名前はなんて言うんですか？」

「花子だ」

　奏さんが無表情のまま教えてくれる。

「こんにちは、ハナちゃん」

　私は屈んで彼女の首元にそっと手を伸ばす。ハナちゃんのリアルファーはふんわり柔らかくて温かい。

　しかし、奏さんが小動物を飼うなんて……。

「私がいなくて、本当に寂しかったんですね」

　思わず、しみじみと言ってしまった。

「う、うぬぼれるのも、いい加減にしたらどうだ」

　なんて言いつつも、その頬はほのかに赤い。

　私は奏さんの手をギュッと握る。

「私も寂しかったです。胸が張り裂けそう、とはこういうことなんだって、初めて知りました」

「じゃあ、なんで出ていったりしたんだよ」

　奏さんは苦しそうに眉根を寄せて、私を抱き寄せた。

　夢にまで見た奏さんの広い胸。私は腰に手を回してしがみつき、奏さんの香りを胸いっぱいに吸い込んだ。

「次に女性が訪ねてきたら、私はきっと奏さんを刺していました」

「……強烈だな」

　やっぱりちょっと、引いているみたい。

　奏さんは「そういえば」と呟き、腕を解くと、私の手を引いてリビングへ連れていく。

　引き出しをゴソゴソあさると、中から小さな箱を取り出した。

「紗英に渡そうと思っていた。クリスマスプレゼント。ちょっと遅くなったけど」

　奏さんは口元をほころばせながら、私に箱を差し出した。

「もう初夏ですけど」

　私はクスクス笑いながら、ゴールドのリボンをほどく。

　蓋を開けてみると、ゴールドとシルバーが繊細に重なったリングネックレスが入っていた。

「すごく……素敵。ありがとうございます」

　胸が詰まって、ありきたりの言葉しか出てこない。

「裏を見てみて」

　リングをひっくり返すと、『Reservedリザーブド』と文字が彫ってあり、私は首を傾げる。

「〝予約済み〟ってことだ。誰にも手を出されないよう、紗英に首輪をつけておこうと思って」

「私は犬ですか」

　ムッとして唇を尖らせる。

「あの時は事情があって、紗英の気持ちは受け入れられなかった。けど、いずれ事情が片付いたら、一緒になりたいと思ってたんだ。ただ、先の見通しが立つまでは、安易に期待させるわけにもいかなくて、何も言えなかった」

「嘘でしょ……？」

　私の目には、涙がみるみる浮かび上がる。

「嘘なら、なんでこんなネックレスがあるんだよ」

　奏さんは不満そうに目を細めた。

「ごめんなさい」

　私は泣きながら、奏さんの首にギュッとしがみついた。そのまま腕にぎゅうっと力を込める。

「さ、さえ……苦しい」

　奏さんは私の腕を軽く叩く。

　ごめんなさい！と言って、私は慌てて身体を引き離した。

「それで、紗英の答えは？」

「私は、もうとっくに奏さんのものです。身も心も」

　奏さんはすかさず「いや」と言って、否定する。

「身はまだ俺のものになってないだろ？」

　奏さんは私の顔を覗き込み、いたずらっぽくニヤリと笑う。

「これから完全に俺のものにする。身体も」

　私は頬を赤く染める。

　奏さんはメガネを外して、コトリとテーブルの上に置いた。茶色い瞳が私を見据え、整った顔がゆっくり近づいてくる。

　唇が重なる瞬間「そうだ！」と私は声をあげる。

「なんだよ」

　奏さんはお預けを食らって、不満げに眉根を寄せた。

「これはセクハラチケットの一環ですか？」

　私はジッと奏さんの茶色い瞳を覗き込む。

　それなりの行為に及ぶ前に、奏さんの気持ちをきちんと確認しておきたい。

　奏さんは少し困ったように、視線を宙に泳がせる。

「チケットじゃ……ない」

　続きの言葉を促すように、私は奏さんの目をジッと見つめる。

「俺の心も紗英のものだ……と思う、多分」

　奏さんは恥ずかしそうに視線を逸らす。たまらなく照れているに違いない。

　私は背伸びをして、奏さんの唇にそっとキスをする。

「身体も私のものになっていただけますか？」

「だったら、もう逃げんなよ」

　それから、どちらからともなく再び唇を重ねた。さっきよりも、しっかりと。




　翌朝――。

　柔らかな日差しが窓から差し込み、私は瞼をゆっくり開く。

　お腹すいた……食パン買っておいたっけ。

　ゴロリと寝返りを打つと、柔らかな物体にぶつかった。

　あれ……？　これって人間……？

　私は慌てて上半身を起こして、辺りを見回す。

　そこは寒々しい和室ではなく、整然と片づけられた広々とした部屋だった。

　そうだ。私はついに心身ともに奏さんのものになってしまった。

　隣に目を向けると、奏さんが安らかな寝息をたてて眠っている。

　ああ、寝顔までパーフェクト……。

　昨晩の情事が脳裏に浮かぶ。激しくて情熱的で、変態で、骨の髄ずいまでとろけそうになった。

『紗英……』

　切なげに私の名を呼ぶ奏さんの表情を思い出し、頬が紅潮する。

　ギャー！と叫んで寝室を駆け回りたい衝動に駆られた私は、ベッドからコソコソと抜け出すと、脱ぎ捨ててあった服を身につけた。

　奏さんは昨晩頑張りすぎたのか、まだ熟睡しているので、起こさないようにそっと寝室をあとにした。一階に下りてシャワーを浴びると、持ち合わせの化粧品で肌を整える。

　喉が渇いたのでキッチンに行くと、ハナちゃんが「ニャー」と鳴いて、足にすり寄ってきた。きっとお腹がすいているんだろう。

「ごめんね、ご飯の場所がわからないんだ」

　ハナちゃんはキッチンの戸棚までヒョコヒョコ歩いていくと、一番下の棚を前足でカリカリと引っかいて、「ニャー」と鳴く。

　開けてみると、猫缶がたんまり詰め込んである。

　猫缶を見た瞬間、ハナちゃんは人……ではなく猫が変わったように興奮して、私の足に噛みついてきた。

「イッタ！」

　悲鳴をあげながら、なんとかハナちゃんの餌えさやりを完了させる。

　さてと、次は人間の食事の用意だな。

　意気揚々と冷蔵庫を開けると、中身はほとんど空っぽ。ミネラルウォーターに数種類の調味料、そしてなぜか湿布が入っていた。

　猫缶はあんなぎっしり買ってあったのに。このアンバランスさが、なんだか奏さんらしい。

　仕方ないのでバッグを持って、近所のコンビニへ朝食の買い出しに行くことにした。




　両腕に買い物袋をぶら下げて戻ってくると、リビングから奏さんが慌てた様子で姿を現した。

「どこに行ってたんだよ」

　なぜだかちょっとムッとしている。しかも上半身裸だし。

「お腹すいたから、コンビニに買い物に行ってました」

　靴を脱いで家に上がると、奏さんは待ち切れずに私を抱き寄せた。

「あの……苦しいんですけど」

　しかし、奏さんは腕の力を緩めるどころか、さらに力を込める。

「また逃げたのかと思って焦った」

「もう逃げたりしませんよ」

　子どもみたいなことを言う奏さんに、私はクスリと微笑んだ。

「勝手にベッドからいなくなるとは、お仕置きだな」

　鋭い視線を向けられて、冷や汗が出る。

　買い物袋を玄関に置きっぱなしにしたまま、私はベッドへと連れ戻された。




　ようやく解放されて、朝食を食べる頃には十一時を回っていた。

　私は疲労感を拭えないまま、無言でスクランブルエッグを口に運ぶ。

　奏さんもお腹がすいていたようで、パンを三枚も食べた。

「紗英、食事が終わったら準備しろ」

「なんのですか？」

「決まってるだろ」

　奏さんはニッコリと花のように微笑んだ。




　朝食後、奏さんは車で私の家まで送ってくれた。

　助かったけど、やることやったらさっさと帰されるようで、なんだか胸がモヤッとする。

「なんだ、ずいぶん殺風景だな。女子の部屋とは思えない」

　奏さんはキョロキョロと辺りを見回す。

　なんで部屋までついてきたんだろう。しかも大きなスーツケースまで持って。

「シンプル・イズ・ベストです」

　私は苦しい言い訳をする。

「まぁ、いい。とりあえず、必要最低限の物だけここに詰めろ」

　奏さんは持参したスーツケースを、ぱっかり開いた。










13．兄の永遠の誓い




「ふぁあ……」

　週明け。会社のデスクに座ってパソコンで資料を作成していると、つい大きな欠伸が出てしまった。買ってきた栄養ドリンクの蓋をパキッと空けて、一気に飲み干す。

　結局あのあと、荷物をまとめると拉ら致ちと言っていいほどの強引さで、奏さんの家に連れ戻された。

　そればかりではなく、奏さんは驚異の事務処理能力を発揮し、あの寒々しい部屋を早々に解約した。そのうえ、敷金の一部も取り戻してくれた。

　再び奏さんとの同居生活が始まって、幸せいっぱいの日々……ではあるものの、金曜日からずっと寝不足だ。このままでは体力的にキツイからどうにかしないとね。

　気を取り直し、パソコンへ向かおうとすると、スラリと背の高い美女が颯爽と歩いてきた。黒のシンプルなワンピースが、スタイルのよさを引き立てている。

　コスメ事業部の人だろうか。むさ苦しいデータマーケティング部にあんな美人がいたら、知らないわけがない。

「おはようございます」

「どうもおはようございます」

　挨拶されて私は慌てて背筋を伸ばす。美女は不思議そうに首を傾げると、私の隣のデスクに腰を下ろした。

　あれ？　……そこはゆうぽんの席なんだけどな。

　美女は意に介すことなく、慣れた手つきでパソコンを起動させる。

「さっきからなんすか？　藤田さん」

　美女は気だるそうに、ダークブラウンの髪をかき上げる。

「もしかして……ゆうぽん？」

「藤田さん、それギャグすか？」

　美女もとい、ゆうぽんは眉根を寄せる。

「どどど、どーしたのよ!?　その激変ぶりは!!」

　ギャルファッションをこよなく愛していたゆうぽんが、シックな大人の女性に変身した。つけ睫毛は封印し、うっすらとナチュラルメイクを施している。

「……変ですか？」

　私はブンブンと首を横に振る。

「もんのすっごく素敵……イメチェンしたの？」

「まぁ」と言って、ゆうぽんは煮え切らない返答をする。

「もしかして彼氏でもできたの？」

「……まだ彼氏ではありません」

　ゆうぽんはボソリと呟く。

「もしかして、好きな人でもできた？」

　ゆうぽんは無言のまま否定しない。図星のようだ。

「お相手は社内？　社外？」

「……社外です」

「へぇ、何してる人？」

「……経営企画的なお仕事です」

「イケメン？」

「……イケメンです」

　なんだか、さっきからずいぶん歯切れが悪くて、ゆうぽんらしくない。

「あ！　もしかして私の知ってる人？」

　クールなゆうぽんが、珍しく顔を真っ赤に染めた。

「まさか、こいず――」

　途中で口を塞がれた。




　夕飯時に、早速今日あった出来事を奏さんに報告する。

「それでねー、ゆうぽんが小泉青年に恋しちゃったんだって！　意外だよねー」

　私はチンジャオロースを頬張りながら言う。今日は奏さんが好きな中華だ。

「あのギャルが？　うちの小泉に？」

　クールな奏さんもさすがに驚いた様子だ。

「それが、もうギャルじゃないのよ！」

　私はスマートフォンで撮った、変身後のゆうぽんを奏さんに見せる。

「これはまた……ずいぶん可愛らしくなったじゃないか」

　奏さんはメガネを人差し指で上げて、マジマジと写真を眺める。

「なんでも、小泉青年にスッピンを見られた時に、そっちのほうがいいって言われたんだって」

「それはスッピンを見せるような関係にはなった、ということか？」

　奏さんがボソリとツッコんできたけど、私は「愛だよねー」と言って流す。

「そういえば、引き継ぎのほうは順調に進んでいるの？」

「一応」

　奏さんは来月末で、勤めていたウェルアンドカンパニーを退職する。

　ウェブサイト再構築プロジェクトについては、個人的にいろいろサポートしていただけるようなので、私の仕事には支障はなさそうだ。対価も毎晩たっぷりお支払いしているしね。

「紗英は転職先のことが気にならないのか？」

「そのうち教えてくれるんでしょ？　こうやって奏さんと一緒にいられるなら、別に漁師でも社長でも、正直なんでもいいんだ」

　私は照れ隠しに、ヘヘッと笑う。

　転職の話を最初に聞いた時は、接点がなくなると思って、相当動揺してしまったけど。

「本当に……俺がどんな職業になっても気にしないでいてくれるのか？」

　私は笑いながら、何度も首を縦に振った。

「ビンボー画家になったら、私が働くわ。贅沢禁止だけど」

「それを聞いて安心したよ」

　奏さんは小さくため息をついて、ビールを飲む。

　まさかいきなり『シェフになる』とか言いだしたらどうしよう……いや、案外それもいいかもしれない。奏さんは仕事オタクだし凝り性だから、意外と店が評判になって、ミシュランガイドなんかに載っちゃうかも。

　私は妄想して、フフッと笑みをこぼした。




　そして、その翌日――。

　朝一でデスクの内線電話が鳴った。

「秘書室の羽瀬です。お疲れさまです」

　歩だ。ずいぶんと他人行儀な話し方だけど。

「これから二十一階までお越しいただけますか。会長がお呼びです」

　会長が……？　なんの用だろう。

　歩に尋ねたいけど、完全にビジネスライクに徹しているので、なんとなく聞きづらい雰囲気だ。

「わかりました。すぐに伺います」とだけ言って、私は受話器を置いた。

　会長がこの期に及んで、二次開発の案件が気に入らない、なんて言いだしたらどうしよう。それでもって全責任を問われ、見知らぬ土地に飛ばされる、なんてことになったら、奏さんとまた離れ離れになってしまう。

　二十一階に到着すると、歩が私を出迎えた。

「あの……」

　私が話しかけようとするが、「藤田さん、こちらです」と全くつけ入る隙を与えずに、歩は会長室まで私を案内する。

　歩……どうしちゃったんだろう。

　私は豹変してしまった親友の態度に戸惑いながらも、あとについていく。

　歩は大きな二枚扉の前で立ち止まった。

「会長、データマーケティング部の藤田さんがいらっしゃいました」

『入りなさい』

　中から荻原会長の声が聞こえてきた。

「失礼します」

　歩に続き、私はおずおずと室内に足を踏み入れる。

「いらっしゃい、藤田くん」

　荻原会長は笑顔で迎えてくれた。

　悪い話ではないかもしれない。淡い期待が胸に広がる。

「突然呼び出して、申し訳なかったね」

　会長は柔らかな笑みを浮かべた。

「いえ、大丈夫です」

　緊張のあまり、心臓の鼓動が速くなる。

「藤田くん」

　会長に名前を呼ばれ、背筋がピンと伸びる。

「秘書室で働いてみないか」

「は……？」

　まさかのお言葉に、私はアホみたいに口をポカンと開けてしまった。

「実は下期から新役員が着任するのだが、これがまたなかなか難しい男でな。藤田さんに身の回りの面倒を見てやってほしいんだ」

「あの……なぜ私なのでしょうか？」

　私は恐る恐る尋ねる。

　秘書業務を担当したことがないどころか、秘書検定すら持っていない。

　そんな私に、白羽の矢が立った理由が全くわからない。しかもひと癖ある人なら、なおさら私のような素人を秘書につけるべきじゃない気がするけど。

「羽瀬くんの推薦だ」

　ビックリして歩のほうを振り向くと、ニコリと可憐な笑みを向けられた。

「藤田さんなら、きっと立派に務められると思いますわ。なんといっても社内賞の受賞者ですもの」

　私は粗そ忽こつ者だから、秘書の素質がないってことくらい、十年近くの付き合いでよくわかっているはずなのに、どうして……？

「それは心強いな！」

　会長は感慨深そうに、何度も深く頷く。

「あの……これは業務命令なのでしょうか？」

　正直、秘書の打診を受けて戸惑っている。

　私は多言語コンテンツがリリースされるまで、ウェブサイト再構築プロジェクトに携わっていたい。なんてったって、構想はほぼ奏さんの中にあるから。それは歩も知っているはずだ。

「新役員が藤田くんを希望すれば、業務命令になっちゃうのかな？」

　会長が呑気な口調で尋ねると、「ですかねぇ」と歩も同意する。

　え……それってパワハラじゃないの？　なんて思っても口にできないけどね。

　私は一介の従業員、好きなタイミングで希望の部署に異動し、やりたい仕事をする、なんてことはほとんどあり得ない。業務命令なら従うまでだ。

「わかり――」

『わかりました』と言いかけたところで、バンッとドアが勢いよく開く音がした。

　音のほうへと振り向いた途端、目に入ってきた人物に、私は目を丸くする。

「おい！　ジジイ！」

　乗り込んできたのは、まさかの奏さんだった。

　彼はこちらにズカズカ歩いてきて、会長のすぐそばでピタリと止まると、腕を組み、恐ろしい形相で見下ろした。

「何、勝手なことしてんだよ」

「社内では会長と呼べと言ってるだろ」

　会長は奏さんの無礼な態度に驚く様子はなく、歩も兄の暴走を特に止める気はなさそうだ。

「紗英には俺のほうから話をすると言ったはずだ！」

「お前がぐずぐずしているからだろう」

　奏さんは大層ご立腹の様子だが、会長は涼しい顔をしている。

「ど、どういうこと？」

　奏さんはプロジェクトを担当するコンサルタントとして、私が役員付きの秘書になるのを止めに来たのだろうか。

　事態が飲み込めない私は、歩にすがるような視線を向ける。

「紹介します。羽瀬 奏さんです！」

　歩はニッコリ笑顔で、奏さんを紹介してくれた。

　いや、知ってるけど。一緒に住んでるし……ってまさか!?

「下期より、経営戦略推進室付きの、常務執行役員に就任されます」

「えぇ!?」

「引き続き、よろしくお願いいたします、藤田さん」

　奏さんが否定することなく、お仕事モードで挨拶してきたものだから、私は一層混乱してくる。

「会長、お言葉ですが、こんな無礼なメガネを役員にしてもよろしいのでしょうか？」

　会長は気でも狂ったのだろうか。

「最愛の人を、〝無礼なメガネ〟呼ばわりとはひどいじゃないか、紗英」

　会長の前でプライベートな関係を暴露され、羞恥で顔を真っ赤にする。

　しかし、会長は嬉しそうにニコニコ笑っている。

「無礼な孫が迷惑かけているようだな」

「は？　孫……？　誰が誰の孫なのでしょうか？」

　私は咄嗟に、首を傾げて聞き返す。

「奏が私の孫だよ」

　会長は愉快そうに目を細める。

「えぇっ!?　で、でも、苗字が違うじゃないですか！」

　会長は荻原だし、奏さんは羽瀬だ。

「ジジイは母方の祖父なんだ」

「ということは……歩も？」

「孫です！」

　兄妹は、揃って満面の笑みを浮かべる。

　私はムンクの叫び状態で、ビシッと固まった。




「ふたりして私に嘘をついてたの？」

　本日は早めに仕事を切り上げて、羽瀬兄妹と私の三人で某ホテルの高級中華料理店にて、ディナーを食べている。

　ここは羽瀬兄妹のお気に入りの店で、前に歩とお茶したところだ。貧乏な私がこんな高級店のお勘定を払えるはずもなく、新役員となった奏さんの奢おごりだ。

　私のご機嫌を取ろうとしたらしいが、そうは問屋が卸さない。私は怒っている。歩が会長の孫というのも、聞いていなかった。親友だと思っていたのに……。

「嘘なんかついてないわよ。聞かれなかったから話さなかっただけ」

　歩は不倫相手に、結婚していたのがバレた男のような言い訳をする。

「じゃあ、会社の皆も知っているの？」

「秘書室の人と一部の役員しか知らないわ。公表しないかたちにしてたから。あっ、でも……」

　歩は眉をひそめ、忌々しげに言う。

「なぜか栞は知ってたわ。いろんな人と飲み歩いてるみたいだから、どこかで情報つかんだみたいね」

　どうりで、栞が奏さんに執着していたわけだ。

「奏さんも奏さんです」

　私は恨みがましい視線を向ける。

「俺にもいろいろ事情があったから」

「優梨奈とか？」

「……案外、根に持つタイプだな」

　奏さんはごまかすように、伊い勢せ海老のチリソース煮をパクリと食べる。

「きちんとプロジェクトを務め上げたうえで、会社に入り、紗英を迎えに行こうっていう、いじましい男心じゃない。わかってあげなさい」

　歩はザラメの入ったグラスに紹しょう興こう酒しゅを注ぐ。

「そ、そうなの？　奏さん」

　私は期待に満ちた瞳で、奏さんに目を向ける。

「会社に入る前に、紗英たちのプロジェクトで実績を作りたかっただけだ」

　奏さんはしれっと澄ました顔で言う。

　私は思わず、ズッコケそうになる。それって、思いっ切り奏さん側の問題ではないか。

　フォローした歩も、呆れたように瞳をぐるりと回した。

「それを思えば、紗英は期待以上の働きをしてくれた。惚れ直したぞ」

　奏さんは無邪気にニコリと笑う。

「そ、そんなことじゃ、ごまかされませんよ」

　なんて言いつつも、私の頬は緩んでしまう。

　歩はそんな私たちの様子を、ニコニコ笑いながら満足げに眺めている。

「なんだかんだ言って、紗英とお兄ちゃんがうまくいってよかったわ」

「すべて、お前の目論見通りじゃないか」

　奏さんは、歩にチラリと視線を向ける。

「俺が日本に帰ってくるって知ってて、紗英を家に引き入れたくせに」

　歩はピクリと顔を引きつらせた。『このメガネ、余計なことを……』と言いたげだ。

「あれ……歩知らなかった、って言ってなかったっけ？」

　私が尋ねると、奏さんはフンと鼻で笑う。

「帰国の三ヶ月前から言ってあった。俺と住むのが嫌だから、俊くんのところに逃げ込んだんだろ？　しかも事前に紗英がいることを俺に伝えてなかった」

「それは、サプライズの出会いを演出したかったのよ。効果あったでしょう」

　歩はフフッと愛嬌たっぷりに微笑む。騙していたのをさりげなく認めちゃってるし。

「私が大好きな紗英を、お兄ちゃんもきっと気に入ると思ったんだもん」

　歩は大きな瞳を潤ませ、私をジッと見つめる。

　そんな可愛い顔を向けられたら、怒れなくなってしまう。

「お兄ちゃん、好きだから。紗英みたいに単……ピュアなタイプ」

　歩は『単純』と言いかけて、すんでのところでグッと言葉を呑み込んだ。

「じゃあ、私が奏さんを好きになるっていうのも？」

　歩は肯定の意を込めて、深く頷く。

「だって、紗英は極Ｍ女子じゃなーい」

　歩は笑顔で言った。言い切った。

「だけど紗英は鈍くて、自分の気持ちに全然気がつかないし、お兄ちゃんもいつまでたっても煮え切らない態度だったから、見ているこっちはまどろっこしかったわ」

　歩は目を細め、私たちに非難がましい視線を向けてきた。

「そういえば、奏さんが言っていた『個人的な問題』って、なんだったんですか？　私とお付き合いしてるってことは、解決したんですよね」

　私はハッとして、奏さんのほうへと振り向く。

「したような……まだしてないような……」

　奏さんは、もごもご口ごもり、歯切れが悪い。

　歩はその様子を見て、アリスに出てくるチェシャ猫のようにニカッと笑う。

「あとでゆっくり聞いてみなさーい。お兄ちゃんがこの半年間抱えていたジレンマを」

　奏さんは『余計なことを……』と言わんばかりに睨みつけたが、歩はどこ吹く風。

「でも嬉しいな。紗英と義理の姉妹になる日も、遠くはないかもしれないわね」

　そう言って、歩はニッコリと可憐な笑みを浮かべた。

「う、うん？」

　なんだか腑に落ちずに、酢す豚ぶたをひと口つまむ。

　どうやら私は、この美しい兄妹の手のひらで、くるくると踊らされていたようだ。




　食事が終わると、歩をホテルの車寄せまでお見送りする。

「お兄ちゃん、大丈夫？」

　タクシーに乗る間際、歩は兄に声をかける。

　歩は一体、何を心配しているんだろう。

「……多分」

　なんだか奏さんも煮え切らない返事をしている。

　ふたりのやり取りを不思議に思って眺めていると、歩と視線がぶつかった。

「じゃあ、また来週ね」

　可憐に微笑みながら言うと、歩はタクシーに乗って帰っていった。

「私たちも帰りますか」

　一緒の家に帰れることが嬉しくて、私は奏さんの手をギュッと握った。

「いや、今日は帰らない」

「はい？」

　私はキョトンとして聞き返す。

「上に部屋……取ってあるから」

　奏さんはボソッと呟くと、私の手を握り返す。

　奏さんは初めてお泊まりに誘う時のような、微妙な緊張感を醸かもしていた。




「わー、綺麗！」

　私は窓に貼りつき、キラキラと輝く街の夜景を眺める。

　東京タワーもすぐ近くに見えた。

　奏さんの予約してくれた部屋は広々としていて、ゆったりとしたソファとダイニングテーブル、それに大きなダブルベッドが置かれている。

　ベージュと木材で統一されたインテリアが、洗練された中にも温もりを感じさせる。

「奏さん、夜景が綺麗ですね」

「あ……ああ」

　奏さんは気のない返事をすると、ゴソゴソとミニバーをあさりだす。

　食事の時も結構飲んでたのに、まだ飲む気なのだろうか。酔っ払って寝てしまったら、せっかくのホテルでのお泊まりが台無しだ。

「飲みすぎですよー、奏さん」

　私は奏さんに歩み寄り、腰に手を回す。

「もう少し飲みたいんだ」

　奏さんはどこか浮かない表情だ。

　私の手をするりとかわすと、缶ビールのプルタブを開け、窓辺のソファに腰かける。

「じゃあ、私も何か飲もうかな」

　私はミニバーに手を伸ばして、缶ビールを取り出す。奏さんの隣に座り、彼の肩に寄りかかりながらビールを飲む。テーブルの上に置かれたリモコンを手に取り、テレビをつけると、ちょうど私の好きなバラエティー番組が放送されていた。




「にゃははは！」

　いつの間にか、テーブルの上にビールの空き缶が三つ積み上げられている。

　私はすっかりテレビ番組に夢中になっていた。

「あの……紗英」

「なあに？」

　私は芸人のリアクションを見て、再びケラケラと笑いだす。

　突然、テレビの画面が真っ黒になった。

　一瞬、故障かと思ったけど、奏さんの手にリモコンがしっかりと握られている。

　しまった……放っておきすぎたようだ。

「そろそろ、シャワーでも浴びてこようかな」

　立ち上がろうとすると、奏さんは私の腕をしっかり握りしめた。

「一緒に入りますか？」

　奏さんは無言のまま、首を横に振る。

「じゃあ、ちょっと待っててくださいね」

　奏さんのふんわりした茶色い髪を撫でてやる。……が、依然、奏さんが腕を離す気配はない。

　さっきからなんだというんだ、このメガネは。

　ムッツリと黙り込み、機嫌が悪そうにしている奏さんを見て、私はため息をついた。秘書をすぐに快諾しなかったから、拗すねているのだろか。

　下期の十月に多言語コンテンツがリリースされるため、結局、秘書室への異動は引き継ぎが完了するまで、待っていただくことになった。その間、奏さんの秘書については、歩が会長と兼任で担当することになったのだ。

　歩は頑なに拒んでいたけれど、来期には私と秘書室の後輩に業務を引き継ぎ、寿退社をすることを条件に、渋々合意した。

　そんなわけで、奏さんにとっては、特に不満もない結論だったはずだ。

「どうしたんですか？　さっきからボーッとしちゃって」

「そんなことない」と言っているそばから、上うわの空。

　……まさか、ほかに気になる人ができたとか？　そんなの許さん！

「ダメ！　絶対！」

　私は奏さんに、タックルをかまして押し倒した。

「……ダメ、と言いながら押し倒すとはな」

　奏さんは冷静にツッコむ。

「さっきからボーッとして、ほかの女のことでも考えてるんじゃないでしょうね」

　私は奏さんの上にまたがると、上からその端正な顔を見下ろす。

　茶色い瞳にツンと尖った高い鼻、薄情そうな、薄く形の整った唇。

　この人を、絶対誰にも取られたくない。

「ずっと紗英のことばっかり考えてたよ」

　奏さんは私をどかしてソファに座り直し、ポケットに手を突っ込んで、ゴソゴソ探る。

「これ」

　目の前に、黒い革張りの小さな箱を差し出される。

「どうぞ」と言われて、反射的に受け取ってしまった。

「何これ？」

「開けて」

　私は言われるがまま蓋を開け、ハッと目を見張る。

　中に入っていたのは指輪だった。ちょうどこんな感じの指輪を、歩や優梨奈がはめていたような気がする。

　嘘でしょ？　これは、世間で言うところの……。

　中の指輪をジッと眺める。

　丸みを帯びた優しいフォルムのセンターに、ひと粒のラウンド・ダイヤモンドが載っている。シンプルで上品なデザインだった。

「あ、ありがとう……」

　感動のあまり、瞳に涙が浮かぶ。

　今まで見た中で、一番綺麗なジュエリーだ。それが今、私の手の中にあるなんて嘘みたい。

　奏さんは向かい合うよう、私を膝の上に座らせる。

「紗英、結婚しよう」

　奏さんの茶色い瞳が、真摯に私を見つめてくる。

　ここでプロポーズされるとは、思いもよらない展開だ。

　先ほどまでの挙動不審な態度は、プロポーズ前で緊張していたからに違いない。

　私は奏さんと一緒にいられたらそれだけで幸せなのに、そのうえ結婚だなんて。ど、どうしよう……嬉しい。嬉しすぎて気絶しそうだ。

「ジジイの後継ぎ問題でいろいろ揉めていて、それが片づくまでは自分の気持ちを抑えていた」

　奏さんは自嘲ぎみに笑う。

「それが奏さんの個人的な問題だったんですか？」

　私の問いに奏さんはコックリ頷いた。

「俺がジジイの後を継ぐことになれば、きっと紗英にも負担がかかる」

　私は首をブンブンと横に振る。

「それでも、そばにいたいです」

　そして、彼を支えていきたい。

　そんな私を見て、奏さんは柔らかく口元をほころばせた。

「いいんですか？　私なんかで」

　平凡な私が、奏さんのような完璧な人と釣り合うとは思えない。ちょっと偏屈だけどね。

　上目でチラリと見つめると、奏さんは口角を上げる。

「私なんか、じゃない。紗英がいいんだ」

　奏さんの笑顔が涙でぼやけて見える。

　奏さんは黒い箱から指輪を取り出すと、私の左手薬指にエンゲージリングをはめてくれた。

「生なま物ものなので、返品は利きませんよ」

「大丈夫。味見なら充分した」

　奏さんは、私の唇に短いキスをする。

「なかなか美味しい」

　そして鼻先でニコリと笑う。

　その笑顔が可愛くて、私は理性を失った。

「もらってください!!」

　私は奏さんの首に腕を回して引き寄せると、唇を塞ぐ。そのまま柔らかな奏さんの唇を味わうように、何度も何度もキスをした。

「紗英、愛してる。一生逃がさないから」

　キスの合間に奏さんが耳元で囁くと、私の身体の芯がジンとしびれた。

「私も愛してます。ゾッコンです」

　奏さんはそのまま私をふわりと持ち上げて、広々としたベッドまで運ぶ。

　そっと下ろすと、今度は私が組み敷かれた。

「形勢逆転だな」

　不敵な笑みを浮かべた奏さんに見下ろされると、極Ｍ女子な私は、期待で胸が高鳴ってしまう。

「問題はすべて解決した。もう我慢はしない」

　奏さんは焦じれていたのか、無遠慮に私の唇を塞ぐ。

　今晩が燃える夜になることは、間違いない。




　そして三ヶ月後――。

　晴れ渡った秋の青空に、チャペルの鐘の音が鳴り響く。

　人々の拍手と祝福の言葉に迎えられ、新郎に手を引かれながら、花嫁がはじけるような笑顔で階段をゆっくりと下りてくる。

「おめでとー！」

　お祝いの言葉とともに、色鮮やかな花びらを空中に向かってふんわりと放った。

「ありがとう、紗英」

　本日は同僚兼、義理の妹になるであろう歩の結婚式だ。

　マーメイドラインの白いウェディングドレスに身を包んだ歩は、ため息が出るほど美しい。結局、優梨奈と被ったドレスは複雑な心境のため、やめにしたようだ。

　こんな美しい妻を娶めとった幸運な男性、俊くんはというと、ぽっちゃりとした童顔の温厚そうな人だった。とても敏腕社長には見えないが、奏さんに言わせれば、相当なキレ者だというのだから、人間ってわからない。

　新郎新婦が階段を下り切ると、独身女性達がこぞってふたりを取り囲んだ。

　ブーケトスの瞬間だ。

　私も息巻いて前に出ていく。

　歩はくるりと後ろを振り向くと、真っ白なブーケを天高く放り投げた。

　ブーケは緩やなアーチを描き、私のほうに飛んでくる。

　大きく手を伸ばしてキャッチしようとした瞬間、横から白い腕がにゅっと伸びてきて、ブーケをかすめ取っていった。

「嘘っ！」

　慌てて振り向くと、同期の栞がブーケを手に、勝ち誇った笑みを浮かべている。

「悪いわね、紗英ちゃん。ブーケトスまでひとり勝ちさせるわけにはいかないから」

　私は悔しさのあまり鼻の頭にシワを寄せ、ダッシュで奏さんのもとへと向かう。そして、彼をこっそり隅っこに連れていって愚痴をこぼした。

「奏さん、栞が私のブーケをかっさらっていったの！　悔しい……許せない！　クビにして！」

「何言ってんだ、お前は」

　奏さんは呆れたように、スッと目を細める。

「だって……！」と言って、奏さんの腕にまとわりつき駄々をこねる。

「そういうことだったのか……藤田」

　不意に声をかけられ振り向くと、礼服に身を包んだ桜井が、目を丸くしてこちらを見ている。

「バ……バレた？」

　私と奏さんはバツが悪くなって、無言で顔を見合わせた。

　奏さんは常務執行役員に就任すると、桜井を広報宣伝部から経営戦略推進室にすぐさま呼び寄せた。

　ウェブサイト再構築プロジェクトの仕事も一緒に持って。なんだかんだ言いつつも、仕事の面では桜井を買っていたらしい。

「これからは、俺が直々に可愛がってやるぞ。桜井」

　奏さんがニヤリと口角を上げると、桜井は引きつった笑みを浮かべる。

　かわいそうに……。奏さんの過剰な愛を押しつけられて、桜井はボロボロになるだろう。

　結局、私も業務の一部を持っていくことを条件に、桜井とともに経営戦略推進室へと異動になった。現在、多言語サイトの仕事と奏さんの秘書を兼任している。

　そんなわけで、奏さんがＰ＆Ｃ社で働くことになってから早一ヶ月、私たちの秘密の関係は、まだまだ継続中である。

「ブーケがなくても、結婚は決まっているんだから、いいじゃないか」

　奏さんは人混みに紛れて、私の手をそっと握る。

「女心がわからない人ですね」

　なんて憎まれ口を叩きながら、私は指を絡めて握り返した。

「じゃあ、今晩たっぷり教えてくれ」

　奏さんが耳元で囁くと、顔が火照ってしまい、うつむく。

　これからも、この人の手のひらで、くるくると踊らされていくのだろう。

　……願わくば一生。

　澄み渡った空に響き渡る鐘の音を聞きながら、私たちは隠れてキスをした。





ＥＮＤ












あとがき




　はじめまして、悠木にこらと申します。

　このたびは『イジワル同居人は御曹司!?』をお手に取っていただき、ありがとうございました。今回、初めて書籍を出させていただきました。




　紗英と奏の秘密の同居生活、お楽しみいただけたでしょうか？

　本作は、私が初めてオフィスラブに挑戦した作品です。まさに初めてのことばかりでした。

　当初は奏が上司で紗英が部下……という設定で書こうと思っていたのですが、奏が理論的かつ合理的な性格のため、話が全く甘い方向に進まず……。

　仕事から離れたオフの時ならば、恋愛に発展できるだろう、という思いから、同居という設定に変更いたしました。




　奏は偏屈な性格をした異色のヒーローで、実際、職場にこんな人がいたら、どんなにイケメンでも非難が殺到するな、と苦笑いしつつ書いていました。

　そんな彼が時折見せる天然な姿に、少しでも親しみを感じていただけたら幸いです。

　紗英も火事という災難に遭いながらも、紆余曲折を経て、持ち前の頑張りで奏の気持ちを射止めることができました。そう簡単に、イケメンとのハッピーエンドを迎えさせるわけにはいきません（笑）。

　個性的なキャラクターが多かったので、私自身、楽しみながら執筆することができました。




　最後になりましたが、今回、書籍化にあたってご尽力いただきました説話社の額田様、三好様、編集に携わっていただいた皆様、大変お世話になりました。

　また、素敵なイラストを描いていただきました紫 真依様、ありがとうございます！　紗英と奏の姿をイラストとして見ることができて、大変感激しております。

　そして、作品をお読みいただきました読者の皆様へ、心よりお礼申し上げます。

　またいつかお会いできるよう、これからも頑張って執筆していきたいと思います。





悠ゆう木きにこら


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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